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《　序幕　三人のポンコツ娘むすめと二通のラブレター　》







　ゴールデンウィーク最終日の昼下がり。

　なにもやることがなかったのでアパートでダラダラとした時間を過ごしていたところ、妹の夏なつ妃きから電話がかかってきた。

「おう、俺おれだ。どうした？」

『兄さん、いま暇ひまですよね？』

　淡たん々たんとした口調で夏妃が言う。

　妹の仏ぶつ頂ちよう面づらが目に浮うかぶようだ。

「超ちよう忙いそがしいけど、用事があるなら聞いてやるぞ」

　ほんとは畳たたみの目を数えるくらい暇だが、兄としての威い厳げんを保つために見み栄えを張ってみる。

『部活もせずバイトもせず友達もいない兄さんが忙しい休日を過ごしているとはとうてい思えません』

　一いつ瞬しゆんで論破されてしまった。

　事実、俺は帰宅部だし働いてもないし友達も彼かの女じよもいないが、できればもっとこう……オブラートに包んでくれねえかなぁ。

「お前、俺のこと嫌きらいなの？」

『嫌いではありません。兄さんが母さんのようなだらしない人間にならないよう愛の鞭むちを打っているだけです』

「心配しなくても母さんみたいにはならねえから。てか、そっちこそ俺がいなくて上う手まくやれてんのか？」

　俺たちの母さんは誰だれかが世話をしてあげないと生きていけないくらい生活能力が皆かい無むだ。部屋はすぐに散らかすし脱ぬいだ服は片づけないしなんだったら風ふ呂ろ上がりはいつも全ぜん裸らで過ごしている。

　唯ゆい一いつ仕事に対してだけは全力で取り組んでいるが、それ以外のことには全力で手を抜ぬく困ったひとなのだ。

　そんな母さんの世話を俺は長いこと続けてきた――性格の不ふ一いつ致ちとかいう理由で両親が離り婚こんしてからというもの、俺は母さんと妹を守るため、頼たのもしい男を演じてきたのだ。

　頼もしい男――具体的に言うと、クールな男だ。

　というのも、母さんの『プリンスは普ふ段だんは無愛想だけど、困っているときは必ず助けに駆かけつけてくれるから頼もしいし超ちようかっこいい』という発言を、俺は真に受けたのである。

　ちなみにプリンスっていうのは『私たちの王子様』という少女漫まん画がの主人公だ。年ねん齢れいに国こく籍せきに本名に生おい立たちに――とにかく設定を考えるのが面めん倒どうだったとしか思えないほどに謎なぞ多きキャラクターで、クールな振ふる舞まいが魅み力りよく的てきな男である。

　オレ様キャラというか、なんというか。キザな態度が目立つので男受けは悪そうだが、俺はプリンスの言動をかっこいいと思っている。そのため高校二年生になったいまでも、クールに振る舞い続けているのだ。

　これでプリンスみたいに女子にもてれば最高に嬉うれしいのだが、クールな態度は諸もろ刃はの剣つるぎ。一歩間ま違ちがえると無愛想なむっつりスケベになってしまう。そして俺は一歩間違えたのか、彼女いない歴＝年齢を更こう新しん中なのだった。

　まあ、悔くいはないけどな！　彼女は欲ほしいが、自ら望んでクールに振る舞っているわけだし！

　さておき。

　俺は姫ひめ宮みや家唯一の男として家族を守るため、プリンスのようにクールに振る舞い続けてきた。そして母さんは、プリンスみたいな俺にこれでもかというほど甘あまえてきた。

　しかし去年の春、高校入学を機に夏妃の勧すすめでひとり暮らしをすることになったのだ。それきり母さんとは会っていない。

　とはいえ、『今日のママ』とかいう件名でうざいくらい顔写真付きのメールが送られてくるので、母さんが元気にしていることはわかっているが。

『心配いりません。私は上手くやれています。母さんも言ってました。――「夏妃ちゃん怖こわいよぅ。もっと優やさしくしてよぅ」って』

　母さんびびってんじゃねえか。

「それは上手くやれてるのか？」

　家族仲に亀き裂れつが入っている気がしてならんのだが。

『兄さんよりは上手くやれてます』

「でもさ、ちょっとは優しくしてやれよ。母さんは豆とう腐ふメンタルだからすぐ泣くんだぞ」

『兄さん、騙だまされてますよ』

「……俺が騙されてる？」

『はい。母さんが愚ぐ痴ちってました。――「桜おう士じちゃんなら嘘うそ泣なきしたらすぐに優しくしてくれるのに」と』

「あれ嘘泣きだったの!?」

『嘘泣きです。母さんは鋼のメンタルの持ち主です。でなければ漫まん画が家かなんて仕事を長く続けることはできないでしょう』

　たしかに漫画家は心が強くないと長続きしなそうな気がする。

　母さんは一四歳さいの頃ころにデビューして、二〇年以上も第一線で活かつ躍やくしているのだ。その間、苦しいこともあっただろうけど、それを乗のり越こえていまに至る。鋼のメンタルの持ち主と言われたら『ですよね！』としか言いようがない。

　……なんで騙されてたんだろ、俺。

　俺のテンションを察したのか、夏妃が気き遣づかうような口調で言う。

『兄さんは母さんに甘すぎます。兄さんが世話すると母さんが救いようのない駄だ目め人間になってしまいます。やはり兄さんを家から追い出して正解でした』

　俺の気のせいだった。こいつマジで俺のこと嫌いじゃねえの？　このタイミングでダメ出しって、厳しすぎんだろ。

「たしかに俺は嘘泣きに騙されていたのかもしれんが、だからって甘やかしてたつもりはないぞ」

『兄さんはいつも口ではぐちぐち言ってるのに、なんだかんだ面倒を見るじゃないですか。そこを母さんにつけこまれてるんですよ』

　自分の母親を詐さ欺ぎ師しのように言う夏妃。

「そうは言うが、困ってる奴やつを放ってはおけないだろ」

『そうですね。困っているひとを見捨てない兄さんは、とても素す敵てきなひとだと思います。そんなわけで、私のお願いを聞いてほしいのです』

　どうやら本題に入ったらしい。

　ったく。頼みがあるなら最初から素す直なおにそう言ってくれよな。

「お願いって？」

『私の代わりに母の日のプレゼントを買ってきてほしいのです』

　なんだかんだ夏妃も母さんに甘いよな。俺なんか母の日のことをすっかり忘れてたってのに。

「いいぞ、俺に任せとけ」

『お願いします』

「おう。んで、なにを買えばいいんだ？」

『母さんいわく「甘い物が食べたいなぁ」とのことでしたので、クッキーの詰つめ合あわせがベストだと思います』

「甘い物ならケーキのほうが喜ぶんじゃないか？」

『ケーキだとすぐに食べないと傷いたんでしまいますからね。定期的に日持ちするクッキーを与あたえることでしつけを施ほどこしたいのです。つまりは飴あめと鞭の飴ですね』

　鬼おにかよ。

　母の日のプレゼントくらい好きに食わせてやれよと思うが……それを言うと『兄さんは甘すぎます』とか言われるんだろうな、どうせ。

　まあ、家を出るときに母さんのことは夏妃に任せるって決めたしな。

　夏妃がクッキーの詰め合わせを所しよ望もうするなら、俺はそれを買うとしよう。

「りょーかい。これから買いに出かけるよ」

『よろしくお願いします。では、そろそろ夕飯の支し度たくを始めるので失礼します』

　最後まで他人行ぎよう儀ぎな態度を貫つらぬき、夏妃は通話を切った。だらしない母さんを見て育ったため、俺の妹は堅かた物ぶつ人間になってしまったのである。昔は短たん冊ざくに俺との結けつ婚こんを願うくらいブラコンだったのに……。

　ともあれ、頼みを引き受けた以上は遂すい行こうしないとな。

　部屋着の上にシャツを羽織り、俺は安森荘そうの二〇三号室をあとにした。そのまま駐ちゆう輪りん場じようへと向かうが……

「そういやパンクしてるんだっけ」

　たまにしか自転車に乗らないためすっかり忘れていた。サイクルショップはデパートの反対方向にあるし――パンク修理はまた今度、面倒だがデパートへは歩いていこう。

　そうと決めた俺はデパートへ向けて出発する。閑かん静せいな住宅街を抜け、二車線道路沿いの歩道を歩き、歩道橋の階段を上り――

　俺は、眉まゆをひそめた。

　歩道橋のど真ん中に、小こ柄がらな女子が立っていたのだ。

　橋を塞ふさいでいるわけじゃなく、欄らん干かんに手をかけて遠くのほうを眺ながめている。

　落とし物でもしたのだろうか。

　いや、それなら真下を見るはずだ。

　でも、だったらあの娘はなにしてるんだ？

　不ふ審しんに思いつつも歩を進めていき、少女との距きよ離りが縮まっていく。

　そして、彼女の輪りん郭かくがはっきり見えるところまで近づいたところで――

「――っ」

　俺は、目を奪うばわれた。

　穏おだやかな風になびく黒くろ髪かみ。

　守ってあげたくなる華きや奢しやな身体。

　まるで牢ろう獄ごくに囚とらわれたお姫ひめ様さまが鉄てつ格ごう子しの外を眺めて故郷に思いを馳はせているかのような、儚はかなげな横顔。

　いわゆる美少女だった。

　だからってわけじゃないけど、俺は彼女に話しかけることにした。

　事情はわからないが、困ってるっぽいし。それがわかっていながら見て見ぬ振りをするのはクールじゃない。ただの冷たい奴である。

「どうかしたのか？」

「ひあっ!?」

　素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げ、勢いよくこっちを振り向く美少女。吸いこまれそうな黒い瞳ひとみは涙なみだで滲にじんでしまっている。

「悪い。怖がらせるつもりはなかったんだ」

「べ、べつに怖がってません！　振り向いた拍ひよう子しに首筋を痛めただけです！」

「……悪い。勢いよく振り向かせるつもりはなかったんだ」

「許します！」

　少しだけ話しかけてしまったことを後こう悔かいする俺だった。

　しかしこのまま立ち去ると首筋にダメージを負わせるために声をかけたみたいになってしまうため、彼女の回復を待つことに。

「痛みが引きました」

　わざわざ報告してくれた彼女に、俺はたずねる。

「探しものでもしてるのか？」

　すると彼女はこくりとうなずき、恥はずかしげに頬ほおを染めた。

「実を言うと……お家を探してるんです」

　想像以上にスケールのでかい探しものだった。

「迷子か」

「そ、そうとも言いますね」

　それ以外にどう言うんだ？

「迷子になるってことは、このへんに越してきたばかりなのか？」

「はい。高校入学を機にひとり暮らしを始めました」

　中学生かと思ったが、高校生だったのか。

「奇き遇ぐうだな。俺も去年この街に越してきたんだ」

「じゃ、じゃあ――もしかしてこのあたりに詳くわしいひとですかっ？」

　救いを求めるような眼まな差ざしを向けられ、俺は力強くうなずく。

「ああ。お察しの通り俺はこのあたりに詳しいひとだ。向こうのほうを見てたってことは、家は向こう側にあるんだよな？」
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「わかりません。私はどこから来たのでしょう？」

　思っていた以上に迷子だった。

　このへんの道には詳しいが、さすがにノーヒントで彼女の家を見つけだすのは無理だ。情報を集めなければ。

「どんな家に住んでるんだ？」

「二階建ての集合住宅です。ぼろぼろですけど、気に入ってます」

「もっとほかに特とく徴ちようはないのか？」

「そうですねぇ。しいていえば特徴がないのが特徴ですね」

　特徴を言えや！

「家のそばに目印になりそうなものはないか？」

「お家の向かいに公園があります！　おじいちゃんの溜たまり場ばになってますよ！」

　このあたりに公園はいくつかあるが、じいさんの溜まり場になりそうな場所は限られる。遊具多めの公園は子どもの遊び場、遊具少なめの公園は老人たちの溜まり場というふうに棲すみ分わけがされているのだ。

　あとは公園の広さがわかればいいのだが……

「そのじいさんたち、ゲートボールをしてなかったか？」

「げ、げえとぼおる？」

「柄えの長い金かな槌づちみたいな棒を使う遊びだ。知らないのか？」

　彼女はかあっと顔を赤らめた。

「し、知ってますっ！　あれですよね、あれ！　ええと……そ、そう！　柄の長い金槌で殴なぐり合う遊び！」

　ヤバい老人の溜まり場じゃねえか。

　それが事実だとしたら治安が最悪なので引っ越しをお勧めするが、間違いなくこいつが知ったかしているだけだ。

「ゲートボールは棒で玉を打って小さい門にくぐらせる遊びだ」

「も、もちろん知ってました！　あなたを試ためしてみただけです！」

「そういうことにしといてやる。で、ゲートボールをしてたのか？」

「な、長い棒を持ってましたし、やってると思いますゲートボール！」

　ゲートボールができるくらいの広さがある公園ってわけだ。

「ほかに目印になりそうなものはないのか？」

「ええと……猫ねこみたいなバスを見かけます！」

「猫みたいなバス？　……ああ、幼よう稚ち園えんの送そう迎げいバスのことか」

「猫みたいなバスを見たことあるんですか？」

「ああ、俺の近所も送迎ルートになってるからな。猫バスのルートには広い公園があるし、その向かいには古いアパートがある。つまりお前の家の場所がわかったってことだ」

「本当ですか!?　あなた天才じゃないですか！」

　大絶賛である。

「んじゃ、家まで案内してやるから俺についてこい」

「えっ？　そ、そこまでしてくれるんですか？　私、お金とか持ってませんよ？」

「んなもんいらねえよ。放っておくと寝覚めが悪いから案内してやるだけだ。わかったらついてこい」

「はいっ！」

　嬉しげに声を弾はずませる彼女をつれて、俺は来た道を引き返していく。安森荘を素す通どおりし、五分ほど歩いたところで立ち止まる。

「ここがお前の家だろ」

「はい！　懐なつかしの我わが家やです！」

　古びたアパートを見上げて涙目になっている。

「じゃ、もう迷うなよ」

「あっ、ちょっと待ってください！」

　立ち去ろうとした俺を呼び止め、彼女は一階の右みぎ隅すみにある部屋へと入っていく。そして外に出てくると、

「これ、お礼です」

　使い捨てカイロを手て渡わたしてきた。

　いらねぇ……。

　日に日に気温が増していくこの季節に使い捨てカイロをもらっても困るのだが、好意を無下にするわけにはいかないし、ありがたく受け取っておくとしよう……って、これ有効期限切れてんじゃねえか！

　ゴミを渡された感は否いなめないけど……当の本人はニコニコしているし、有効期限切れに気づいていないだけだろう。

「ありがとな」

　一応、礼を告げておく。

「いえいえ、ほんの気持ちです！　都会のひとは冷たいと聞きますからね！　それで思う存分に身体を温めちゃってください！」

　それがギャグではないことは、すぐにわかった。

　出会って間もないが、こいつがポンコツだということは疑いようのない事実だ。本気で勘かん違ちがいしていても不思議はない。

　あと、カイロで思い出したけど俺はこいつを知っている。

「お前、以前学校でこれと同じのを配ってただろ」

「配りましたよ」

　やはりそうか。

　一ヶ月ほど前、教室でクラスメイトが噂うわさしていたのだ。すごく可愛かわいい一年生が使い捨てカイロを配っている、と。その話を耳にしたときは『なぜカイロ？』と疑問に思ったが、こういうことだったらしい。

「念のため言っておくが、冷たいってのは身体じゃなくて心のことだぞ」

「心？」

「都会の人間は薄はく情じよう者ものが多いってことだ」

「えっ？　でもみんな親切ですよ？　あなただって親切にしてくれたじゃないですか」

「まあたしかに都会の人間が冷たいってのは偏へん見けんなのかもしれんが……とにかく、身体が冷たいって意味じゃないのは確かだ」

「そ、そうだったんですか！　……じゃなくて、それくらい知ってますよっ！　私は賢かしこいですからねっ！　知らないわけないじゃないですか……って、あれ？　どうしてあなたが学校のことを知ってるんですか？」

「俺が桐きり島しま高校の生徒だからだ」

「え!?　私と同じ学校だったんですか!?　タメですか!?」

「二年だ」

「名前はなんていうんですか!?」

　めっちゃ食いついてくるな、こいつ。俺が同じ高校だったのがそんなに意外か？

「姫宮だ」

「姫宮先せん輩ぱい！　私が迷子になっていたことはぜったい誰にも言わないでください！　私のしっかり者なイメージが崩くずれてしまいます！」

　ああ、それで食いついてきたのか。

　そのイメージは間違いなく定着していないが、俺はうなずいておく。

「今日のことはふたりだけの秘密にしておいてやる」

「ありがとうございます！」

「気にするな。じゃ、もう迷子になるなよな」

　そうして名も知らぬ後こう輩はいと別れた俺は、デパートへの歩みを再開したのであった。




　デパートでクッキーの詰め合わせをゲットしたあと。

　発送の手続きを済ませてデパートを出ると、外はすっかり夕焼け色に染まっていた。

　俺は今晩の献こん立だてを考えながら来た道を引き返していく。そうして歩いていき、住宅街の丁てい字じ路ろに差しかかったところ――

　ふいに曲がり角から人ひと影かげが飛び出してきた。

「きゃあ!?」

「うおっ!?」

　どんっ、と胸むな元もとに衝しよう撃げきが走る。俺は踏ふみとどまったが、ぶつかってきた女はしりもちをついてしまっている。

「だいじょうぶか……っ」

　そう声をかけようとして、息を呑のむ。

　しりもちをついた拍子にミニスカートがめくれ、瑞みず々みずしい太ももの付け根から黒い下着まで、はっきりと見えてしまったのだ。

　俺は慌あわてて視線を上へ逃にがす。

　すると俺の目に、美び貌ぼうが飛びこんできた。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんという滅めつ多たにお目にかかれない西洋風の顔立ちをした美少女だ。すらっとした体型ながらも、胸だけは大きく膨ふくらんでいる。

　一度見たら記き憶おくに焼きつくほどの美少女だった。

　そして実際、俺は彼女のことを覚えていた。

　となりのクラスの女生徒である。

　苗みよう字じは知らないが、廊ろう下かで『華か恋れん様は今日もお美しい』『キモい。こっち見ないで』『華恋様がお声をかけてくださった……！』みたいなやり取りしてるのを見たことあるし、名前は華か恋れんというのだろう。

「た、助けて……」

　そんな美少女――俺の記憶では傲ごう岸がん不ふ遜そんという四字熟語が似合うはずの華恋が、涙目で俺を見つめてきた。

　気の強そうなつり目がちの瞳に涙を浮かべ、びくびくと身体を震ふるわせている。

「落ち着け。俺はヤンキーじゃない」

　俺が無害さをアピールすると、華恋は首を横に振り、

「ち、違ちがうの。あ、あたし、知らない男に追われてるの」

　追われてる？

「……まさかストーカーか？」

「わ、わからないわ。さっきから逃げても逃げても追いかけてくるのよ。だ、だから……ねえ、お願い。なんでもするから助けて……」

　事件に巻きこまれるのは遠えん慮りよ願いたいが、ストーカーに怯おびえている女子を見捨てるわけにはいかねえな。

「なんでもする、か。だったら俺にしがみついてろ」

「し、しがみつく？　――きゃあっ!?」

　俺は華恋をお姫様だっこする。

「このまま近くの交番までつれてってやる」

「ど、どうしてお姫様だっこなのよ？」

「こっちのほうが速いからだ」

　こいつ、さっきから脚あしが震えてるからな。満足に走れないのは明らかなので、こうしてだっこしたってわけだ。

「で、でも、いくらなんでもお姫様だっこは……」

「なんでもするって言っただろ。その言葉に嘘うそ偽いつわりがないなら黙だまって俺にしがみついてろ。そしたらちゃんと守ってやるから。わかったか？」

「……わ、わかったわ」

　華恋は俺の首に腕うでをまわした。

　むにむにと肩かたのあたりに柔やわらかい感かん触しよくが押おしつけられるが、堪たん能のうしている場合ではない。胸の感触を意識の外に追いやり、俺は一歩踏み出した。

　そのときだ。

　曲がり角からジャージ姿のおじさんが飛び出してきた。俺たちを見て一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目をまるくしつつも軽く会え釈しやくをして、そのまま走り去っていく。

「も、もう降ろしていいわ」

　華恋が言った。

　気まずそうに俺から目をそらしている。

「自力で走れるのか？」

「は、走る必要はないわよ。……い、いまのひとだもの」

「いまのひと……って、まさかいまのおじさんが？」

　華恋は返事の代わりに頬を染めた。

「……あのおじさん、ランニングしてただけだぞ」

「う、うっさいわね！　見ればわかるわよ！」

　この偉えらそうな態度、俺の知ってる華恋だ。

「お前、追いかけまわされたって言ってなかったか？」

「言ったわよ！　実際、一時間くらい追いかけられたもの！」

　めっちゃ走ってんな。そりゃ脚もがくがく震えるわけだ。

「あのおじさん、お前を追いかけてたわけじゃないぞ」

「知ってるわよっ！　でも、しかたないじゃない！　走ってるときは、このあたりがあのおじさんのランニングコースだったなんて知らなかったんだから！」

「いや普ふ通つう気づくだろ」

「逃げるのに夢中で気づかなかったのよ！　いいから降ろしなさいっ！　早く帰らないと暗くなっちゃうじゃない！」

　たしかに暗くなってきた。

　夕日が沈しずむには早い時間帯だが、曇くもってきたのだ。そのうち降り出すかもしれないし、俺もさっさと帰るとしよう。

　華恋を地べたに降ろしてやると、じろじろと無ぶ遠えん慮りよに見つめてくる。

「……あんた、歳はいくつ？」

「一六だ」

「あたしと同い年……まさか桐島高校の生徒じゃないわよね？」

「お前のとなりのクラスの生徒だ」

　俺が言うと、華恋は恥ずかしそうに顔を赤くした。

「あ、あんた名前は？」

「姫宮だ」

　びしっと俺の顔を指さす華恋。

「いいこと姫宮！　今日のことはふたりだけの秘密よ！　もし誰かに言いふらしたら承知しないんだから！　わかった!?」

「わかったよ」

　てか仮に言いふらしたとしても『ランニング中のおじさんをストーカーだと勘違いして逃げ続けた』なんて話、誰も信じちゃくれねえよ。

「ならいいのよ」

　そう言うと、華恋は逃げるように走り去っていった。




「っと、降ってきやがったか」

　安森荘まで残り一キロというところで、パラパラと雨が降ってきた。

　走って帰ろうかと思ったが、雨あま脚あしは瞬またたく間まに勢いを増していき、俺は方向転てん換かんする。

　公園に駆けこみ、屋根付きベンチで雨が止やむのを待つ。

「ひゃあ～！　冷たーい！」

　雨宿りをしていると、雪に興奮するちびっ子みたいにテンションの高い声を上げながら、女の子が屋根の下に駆けこんできた。

　ふと俺を見て、人ひと懐なつこい笑えみを向けてくる。

「急に降ってきてびっくりしたねぇ」

「そうだな。天気予報では雨が降るとか言ってなかったしな」

　無視をするのも悪いため適当に返事をすると、彼女は顔中に笑みを広げた。

「突とつ然ぜんこーんなに雨が降るなんてびっくりだよねっ！　ほら見て見てっ、わたしすっごく濡ぬれちゃったよ～」

　ものすごく楽しそうだ。

　彼女にとって雨に打たれるのは水遊びみたいなものなのだろう。すっごく濡れたと語るだけのことはあり、彼女は本当にびしょ濡れだった。

　雪みたいな白い肌はだに色素の薄うすい髪かみが張りつき、ぽたぽたと雫しずくを垂らしている。その雫の行き先は、大きく膨らんだ胸元だ。

　自然とそこに視線が吸い寄せられ――

「っ」

　俺は目を奪われた。

　真っ白なブラウスがずぶ濡れになり、下着が透すけてしまっていたのだ。おまけに肩かた掛かけバッグのヒモが谷間に食いこみ、ただでさえ大きな胸がこれでもかと強調されている。

　眼福である。

　だが、このまま胸を眺めるわけにはいかない。

　俺と同い年くらいの男なら胸を見てしまうだろうけど、俺はプリンスみたいにクールに振る舞うと決めているのだ。クールな男として、女子の胸に興味ありげな素そ振ぶりを見せるわけにはいかないのである。

　俺が目をそらすと、彼女が不思議そうに見つめてきた。

「どうしたの？」

「なんでもない。ところでひとつ質問なんだが、このあとの予定を聞かせてくれるか？」

　人見知りしない性格なのだろう。俺のストーカーじみた質問に、彼女は笑え顔がおで答えた。

「お家に帰るだけだよっ」

「家は近いのか？」

「電車で三駅だよ～。わたしね、今日は書店巡めぐりをして参考書を買い集めたの。これだけ買えばぜったい賢くなれるよねっ！」

　その発言がバカっぽいが、初対面の人間にそれを言うのは失礼過ぎるのでぐっと堪こらえる。

「電車に乗るならこれを着ろ」

　俺は羽織っていた上着を彼女に差し出した。

「え？　どうして？」

「自分の身体に聞いてみろ」

「身体に？　――あ」

　かあっと顔を赤らめる。

　ようやく下着が透けていることに気づいたようだ。

「いっけない。靴くつ紐ひもほどけちゃってるよ」

　そこじゃねえよ！　靴紐だったら上着渡さねえよ！　しかもしゃがんだことで胸が強調されちゃってるよ！

「ありがと～っ。おかげで助かったよ！」

　どうもこいつはにぶいようだ。とするとまわりくどく告げるのではなく、ストレートに想おもいを伝えたほうがいいだろう。

「胸だ」

「え？」

「自分の胸に聞いてみろ」

　今度はわかりやすく言ってみた。

　すると彼かの女じよは胸を見て――

「ひゃあ！」

　年相応の恥じらいを見せてきた。

　どうやら人並みに羞しゆう恥ち心しんはあるようだ。だったらもうちょい警けい戒かい心しんを身につけてくれや。ドキドキしちまったじゃねえか。

「その格好で電車に乗るのはいろいろとまずいだろ。だからこれを着ろ」

　彼女は上着と俺おれを見比べつつ、遠慮がちに言う。

「だけど……きみが風か邪ぜを引いちゃうよ」

　俺の心配をする女の子。わかっちゃいたが、悪い奴じゃないのは確かだ。だからこそ、放っておけない。

「上着を脱いだくらいじゃ風邪など引かん。わかったら黙って受け取れ。そして早く着ろ。じゃないと風邪を引いちまうぞ」

　押しつけるように上着を渡すと、彼女は嬉しそうに頬を緩ゆるめて笑う。

「ありがと～！　大切に着るねっ」

　彼女は上着を羽織り、ボタンを閉める。

　袖そではぶかぶかだが、胸元がぱつんぱつんになっている。あまりにも胸がでかすぎるのだ。透け透け状態より、かえってエロくなった気がする。

　って、俺としたことがまた胸を見てしまっている！

　こいつのそばにいると本格的にむっつりスケベになっちまうし、さっさと走って帰るとするか。ちょうど雨脚も弱まってきたことだしな。

「じゃあな」

「あっ、待って！　きみ、名前は？」

「姫宮だ」

「姫宮くん、服を貸してくれてありがとっ！　この服、学校で返すね！」

「……学校で？」

「うん。姫宮くんのこと、学校で見かけたことがあるよ。わたし、ひとの顔を覚えるのは得意なの」

　そりゃすごい特技だ。

「べつに返さなくていいぞ」

「どうして？」

　どうしてって、そりゃ……その服を見るたびにあんたのエロい格好が脳のう裏りにちらついてしまうからだよ。

　なんて言うわけにはいかねえし……

「俺に服を渡しているところを誰だれかに見られたら、『あいつら服を脱ぬぐようなことをしたのか』って誤解されかねないだろ」

「服を脱ぐような――」

　服を脱ぐようなシチュエーションを思おもい浮うかべたらしく、じんわりと頬を紅潮させる。

「じゃあ、えと……えっちな誤解をされないように、今日のことは誰にも言わないほうがいいのかな？」

「わざわざ言いふらすようなことじゃないし、ふたりだけの秘密ってことでいいだろ」

「ふたりだけの秘密かぁ。わかった！　わたし、今日のことは誰にも言わない！　お口にチェック！」

「チャックな」

　と、話しこんでいる間に雨が上がり、晴れ間が広がってきた。

　再び降り出すことはないだろうが、念のために走って帰ったほうがいいだろう。

「お前もさっさと帰れよ。じゃないとマジで風邪引いちまうぞ」

　そう言い残し、俺は駆かけ足あしで公園をあとにしたのであった。
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　ゴールデンウィーク明け。

　いつも通りの時間に目覚めた俺は、いつも通りの時間にアパートをあとにして、いつも通りの時間に桐島高校の校門をくぐった。

　しかし昇しよう降こう口ぐちにたどりついてからは、いつも通りではなかった。

「……なんだ、これ？」

　ネームプレートに『姫宮』と記された下げ駄た箱ばこを開けると、封ふう筒とうが入っていたのだ。

　表面には『姫宮様へ』と書かれ、裏り面めんにはハートのシールで封ふうがしてある。

　俺はわなわなと震えた。

　これってまさか！

「ラブレ――」

「おはよー」「おはー」

　生徒の挨あい拶さつが響ひびき、喉のど元もとまで出かかった言葉をぐっと呑みこむ。

　俺は咄とつ嗟さに封筒をポケットに突つっこみ、上うわ履ばきに履はき替かえるとトイレの個室に直行した。

　鍵かぎをかけ、呼吸を整え、封筒を取り出す。

「こ、これってあれだよな？」

　ラブレターだよな？

　自分に問いかけてみるが、答えは開かい封ふうしない限りわからない。しかし開けるのは勇気がいる。

　ラブレターにどぎまぎするなんてクールじゃないが、こういうのをもらうのは生まれてはじめてのことなのでドキドキしてしまうのである。

　緊きん張ちよう感と高こう揚よう感に心臓がバクバクと高鳴り、嬉うれしさのあまり頬がゆるゆるになっている。

　こんな顔で教室に行けば俺が築いてきたクールなイメージが崩ほう壊かいしちまう！

　落ち着きを取とり戻もどすためにも開封しなければ！

　ぷるぷると震える指先でシールを剥はがし、中身を確かめる。と、封筒のなかにはハートマークで縁ふち取どられた便びん箋せんが入っていた。俺と同じく、差出人も緊張で指先が震えていたのだろうか。ミミズがのたくったような筆ひつ致ちで文字が書かれていた。

　……これ、不幸の手紙じゃないよね？

　おどろおどろしい筆致だし、その可能性もありえるが……

　一いち抹まつの不安を抱いだきつつ、俺は文面に目を通す。

　ええと、なになに？




　姫宮様。

　昨日は助けてくださり、ありがとうございます。

　私は幼い頃ころからあなたのような王子様に憧あこがれていました。

　あなたのような王子様が現実にいるなんて、夢のようです。

　私はあなたのことが好きになりました。あなたと真しん剣けん交際をしたいです。

　明日の朝、お姫様研究部でお待ちしております。

　もし私を愛してくださるのでしたら、お返事の際は、あごをくいっと上げて愛の台詞せりふをささやいてください。

　お手数かと思いますが……あなたのような王子様にあごをくいっとされるのは昔からの夢なんです。
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　それと、この想いをあなた以外のひとに知られるのは恥ずかしいので、できることならこのこともふたりだけの秘密にしてください。

　どうかよろしくお願いします。




　ひゃっほぅ！

　ラブレターだこれ！

　ついに俺にも春がきた！

　しかもこれ、昨日のくだりを書くってことは差出人は昨日出会った三人のうちの誰かってことだよな！

　三人とも美少女だったし、あんなに可愛い娘こと交際できるなんて夢みたいだぜっ！

「……っし！　……っし！」

　叫さけびたい衝しよう動どうを抑おさえこみ、ガッツポーズをして喜びを噛かみしめる。

　ひとしきり喜んだところで、ふと疑問が湧わいてきた。

「あれ？　名前はどこに……」

　差出人の名前がどこにも記されていなかったのだ。

　緊張しすぎてうっかりしていたのだろうか？

　それとも名乗るのが恥ずかしかったのだろうか？

　たぶん恥ずかしかったのだろう。ラブレターにも『恥ずかしいのでふたりだけの秘密にしてください』って書いてあるし。

　ラブレターをしたため、直接俺に渡すのではなく、下駄箱に投とう函かんするような女子だ。

　恥ずかしがり屋で奥おくゆかしい性格なのだとしたら、名前を伏ふせたのも納なつ得とくがいく。その気持ちを尊重し、ラブレターの件は俺と差出人だけの秘密にするとしよう。

「……けどなぁ」

　俺は昨日出会った三人を思い返す。




　迷子の見み栄えっ張ぱり女。

　傲岸不遜な勘違い女。

　無防備で無む邪じや気きな女。




　……うん。清すが々すがしいくらい奥ゆかしさの欠片かけらもねえな！

　けど、あいつら以外に差出人候補はいないし……

　いや、疑問を抱くのはよそう。

　俺はあいつらとわずかな時間しか過ごしていないのだ。

　表面的な性格は奥ゆかしさの欠片もないが、実は大和やまと撫なで子しこ然とした性格かもしれない。俺だって普ふ段だんはプリンスみたいにクールぶってるけど、本当は普通に女の子が好きな男子高生だしな。

　まあ、性格については実際に付き合ってみればわかることだ。なんにせよ明日が楽しみである。

　ラブレターをカバンに仕し舞まい、俺はトイレをあとにする。そのままの足取りで俺の所属する二年一組の教室へ。

　窓まど際ぎわ最さい後こう尾びの席に座すわり、いつものように窓の外を眺ながめる。すると窓に、にやにやとした顔が映し出された。

　頬が緩んでしまうため、いまはラブレターのことを考えたくないのだが、忘れることができないのだ。

　人生初のラブレターなのだから！

　これで喜ぶなと言うのは無理である。

　クールに振ふる舞まいたいのに、勝手に頬が緩んでしまうのだ。

　俺は緩みきった顔を隠かくすように机に突っ伏ぷした。

　その日はまったく授業に身が入らず、あっという間に放課後を迎むかえた。

　明日のこの時間は放課後デートを楽しんでいるはず。ひとりで帰るのは今日で最後だ。

　なんだか感かん慨がい深ぶかくなりつつ、俺は教室をあとにする。

　そのまま昇降口に直行し、下駄箱に手をかける。

「……んん？」

　そして、目を疑った。

　下駄箱に封筒が入っていたのだ。

　表面には『姫宮様へ』と書かれており、裏面にはハートのシールで封がしてある。

　それを見つけ、俺は自分でも驚おどろくくらい落ち着いていた。

　封筒の中身は察しがつくのだ。きっと追つい伸しんが記されているのだろう。

　待ち合わせ場所が変わったとか、待ち合わせ時間が変わったとか、そんなところか。

　なんにせよ、人通りの多い昇降口でラブレターを開封するわけにはいかない。

　俺はトイレへと向かい、個室に入って鍵をかけた。

　それから封を開けると、そこには花はな柄がらの便箋が入っていた。

　今朝受け取ったものと同じく、ミミズがのたくったような筆致で文字が書いてある。

　追伸にしてはやけに長い文章だが……

　ええと、なになに？




　世界一カッコイイ姫宮様へ。

　あなたは昨日、私を助けてくれましたね。

　あなたのカッコイイ姿が目に焼きついて離はなれません。

　私はあなたのような王子様にずっと憧れていました。

　あなたとおつきあいをしたいと真剣に考えています。

　明日の朝、お姫ひめ様さま研究部に来てください。

　もしも私とつきあってくれるのでしたら、あごをくいっと上げて愛の台詞をささやいてください。

　あなたに対する想いを誰かに知られるのはとても恥はずかしいので、ラブレターのこともふたりだけの秘密にしましょう。




　モテ期きたあああああああああああああああああああああああああああああああ！

　違う娘だこれ！　違う娘からのラブレターだこれ！

　まさか一日に二通もラブレターを手に入れてしまうとは！

　これをモテ期と言わずしてなんと言うのか！

　残念ながら差出人の名前は見当たらないが、昨日のくだりを書くってことは昨日出会った女子のうちの誰かってことだ。

　昨日出会った三人の美少女――

　そのうちのふたりが俺に恋こいをしてしまったのだ！

　まったく、俺も罪な男だぜ！

　ふたりに惚ほれられたってことは、ひとりを振ることになっちまうじゃねえか！

　女子を悲しませるようなことはしたくないが、二ふた股またをかけるわけにはいかない。

　差出人に会って直接話を聞き、真剣に悩なやみ抜ぬき、どちらかひとりに愛の台詞をささやくのだ。

　気がかりなのは、差出人の関係性だ。

　同じ部室を待ち合わせ場所に指定したってことは、ふたりは同じ部の部員なのだろう。修しゆ羅ら場ばになる怖おそれもあるけど……真剣に想いを伝えれば、ちゃんと理解してくれるはず。振られたほうも納得してくれるはずだ。

　そう信じ、俺は家路についたのだった。
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　そして迎えた翌朝。

　入念に身だしなみを整え、万が一に備えて気合いを入れて歯を磨みがき、ドキドキしながらアパートをあとにした俺は、何事もなく桐島高校に到とう着ちやくした。

　西棟とうの四階を目指して歩いていく。

　桐島高校は四階建てだ。おおまかに説明すると、一階は一年生の教室、二階は二年生の教室、三階は三年生の教室、四階は部室という構造だ。四階の東棟は体育会系の、西棟は文化部系の部室である。

　お姫様研究部の活動内容は知らないが、体育会系ではないだろう。

　そんなわけで俺は四階の西棟を訪おとずれた。

　ドアプレートを確かめながら歩いていき、廊下の隅すみっこに目当ての部屋を発見する。

　創部されて間もないのか、『お姫様研究部』と記されたドアプレートは真新しかった。磨すりガラスの向こう側――室内には明かりが灯ともっている。

　ラブレターの送り主は来ているようだ。

　修羅場にはなっていないようで、『なんであんたがここにいるのよっ！』『もしかしてラブレターを送ったんじゃないでしょうね！』みたいなやり取りは聞こえてこない。

　それどころか無音である。怖ろしいくらいに静まりかえっている。もしかすると、嵐あらしの前の静けさ的な奴やつかもしれない。

　ともあれ、いよいよご対面だ。

　俺にラブレターを送った美少女はいったい誰なのか――

　ついにそれが明らかになるのだ。

　ひとつ深呼吸をしてから、俺はドアを開けた。

　お姫様研究部の部室は、思っていたより狭せまかった。

　教室の中央にはテーブルとソファが、窓まど際ぎわにはテレビとゲーム機が、壁かべ際ぎわには大きめの本ほん棚だなと衣装だんすが、隅っこは物置になっており――




　部室の主は、ソファに腰こしかけて漫まん画がを読んでいた。




　その光景を見て、俺は戸と惑まどってしまう。

　漫画を読んでいたことに驚いたわけじゃない。たしかに告白を待っているとは思えないほどの緊張感のなさだが、リラックスするために読書してるのかもしれないし。

　俺が驚いたのは、人数だ。

　ラブレターの送り主はふたりなのに、ソファには三人の女子が座っていたのだ。

　おまけにあろうことか俺はその全員と顔見知りだった。

　そう。部室にいたのは昨日出会った三人だったのだ！

　これじゃ誰が差出人かわからないじゃねえか！

　思わずパニックになりかけたが……

　考えてみりゃ慌てるようなことじゃねえな。

　ラブレターのことは秘密にしてくれって書いてあったし、この場で堂々と『私が差出人です』と名乗り出たりはしないだろうが――それとなく目配せをしたり咳せき払ばらいをするなどして、俺に『場所を変えない？』とアピールすることはできるのだから。

　俺が安心したところで、

「あなた……誰ですか？」

　黒くろ髪かみの美少女が言った。

　昨日迷子になっていた女子だ。

　あまりにも薄はく情じような台詞だが……

　まあ、昨日のことは秘密にするって約束したしな。

　そっちがその気なら、俺も初対面として接してやるか。

「お前こそ誰だ？」

「私は一年六組の葵あおいです」

「そうか。俺は二年一組の姫ひめ宮みや桜おう士じだ」

「わあっ、かっこいい名前だね！　しかも苗字に『姫ひめ』ってつくし、うちの部にぴったりだよっ！」

　巨乳の美少女がはしゃいでいる。

　昨日ずぶ濡れになっていた女子だ。

　リボンの色的に、どうやら先せん輩ぱいだったらしい。

　ちなみに一年生は緑、二年生は赤、三年生は青いリボンもしくはネクタイをつけている。

「あんたは誰だ？」

「わたしは三年三組の龍りゆう燃ねん寺じヒナっ！　みんなみたいに『龍さん』か『ヒナ』って呼んでくれると嬉しいなぁ」

　怖こわそうなあだ名と可愛かわいいあだ名の二択たくだった。

　見た目的に『龍さん』って感じじゃないし……

「ならヒナ先輩で」

「やったぁ！　わたしね、ヒナって呼ばれるほうが好きなんだぁ。わたしも桜士くんって名前で呼ぶねっ！」

「好きにしろ」

　プリンスみたいにクールに告げる俺。

　しかし内心ではドキドキしている。彼女みたいな可愛い女子に名前で呼ばれるなんて、嬉しすぎて頬ほおが緩んでしまいそうだ。

　ヒナ先輩は癒いやし系けいって感じだし、こんな娘が俺の彼女になってくれたら、きっと毎日が幸せなんだろうなぁ。

「あんた、入部希望者？」

　頬が緩まないように気を引ひき締しめていると、気の強そうな女子が話しかけてきた。

　ランニング中のおじさんをストーカーだと勘かん違ちがいして逃にげまわった美少女――華恋だ。

　俺は入部希望者じゃない！

　ラブレターの返事をしに来たんだ！

　喉元まで出かかったそんな言葉を、俺はぐっと呑のみこんだ。

　ラブレターのことはふたりだけの秘密にしてほしい――。そうお願いされている以上、いまここでラブレターの話を切り出すわけにはいかないのだ。

　しかし困ったことに、ラブレターの送り主が誰なのかはわからない。

　となると、いま俺がやるべきことはひとつしかない。

　待機である。

　時間を置くことで、差出人は新たなアプローチを仕し掛かけてくるかもしれない。……まあ、ラブレターの差出人は恥ずかしがり屋なので、ふたりきりになっても知らないふりをする可能性が高いのだが……

　しかし、こちらに打つ手がない以上、いまは新たなアプローチを仕掛けてくる可能性に賭かけるしかないのだ。

「ちょっと、無視しないでよ。あんた、入部しに来たんじゃないわけ？」

「違ちがう」

　端たん的てきに告げ、俺は部屋をあとにする。

「合格よ」

　しかし華恋に呼び止められた。

「合格？」

「ええ。あんた、姫研に入部していいわよ」

「姫研？」

「にぶいわね。お姫様研究部のことよ」

「なぜ俺が入部するんだ？」

「うちの部がクールな男子部員を募ぼ集しゆうしてるからよ」

「クールな？」

　華恋はうなずき、

「去年創部したときに殺さつ到とうした男連中は、どいつもこいつもクールとはほど遠かったわ。下心が見え見えだったもの。でもあんたは違うわ。クールに立ち去ろうとしたあんたには、入部する権利があるのよ」

　ずいぶんと上から目線な物言いだ。

　華恋が俺に恋しているとは思えない。

　となると残るふたり――葵とヒナ先輩がラブレターの送り主ということになるが、そう確信できる確固たる証しよう拠こがあるわけではないのだ。

　こうなってくると、この部に入部したほうがいいかもしれないな。

　こいつらと一いつ緒しよに部活をすれば『桜士くんは私のものなんだから！』的な嫉しつ妬と心しんを剥むき出しにするかもしれないし。

「姫研ってどんな活動をしてるんだ？　朝練とかあるのか？」

「ないわ」

「だったらどうして――」

　と、俺は華恋の名札を一いち瞥べつする。

「――どうして古こ和わ狩がりたちは、こんな早くから部室にいるんだ？」

「古和狩って呼ばないでちょうだい！」

　怒ど鳴なられてしまった。

「なぜだ？」

「バカにされてる気がするからよ！」

「バカに？　……ああ」

　怖がり、ってことね。

「わかった。だったら華恋と呼ばせてもらう」

「そうしなさい。ていうか、この部では苗みよう字じ呼びは禁止よ。あんたも入部する意思があるなら肝きもに銘めいじなさい」

　苗字呼びが禁止？

「……ああ。たしかにヒナ先輩の苗字って『留年』を連想するな」

「わたし留年してるよっ」

　留年してんのかよ！

　なのにどうしてそんなに明るく振る舞ってんの？

　もしかして……

「身体が弱くて出席日数が足りなかったとか、そんな理由か？」

　きっとそうだ。まわりのひとに心配をかけないために、あえて明るく振る舞っているのだろう。

　ちょっと天然だけど、ヒナ先輩って気配りができる優やさしいひとなんだな。

「いっぱい赤点とっちゃったの！」

　ただの明るいバカだった。

「そうか。で、葵は……秘ひ境きよう？」

「そ、その名で呼ばないでください！」

「卑ひ怯きよう者ものを連想するからか？」

「違います！　なんか田舎いなか者ものっぽいからです！」

　そっち？

　まあ、本人が気にしてるなら葵って呼ぶけど。

　さておき、ずれてしまった話を軌き道どう修正しなければ。

「朝練がないのに、どうしてこんな時間から部室にいるんだ？」

　我ながらいい質問だと思う。

　ひとりを除き、ラブレターの返事を聞くために部室を訪れたのだ。

　つまりここで言葉に詰つまったり嘘うそっぽい理由を口にした奴が送り主ってわけだ。




「今日はたまたま早起きしたから、早めに登校して漫画を読むことにしたのよ」

「今日はたまたま早起きしたから、早めに登校して漫画を読むことにしたのっ」

「今日はたまたま早起きしたので、早めに登校して漫画を読むことにしたんです！」




　全員嘘っぽい理由だった。

　ほかの部員にラブレターのことを悟さとられまいとして嘘をついたんだろうけど、まったく同じ理由はやめてくれよな！

　これじゃ特定できないじゃねえか！

　俺が内心がっくりしていると、チャイムが鳴り響いた。

　華恋たちは漫画を片づけ始める。

　解散する流れっぽいが、その前にひとつ聞かせてほしい。

「大量に漫画があるってことは、姫研の活動内容は読書なのか？」

「チャイムが鳴ったし、詳くわしくは放課後に説明してあげるわ。入部の意思があるならまたここに来なさい。ほら、戸と締じまりするからみんな出なさい」

　部長なのだろうか。華恋の一声で全員が外に出た。

　がちゃりと鍵を閉め、俺を一瞥もせずに華恋は去っていく。

「じゃーね、桜士くんっ！　また放課後ね！」

「では桜士先輩、また放課後に会いましょう」

　華恋のあとを追いかけるように、ヒナ先輩と葵も歩き去っていった。華恋は鍵を返しに職員室へ、葵は一年生の教室へ、ヒナ先輩は三年生の教室へと散らばっていく。

　このうちのふたりは俺が追いかけてくるのを待ってるんだろうけど、特定できていないため駆け寄ることはできず、俺はひとりで二年一組へと向かうのだった。







《　第一幕　はじめての部活動　》







　そして迎えた放課後。

　お姫様研究部を訪れると、そこにはふたりの女子がいた。

　葵あおいとヒナ先輩だ。

　こいつら、もう来てんのかよ。帰りのホームルームが終わってすぐに直行したし、少し待つくらいの心持ちだったのだが。

　もしかして早く俺に会いたくて急いで来たとか？　もしそうならこいつらが送り主ってことになるが……

　ううむ、どうなんだろ。それだけで判断するのは早計すぎるか？　このふたりのうちのどちらかが俺に恋こい心ごころを抱いているのは間ま違ちがいないが、片方は外れかもしれないし。

　確信が持てない以上、ラブレターの話題を振るのはやめといたほうがいいな。

「あっ、桜おう士じくん！　来てくれたんだっ！」

　漫画を読んでいたヒナ先輩が俺の顔を見るなり、ぱあっと顔を明るくさせた。ほんと、人ひと懐なつこいひとだな。

　そのとなりでソファに腰かけて漫画を読んでいた葵は、ちらっと目線を上げ、ぺこりと会え釈しやくしてから再び読書に戻り、ニヤニヤとした顔をする。

　にやけてしまうシーンに差しかかったのか、俺おれが来たからにやついているのか、判断に困るな。

「ほらほら、座りなよっ！」

　ヒナ先せん輩ぱいに促うながされ、俺はソファに腰かけた。彼女は読書ではなく俺と話したいようで、にこにことした顔を向けてくる。

　せっかくだし、気になったことを訊きいてみるか。

「部室の鍵って、いつも誰が開けてるんだ？」

　これで『華か恋れん』という返事が来ればベストだ。そうだとすると、俺とふたりきりになるために、葵とヒナ先輩は急いで部室に来たということになる。

「鍵当番は特に決まってないけど、最近は葵ちゃんが開けることが多いかなぁ。葵ちゃん、偉えらいねぇ」

「一年生の教室は職員室のそばにありますからね」

　褒ほめられて嬉しかったのか、葵はどことなく得意気に言う。

「そっか。てっきり華恋が開けるんだと思ってたよ。あいつが部長なんだろ？」

「華恋先輩が部長ですけど、来るのは一番遅おそいですよ」

「あいつ、遅ち刻こく癖ぐせがあるのか？」

　遅刻癖があるなら、今朝の『たまたま早起きした』は真実ということになる。つまり、嘘をついた葵とヒナ先輩がラブレターの送り主ということになるが……

「ううん、そうじゃないよ。この部の活動時間は決まってないの」

　ヒナ先輩は華恋を庇かばうようにそう言うと、俺に期待するような眼まな差ざしを向けてきた。

「ところで桜士くんっ。部室に来てくれたってことは、入部するってことかな？」

　俺はうなずき、

「まだ入部届は出してないけどな」

「やったぁ！　桜士くんが入部してくれて嬉しいよっ！」

「なぜ嬉しいんだ？」

　もしかして大好きな俺といつでも会えるから？　おいおい、可愛すぎるだろ。

「男子部員がいてくれたら活動の幅はばが広がるし――それにわたし、弟が欲ほしかったのっ！いっぱいお姉ちゃんに甘あまえてね！」

　俺を弟として見てるってことは、恋れん愛あい感情はないってわけ？

　だったら葵と華恋がラブレターの送り主ってことになるが……そうと決めるには証拠が足りないし……

　ああくそっ。考えすぎて頭痛がしてきたぞ。

　結論を急ぐのはやめにして、いまは会話に集中するか。こいつらと話せば特定に役立つ情報が集まるかもしれねえし。

「ヒナ先輩は一人っ子なのか？」

「ううん。お姉ちゃんがふたりいるよ。ふたりともね、すっごい賢かしこいのっ！　それにね、わたしに優しくしてくれるんだぁ。だからわたしもお姉ちゃんみたいなお姉ちゃんになりたいなって思ってるのっ」

　ヒナ先輩の姉きよう妹だい愛あいがひしひしと伝わってくるコメントだった。我わが家やの厳しすぎる妹に爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてやりたいぜ。

「桜士くんは？」

「妹がひとりいるぞ」

「そっかぁ。桜士くんかっこいい顔してるし、妹ちゃんは可愛い顔してるんだろうなぁ。可愛がってあげたいなぁ」

　ヒナ先輩は不ふ審しん者しやみたいににやにやしている。美少女じゃなければ通報していたところだぜ。

「葵を妹として愛めでればいいだろ」

　不審者みたいなヒナ先輩から夏なつ妃きを守るため、葵を生いけ贄にえに捧ささげてみる。

　すると葵は憮ぶ然ぜんとして、

「私はお姉ちゃんって感じでしょう。しっかり者ですし」

「うんうん。葵ちゃんはしっかり者だねぇ」

「そうでしょうそうでしょう！」

　嬉しそうに頬をふにゃふにゃさせる葵。

　どっちも姉っぽくねえな。

「あっ、そうだ！」

　ヒナ先輩は思い出したようにパチンと手を叩たたき、本棚のほうへ向かった。そして漫画の隙すき間まに挟はさまっていた紙切れを取り出すと、俺のとなりに腰かけ、テーブルに広げた。

「これ、いまのうちに書いちゃいなよっ！」

　入部届だった。

「用意がいいな」

「いつ新入部員が来てもいいようにって、華恋ちゃんが用意してたの。部活が終わったら出してきなよ」

　わざわざ職員室まで入部届を取りに行くのは面めん倒どうだし、そうするか。

　ええと、ペンは……

「はいこれっ」

　カバンに手を伸のばそうとした俺に、ヒナ先輩がペンを差し出してきた。

「気が利きくな」

「えへへ～、嬉しいなぁ～。これからもヒナお姉ちゃんがいっぱいいーっぱい甘やかしてあげるからねっ！」

　ヒナ先輩は嬉しげに頬を弛し緩かんさせ、俺に良いところを見せようと張りきっている。

「ああ、期待してるよ」

　適当に返事をして、ペンを受け取ろうとする。

「――っ！」

　が、ヒナ先輩の手からペンがすべり落ちた。

　幼さの残る端たん整せいな顔が、みるみるうちに赤く染まっていく。

「……どうした？」

「どどどどどどどどうもしてないよ！」

　尋じん常じようじゃないうろたえっぷりだ。

　いったいどうしたってんだ？

　まさか俺と手が触ふれ合あいそうになったから顔を赤らめたのか？

「あ、あれ？　ペンは？　ペンはどこぉ？」

　ヒナ先輩はおろおろしながらテーブルの下にもぐりこむ。俺におしりを突つき出だす格好だ。おかげで淡あわいブルーのパンツが丸見えになっている。

　そんな痴ち態たいに気づくことなく、ヒナ先輩は必死にペンを探している。

「あ、あれぇ？　あれぇ？　どこいっちゃったんだろ？」

「あっ、ヒナ先輩！　こっちまで転がってきてます！」

「ほんとだぁ～」

「私が取ります！　――あうっ！」

　ごちん、とテーブルの底に頭をぶつける葵。

　顔を上げると、涙なみだ目めになっていた。

　……こいつら、いろいろとだいじょうぶか？

「怪け我がはないか？」

「な、なにがですか？」

　すっとぼける葵。

「いま頭打っただろ」

「気のせいです」

　葵は頭を打ったことを頑かたくなに認めようとしない。

　しっかり者のイメージを守るために強がっているのだ。そんな性格を察しているからか、ヒナ先輩は心配そうにしながらも声をかけなかった。

　まあ、強がるくらいの余よ裕ゆうがあるならだいじょうぶだろう。俺は葵からペンを受け取り、入部届に取りかかる。

　日付を書き、学年を書き、名前を書き……

　手が止まってしまった。

「どうしたの、桜士くん？」

　ヒナ先輩が横から覗のぞきこんできた。

　さっきまでの慌あわてぶりが嘘のように落ち着いている。

「入部動機で詰まったんだ」

　堂々と『ラブレターの差出人を特定するため』と書くわけにはいかねえし、かといって活動内容がわからないのではそれっぽい理由を書くこともできない。

「ふたりはなんて書いたんだ？」

「お姫様になるためって書いたよ」

「お姫様になるためと書きました」

　ふたりは真顔で言った。

　意味がわからなかった。

　お姫様研究部というくらいだし、お姫様になんらかの関かかわりがある部活動だとは思っていたが……ここってお姫様になるための部活動なの？　王室とコネでもあるわけ？　てか俺、男なんですけど？

　俺がほうけてしまっていると、華恋が部室にやってきた。

　ソファに座る俺を見て、嬉うれしそうににんまりする。

「ふぅん、ちゃんと来たのね。偉いじゃないっ！　ここにいるってことは、入部の意思があるものと見ていいのかしら？」

「この通りだ」

　俺は書きかけの入部届を見せる。

「よしよし。それじゃあ部活が終わったら速すみやかに職員室に行って提出してきなさいっ。ちなみに顧こ問もんは山本先生よ。知ってる？」

「山本先生って、たしかふたりいただろ。どっちの先生だ？」

「よぼよぼのおじいちゃんのほうよ」

「ああ、あの先生か。りょーかい。けどさ、提出の前に活動内容を教えてくれよ」

　じゃねえと入部動機が埋うまらねえよ。

「その名の通り、お姫様を研究する部活動よ」

　華恋はきっぱりと言った。

　いや、それが意味わからんのだが。

「なぜお姫様を研究するんだ？」

　俺がたずねると、




「王子様と結けつ婚こんするためよ」




　これまたきっぱりと華恋が言う。俺はしばし言葉に詰まり、

「……王子様と、結婚？」

「ええ、そうよ」

　華恋は『なにか変なこと言ったかしら？』とでも言いたげな顔で部員の顔を見まわす。葵とヒナ先輩は『いいえ、変ではありません』とでも言いたげな顔をしている。

　つまり、女子部員は王子様との結婚を本気で夢見てるってわけだ。

　てことは、ラブレターの差出人は結婚を前提として交際を申しこんできたってことか。差出人にとって、俺は『理想の王子様』らしいし。

　無事にゴールインするかどうかはさておき、差出人の本気度はうかがえる。

　俺のことをそこまで好きになってくれたことは嬉しいけど……だったらもっと好き好きアピールしてくれねえかな。いまのところヒナ先輩だけだぞ、俺に好意を向けてきてるの。しかもその好意に恋愛感情が含ふくまれてるのかはわかんねえし……

　気を取りなおして、俺は問う。

「お姫様を研究することと王子様と結婚することがどう関係してるんだ？」

「あんた、漫画とか絵本は読むほう？」

　唐とう突とつな質問に、俺はうなずく。

「まあ、それなりには読むが……」

「だったらわかるはずよ。王子様は必ずお姫様のもとへ駆かけつけるってことが」

　たしかにお姫様を見捨てる王子様に俺は心当たりがない。

　俺が納なつ得とくしたのを察したのか、華恋は二の句を継ついだ。

「逆に言うと、お姫様になりさえすれば王子様が駆けつけてくれるのよ」

　なるほど、理にかなった考え方だ。現実と妄もう想そうの区別がついていないということにさえ目を瞑つぶれば、華恋の言う通りである。

　まあ、それを突っこむのは野や暮ぼだろう。華恋たちも区別はついているはずだ。

　ラブレターにも『現実にあなたのような王子様がいるなんて～』って書いてあったし。だとすると、少なくともラブレターの差出人が求める王子様ってのは『リアル王族』ではなく『王子様っぽい男子』ってわけだ。

　俺のクールな振ふる舞まいが、差出人の王子様センサーに反応したのだろう。だったら俺のことを好きになってくれたこいつらのためにも、これからもクールな態度を貫つらぬかないとな。

「お姫様になるために、華恋たちはどういう活動をしてるんだ？」

「お姫様の心理を学んで姫力を高めてるわ」

「姫力？」

「女子力みたいなものよ。それを高めることで、王子様が放っておけなくなる素す敵てきなお姫様を目指してるの」

「なるほどな。漫画を読んでいたのは、お姫様の気分を味わうためってことか」

「そういうことよ。でも正直、漫画だけじゃ限界があるわ。だからあんたの力を借りたいのよ」

「俺の力を？」

　華恋はうなずき、




「姫ひめ宮みや桜士。あんた今日から私とヒナと葵の――私たちの王子様役を務めなさい！」




　命令口調で言った。

「俺が、王子様……？」

　こんなに嬉しい命令があるだろうか？　いや、ない！

　俺にとっては美お味いしすぎる役回りだ。

　王子様役ってことは、部活と称しようして華恋たちといちゃつけるのだ。私生活でいちゃつくのはクールじゃないが、部活ならセーフである。

　いちゃついているところを誰だれかに見られても『演技だ』と言い訳できるし、少なくともラブレターの送り主に『女子にがっつくとかダサい。王子様っぽくない！』と幻げん滅めつされる怖れはない。

　おまけに女子部員たちといちゃつけば、ラブレターの送り主は嫉しつ妬とするはずだ。ほかの部員に俺が奪うばわれるかもと危機感を抱いだき、積極的に好き好きアピールしてくるだろう。

　俺にとってはメリットしかない活動内容だ。

　なにより……




「さっきから気になってたんだが、お前らは『私たちの王子様』が好きなのか？」




　俺はテーブル上の漫画を一瞥してたずねる。

　今朝三人が読んでいた漫画も、さっき葵たちが読んでいた漫画も、プリンスが主人公を務める少女漫画――

　私たちの王子様だったのだ。

「あんた、私たちの王子様を知ってるの!?」

「もしかして桜士くんもファンなの!?」

「見る目あるじゃないですか桜士先輩！」

　めっちゃ食いつかれた。

　こいつら全員、私たちの王子様の熱ねつ狂きよう的てきなファンってわけね。

　どうりで『あごくい』を求めてきたわけだ。作中でプリンスはことあるごとに女の子のあごをくいっと上げるし、私たちの王子様のファンならあごくいに憧あこがれるのも無理はない。

「物心ついた頃ころから知ってるぞ」

「そんなに前から知ってるわけ!?　やるじゃない！」

「わたしよりファン歴長いなんてびっくり！　すごいよ桜士くん！」

「語りましょう語りましょうっ！」

　ここまで食いつくってことは、きっと彼かの女じよたちが王子様との結婚に憧れたのは私たちの王子様の影えい響きようを多分に受けたからだろう。プリンスのかっこよさはガチだからな。

　ともあれ、こいつらが私たちの王子様の大ファンということははっきりした。

　だったら、ラブレターのことは抜ぬきにしても、お姫ひめ様さま研究部に入部したい。

　そして、こいつらの力になってあげたい。

　なぜなら、覆ふく面めん作家なので本人の許可なく正体を明かすわけにはいかないが、私たちの王子様の作者は、俺の母さんなのだから。

　母さんが頭を悩なやませながら漫画を描かいている姿が目に焼きついているため、華恋たちのような熱心なファンを見ていると、嬉しい気持ちになってくる。

　それにこいつらと私たちの王子様の話をするのは――プリンスがいかにかっこいいかを語りあうのは楽しそうだしさ。

　少なくとも、いままでのように退たい屈くつな放課後を過ごすよりかは、ずっと有意義な時間を過ごすことができる。

　そんなわけで作者の息むす子ことして、またプリンスを敬愛するひとりの男として、私たちの王子様の熱狂的なファンである姫研部員たちの力になってあげたいのである。

「で、具体的に俺はなにをすればいいんだ？」

「あんたには再現に付き合ってもらうわっ！」

「再現？」

「私たちの王子様の名シーンを再現して、姫力を高めるのよっ」

　華恋が言うには、私たちの王子様に登場するお姫様と同じシチュエーションを再現することでお姫様になりきり、姫力を高めるらしい。

　いままでは漫まん画がを読んで心理を学んでいたが、今回からは俺が参加する。王子様が参加することで、より臨場感のある再現ができるってわけだ。

「早く再現したいですっ！」

「どのシーンを再現するのっ？」

　葵とヒナ先輩がわくわくとした眼差しで言う。

　ふたりとも楽しみにしてるようだ。
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　みんなをがっかりさせないためにも、しっかり再現してみせないとな！

「死者蘇そ生せいのシーンよ！」

　難易度高ぇ！　死者蘇生のシーンとか再現できねえよ！　てか、俺の記き憶おくが正しければ、プリンスにそんな黒魔ま術じゆつめいた力は備わっていないはずだが……

「なあ、華恋。死者蘇生を再現するって、マジで言ってんのか？」

「大マジよ！　ちょっと待ってなさいっ！」

　華恋はうきうきとした様子で衣装だんすへ向かい、布きれを手にして戻もどってきた。

「これに着き替がえてちょうだい」

「……これに？」

　ターザンが身につけてそうな腰こし布ぬのなんだけど……。

「そうよ。急いで着替えてきなさい！　じゃないと夜になっちゃうでしょ！」

「桜士先輩、早く着替えてきてください！」

「わたし、桜士くんの着替えた姿を早く見たいよ！」

　マジでそう思ってんの？　ならいいけど……

　半信半疑のまま部室をあとにした俺はトイレへ向かい、個室で腰布に着替えた。

　変態みたいで落ち着かないが……でもまあ、あいつらはこの姿を望んでいるわけだしな。きっと拍はく手しゆで出で迎むかえてくれるだろう。

　三人の反応を楽しみにしつつ、俺は部室に引き返した。




　華恋と葵とヒナ先せん輩ぱいはアイマスクを装着し、床ゆかの上に寝ね転ころがっていた。




　えぇ……。

　意味不明すぎて棒立ちになる俺だった。

　しかしクールな男として、おどおどするわけにはいかない。クールな男は、いつだって冷静沈ちん着ちやくに振る舞うものだ。

　それにこんな変態めいた格好だけど、俺は王子様なのだ。三人の期待に応こたえるためにも、プリンスみたいなクールな態度を貫かなければ！

　そう自分に言い聞かせて落ち着きを取り戻した俺は、冷静に思考を働かせる。

　えっと、たしか華恋は死者蘇生のシーンを再現するって言ってたよな？　つまりこれは死んだふり。こいつらを生き返らせるのは俺の役目ってわけだ。

　いまの俺は王子様。

　そして王子様らしい蘇生方法といえば、あれしかない。

　キスである。

　王子様のキスでお姫様が長い眠ねむりから目覚めるってのは、物語の世界じゃ定番だしな。王子様として、早いところキスしてあげなければ！

「……」

　うん。まあ、無理だわな。

　女子と付き合ったことのない俺にキスはハードルが高すぎるし。せめてロマンチックなムードだったら勇気を出してキスするが、こいつら死んだふりしてるし。ムードの欠片かけらもありゃしない。

　などと黙もつ考こうしていると、華恋がアイマスクをずらした。俺を見るなり目つきを鋭するどくさせ、耳みみ栓せんを外す。……なんで耳栓してんの？

「あんた、いつまで待たせるつもりよっ！　夜になっちゃうじゃない！」

「わかってる。いまキスしようと思っていたところだ」

　おどおどしていたことを悟られまいとクールに告げると、華恋はきょとんとしたあと、かあっと顔を赤らめた。

　あ、あれ？　動どう揺ようしてる？　てことは、キスは華恋の想定していた蘇生法じゃないってことか？

　あっぶねぇ。勢い任せにキスしないでよかったぜ。

「あ、あんた、あたしにキスしようとしてたわけ？」

　ともあれ未み遂すいで済んだものの、俺の名めい誉よを守るためにも弁明しなければ。

「華恋を襲おそおうとしたわけじゃないぞ。ただ、お姫様を王子様のキスで目覚めさせるってくだりは有名だろ？」

「ああ、そういうことね……。たしかに有名だけど、私たちの王子様にそのシーンはないわよ。一度読めばわかるはずだけど……あんた、ほんとに読んだわけ？　にわかじゃないわよね？」

「にわかじゃねえよ。第一部は何回も読み返したし。証拠に、第一部のプリンスの台詞せりふは丸暗記してるぞ」

　華恋が感心したように目を輝かがやかせる。

「へえ、第一部を読み返すなんて通じゃないのっ！　あたしは第三部・第二部・第一部の順番で好きだけど、私たちの王子様の基き盤ばんを作ったという意味では第一部も評価してるわ。ちなみにあんた、第二部と第三部ならどっちが好き？　あたしは断然第三部よ！」

「俺は第一部しか読んでないぞ」

　華恋の笑えみが凍こおりついた。

「ど、どうして読んでないわけ？　も、もしかして買うお金がなかったとか？　だったら本ほん棚だなにある漫画、持ってっていいわよ。あたし観賞用と保存用と布教用を持ってるし」

　口ぶり的に、本棚の漫画は華恋の私物らしい。全八八巻もあるのに保存用と布教用まで持っているとは……。マジで私たちの王子様のことが好きなんだな。

「買うお金がなかったわけじゃない。ただ、第一部で読むのをやめただけだ」

「なんでそこで切っちゃうのよ!?　ちゃんと最新刊の八八巻まで読みなさいよ！　面おも白しろいから！　なんだったらあたしが読み聞かせてあげるわよっ！　そしたら私たちの王子様にどはまりするに違ちがいないわ！　ねっ、ねっ、そうしましょっ！」

　華恋は美声だし、美少女だ。俺のために全八八巻の漫画を読み聞かせようとしてくれる気持ちは素す直なおに嬉しい。

　しかし、第二部以降――特に第三部は読むと頭痛がするので遠えん慮りよ願いたい。

　第一部までは日本を舞ぶ台たいとした大人向けのラブロマンスって感じだったのに、どういうわけか第二部からお姫様が入り乱れるファンタジー路線になり、第三部に至っては異世界召しよう喚かんとかデスゲームとかグルメとか、ジャンルごちゃ混ぜの闇やみ鍋なべ路線になったのだ。

　だというのに、ファンのあいだでは第二部以降が人気らしい。実際、過去三回アニメ化されたが、第一部は端折はしよられたっぽいし。

「読み聞かせはさておき、プリンスはどうやってお姫様を生き返らせるんだ？」

「そんなの決まってるじゃない。『こんなところで寝ねたら風か邪ぜ引くぜ。お前の風邪が俺にうつったらどうするんだよ』って言いながら添そい寝するのよ。そしたら生き返るの」

　風邪引くもなにも死んでるんですけど。

「なぜ添い寝で生き返るんだ？」

「ドキドキして止まっていた心臓が動きだすのよ」

「お姫様って死んでるんだよな？　触しよつ覚かくや聴ちよう覚かくが機能していないのに、どうしてドキドキできるんだ？」

「それを確かめるためにわざわざ耳栓つけてシーンを再現してるんじゃない」

　お姫様と同じシチュエーションを再現することで、そのときのお姫様の心理状態を知ることができる。

　つまりこれもお姫様になるための勉強ってわけだ。

「じゃあ添い寝すればいいのか？」

「添い寝はもういいわ。……真っ暗だし、無音だし、怖こわいし」

　華恋はぼそっと言った。

「最後のほう、なんて言ってるか聞き取れなかったんだが」

「なんでもないわよっ」

　華恋は気を取りなおすように咳せき払ばらいして、じっと俺を見つめてくる。

「それより、あんたって第一部以外はまったく読んでないわけ？」

「第二部と第三部の序じよ盤ばんはちょろっと読んだぞ」

「だったら桜士が知ってそうな名シーンを選んであげるわっ。ちょっと待ってなさい！　すぐにあんたを私たちの王子様のとりこにしてあげるんだからっ！」

　よっぽど私たちの王子様を布教したいのだろう。華恋は楽しげに声を弾はずませ、私たちの王子様を手に取った。

　ぱらぱらとページをめくっているうちに、物語の世界に引きこまれたのか、真しん剣けんな顔になっていく。

　この様子じゃ、しばらく部活は再開しそうにないな。

　いまのうちに着替えたいところだが、その前にこいつらを起こさねえと。

「ヒナ先輩、起きろ」

　呼びかけながら肩かたを揺ゆさぶると――

　ぶるんぶるんっ。

　大きく盛り上がった胸むな元もとが激しく揺れた。思わず釘くぎ付づけになる俺。しかし、女子の胸を見るのはクールではないため、すぐさま視線を下に逃にがした。

　……スカートがめくれていた。淡いブルーの下着に釘付けになりそうなのをぐっと堪こらえ、視線を上へ逃がす。

　と、ヒナ先輩がアイマスクをずらし、

「あれぇ？　桜士くんの添い寝は？　わたし、楽しみにしてたんだけどなぁ……」

　残念そうに言いながら、耳栓を外した。

「べつのシーンを再現するらしいぞ」

「そっかぁ。桜士くんに添い寝してほしかったなぁ」

「……そんなに俺に添い寝してほしいのか？」

「うん。だってね、桜士くんに添い寝してもらったら、お姫様の気分になれるもん」

「そんな気分になれるか？」

　変態に襲われているような気分になりそうなものだが。

「なれるよっ。だって桜士くんの衣装、プリンスとまったく一いつ緒しよだもんっ！」

　この腰布、作中で登場してたの？　どういうシチュエーションでプリンスは腰布を巻くことになったんだ？　まったく想像がつかないのだが……。

「とにかく起こしてくれてありがとね、桜士くん」

「気にするな。冷たい床に放置したら風邪を引いてしまいかねないから起こしただけだ。風邪をうつされると俺が困るからな」

　俺が言うと、ヒナ先輩は嬉しそうに頬ほおをふにゃっとさせる。

「わざわざ台詞を言ってくれるなんて、桜士くんは優やさしいねっ」

「……ああ、言われてみれば」

　偶ぐう然ぜん同じような台詞を口にしてしまっただけで、そんなつもりはなかったのだが……ま、ヒナ先輩のことを心配してたのは事実だし、本人も嬉しそうにしてるし、あえて否定することもないだろう。

　にしても、いつになったらスカートを正すんだ？　見ないように気をつけちゃいるが、視界の端に青いものが見えているのだが。

　……もしかして、俺のこと誘さそってる？　それとも無防備なだけ？

　ううむ、わからん。確信が持てない以上、差出人だと決めつけないほうがいいだろう。

　さておき、このままでは俺が落ち着かないのでスカートを正してほしいのだが。しかし『パンチラしてるぞ』とか言ったらヒナ先輩を恥はずかしがらせてしまうしなぁ。

「……華恋と一緒に再現したいシーンを選んだらどうだ？」

「うんっ。そーする！」

　ヒナ先輩は立ち上がった。ぱんぱんとおしりを叩いてほこりを落とすと、華恋のもとへ駆けていき、私たちの王子様を読み始めた。

　さて。

　これで残る部員はあとひとりだ。

　俺は葵の肩に手を触れる。

「ひゃあっ!?」

　その瞬しゆん間かん、葵が跳はね起おきた。慌てた様子でアイマスクを外す。

「い、いきなり肩に触さわるからびっくりしちゃいましたよ！　『こんなところで寝たら風邪引くぜ。お前の風邪が俺にうつったらどうするんだよ』って添い寝してくれるだけでいいのに、どうして触るんですかっ！　も、もしかして、私の身体に興味あるんですか？」

「勘かん違ちがいするな。添い寝が中止になったから起こしたんだ」

「もっと大きな声でしゃべってください！　聞こえません！」

「耳栓を外せ」

　こいつアホだろ。

　俺がジェスチャー混じりに告げると、葵は恥ずかしそうに耳栓を外した。

「やっぱり大きな声でしゃべらなくていいです」

「そうするよ」

「それで、先輩は私に触ってみたかったんですか？」

「添い寝が中止になったから起こしただけだ」

「えっ。じゃあ今日の部活動はおしまいですか？」

　葵は残念そうな顔をする。ポンコツだけど、俺との部活動を楽しんでくれていたのだと思うと、可愛かわいく思えてくる。

「べつのシーンを再現することになったぞ」

「だったら次は私がシーンを決めたいです！」

「なら早いところ華恋に言ったほうがいいぞ」

「そうします！」

　葵は本棚に向かってダッシュした。

「ひぎゃ!?」

　そして、思いきり転んだ。

　華恋やヒナ先輩なら胸がクッションになっただろうが、悲しいかな葵は貧乳だ。

　胸が緩かん衝しよう材ざいの役割を果たすことはなく、ごちん、とにぶい音がした。

「だいじょうぶか？」

　俺おれが手を差し伸べると、葵は顔を上げた。

　その顔は赤らんでしまっている。

　俺に手を差し伸べられて照れたのか、転こけたのを恥ずかしがっているだけなのか……。葵の顔を見ただけでは判断できない。

「だ、だいじょうぶです。私、よく転けますからね。こんなの慣れっこですよ！」

「怪我がなくてなによりだが……しょっちゅう転けるなら注意して歩けよ。また転けるんじゃないかって心配で落ち着けねえから」

　葵は頬を赤らめたままうなずき、スカートについたほこりを払はらうとさっそく漫画を読み始めた。華恋とヒナ先輩も熱心に読んでいる。

　しばらく部活は再開しそうにないし、いまのうちに着替えるとするか。俺はトイレへと向かい、制服に着替えて部室へ戻る。

　それからほどなくして、華恋がパチンと手を叩いた。




「次に再現するシーンを決めたわっ！」




　声こわ高だかに言うと、物置からシートを取り出した。

　正方形のシートには←→↓↑のマークがついている。ゲームセンターで見かけるダンスゲームの家庭用コントローラーだ。

　それをテレビの前に敷しき、ゲーム機を起動させる。

「あっ！　もしかして華恋ちゃん、あのシーンを再現するのっ？」

「やったー！　一度再現してみたいと思ってたんですよ！」

　ヒナ先輩と葵がうきうきしている。

「どんなシーンを再現するんだ？」

「見ての通り、舞ぶ踏とう会かいのシーンよ」

　俺は第一部しか読んでいないため、見てもわからなかった。第一部にはお姫様とか出てこないし。

　だがまあ、第二部か第三部かは知らないが、舞踏会なら超ちよう展てん開かいは起きないだろう。

「舞踏会のシーンを再現するだけで、お姫様になれるのか？」

「なれるわよ！」

　華恋は自信満々にうなずき、うっとりとした顔で語る。

「私たちの王子様には舞踏会のシーンがたびたび登場してるわ！　そしてプリンスと踊おどるのは、いつも決まってダンス上手なお姫様っ！　つまりダンスが上う手まくなれば、王子様が駆けつけてくれるのよ！」

　その理り屈くつだとプロダンサーは王子様に言い寄られていることになるが……わくわくしているこいつらにそれを言うのは野暮だろう。

「さっそく順番を決めるわよ！」

　華恋たちはじゃんけんをした。

「やったー！　私が一番です！」

「さっさと踊りなさい！　暗くなっちゃうじゃない！」

　最後になった華恋は露ろ骨こつにテンションを下げている。

　一方、最初に踊ることになった葵はテンションマックスでうなずいた。

「言われなくても踊りますよ！　あの名場面を何度妄想したことか！　……ところでこれ、どうやって使うんですか？」

　モニターには数字入力画面が表示されている。

　華恋は葵に電話帳みたいな冊子を渡わたした。

「そのなかから好きな曲を選んで番号を打ちこみなさい。そしたら曲が流れるわ」

「合がつ点てん承知の助すけです！」

　知らない曲が多いのだろう。葵は次から次へとページをめくり、最後のほうのページに差しかかったところで安あん堵どの表情を浮うかべた。

　ニーソックスに包まれた小さな足でシート型コントローラーを踏ふみつけて、番号を入力する。

　すると画面が暗転し、ロード画面になった。

「桜士先輩、早くこっちへ！　舞踏会に遅ち刻こくしちゃいますよっ！」

　すっかりお姫様気分の葵に手招きされ、俺はシートの上に立つ。

　本来ひとり用なのでシートの上は狭せまかった。

　必然的に葵と身体を密着させる格好になる。小さいとは思っていたが、ブレザー越ごしにわずかな柔やわらかさを感じることができた。しかも超ちよう良い匂においがするし……。

　女子との密着にどぎまぎしていた俺の手を、葵がぎゅっと握にぎってきた。可愛い女の子と手を繋つないだことで俺はドキドキしているが、葵はわくわくしている様子だ。

「あっ、いよいよですよ！」

　長かったロードが終わり、モニターにアフロヘアのダンサーが映し出される。

　舞台はディスコ。舞踏会らしさの欠片もない会場だが、葵は満足げに笑っている。俺はダンスとかしたことないが、こいつをがっかりさせないためにもちゃんと踊おどらねえとな。

　そうして気合いを入れたところで、いよいよ曲が流れ始めた。




　ソーラン♪　ソーラン♪




　まさかの民みん謡ようである。

　これで踊れと？　王子様らしく？

　無む茶ちや言うなよ……。

「うっひゃあ～、すごいですっ！　あの名場面を再現しちゃってますよっ！　私、ついに舞踏会デビューしちゃいました！」

　うろたえる俺とは対照的に、葵は大はしゃぎだった。お前のイメージする舞踏会って、ソーラン節が響ひびき渡ってんの？

「きゃーっ。葵ちゃんすごーい！　お姫様みたーい！」

　ヒナ先輩が娘むすめの晴れ舞台を見る母のようなリアクションを取る。一方、華恋は「ふん、なかなかの姫ひめ力ね」とか言っている。

「写真！　写真撮とってください！」

「はい、ちーず！」

「いえーい！　――あとで私の携けい帯たい電話に送ってください！」

　そんな賑にぎやかなやり取りを交かわしたあと、葵がはっと思い出したように言う。

「って、なにしてるんですか桜士先輩！　踊りましょうよ！　矢印が次から次に出てきてますよ！」

　踊れと言われても、ソーラン節のリズムの取り方とかわかんねえよ。

「むっ。その顔……私の選曲に不満でもあるんですか？」

「不満ってわけじゃねえが、こういうのは普ふ通つうクラシックを流すものじゃないのか？」

　葵がぽかんと口を開ける。

「く、くらしっく？」

「クラシックを知らないのか？」

　かあっと顔を赤らめる葵。

「一年生だからってバカにしないでください！　それくらい知ってます！」

　一年生だからバカにしたわけじゃないのだが……

「ほんとに知ってるのか？　クラシックだぞクラシック」

「知ってますって！　えっと……くらしっくって、あれですよね。すっごく強い奴やつ！」

　ぜったいに知らない奴の発言だった。

　あきれて言葉を失う俺。すると無言を肯こう定ていと捉とらえたのか、葵が調子に乗った顔で言う。

「くらしっくとは昔、一ひと悶もん着ちやくありましてねぇ。殴なぐり合あいの喧けん嘩かをしちゃったわけですよ。ま、ぎり私の勝ちでしたけどね」

　勝ったのかよ。

　見み栄えに見栄を重ねるんじゃねえよ。

「くらしっくは曲を作るのだけは上手でしたからねぇ。でも曲名を考えるのは下手でした。そこで私は言ってやったんですよ。自分の名前を曲名にしたらいいよ――とね」

　ドヤ顔で語る葵に、俺はため息をつく。

「クラシックはそういう意味じゃない。直訳すると『古典音楽』という意味だ」

　俺の指し摘てきに、葵はますます顔を赤らめる。

「し、知ってましたけど!?　ていうか、だったらどうして文句言うんですか！　この曲も昔からありますよ！　古典音楽ですよ、古典音楽！」

「たしかに昔からあるが……」

　ドッコイショー♪　ドッコイショー♪

　言い合っている間にソーラン節が佳か境きように差しかかる。

「と、とにかく踊ってくださいっ！　くらしっくとかどうでもいいんですよ私は！　早くしないと終わってしま――ああああああああああ！　終わっちゃいました……。桜士先輩、もう一回踊ってください！」

「だめよ！　あんたが二連続で踊ったら、あたしの番が遅おそくなっちゃうじゃない！」

　華恋が怒ど鳴なり、葵はすごすごとソファに戻っていった。

　なんか悪いことしちまったな。次はちゃんと踊ってやるか。

「次はわたしの番だよーっ！　えっとぉ」

　ソーラン節が流れている間に選曲していたのか、ヒナ先輩はすぐに番号を打ち終えた。シート型コントローラーの上に立ち、俺の両手を握り、身体を押おしつけてくる。

　むにむにっ。

　大きな膨ふくらみが俺の胸むな板いたにこれでもかと押しつけられ、甘あまったるい香かおりに頭がくらくらしてしまう。

　葵とはまるで違う感かん触しよく。これぞ女の子って感じだぜ！

　ニヤニヤしないように気を引ひき締しめていると、美しい旋せん律りつが流れてきた。

「どうしたの、桜士くん？」

　戸と惑まどう俺の瞳ひとみを、ヒナ先輩が覗のぞきこんでくる。

「舞踏会っぽい選曲だと思ってな」

　子どもっぽいヒナ先輩のことだから、お遊ゆう戯ぎ会とかで流れそうなキッズソングを選ぶと思ってたよ。

「舞踏会の会場で、これと同じ曲が流れてたのっ」

「ヒナ先輩、舞踏会に参加したことあるのか？」

「うんっ。パパにつれられて何度かねっ」

　どことなくお嬢じよう様さまっぽい雰ふん囲い気きがあると思っていたが、正しよう真しん正しよう銘めいのお嬢様だったのか。

「わたしのパパはクラシック音楽が大好きで、ちっちゃい頃によく聴きかせてくれたのっ。だからね、クラシック音楽は耳にイカができるくらい聴いてるよっ」

　耳にできるのはタコだぞ、というツッコミは胸に秘ひめておく。

　葵がソーラン節を選曲したときはどうなることかと思ったが、今回は王子様っぽく振る舞えそうだ。

「ねえ、早く踊ろうっ」

「ああ。ヒナ先輩とならちゃんと踊れそうだ。舞踏会の先輩として上手なダンスを見せてくれ」

「――っ！」

　ヒナ先輩が硬こう直ちよくした。

　みるみるうちに顔を赤らめていき、手が汗あせばんでくる。

「……どうしたんだ？」

「にゃ、にゃにゃんでもないよ！」

「にゃんでも？」

「にゃんでもにゃひっ！」

　ヒナ先輩が舌を噛かんだ。つぶらな瞳に涙なみだが浮かぶ。

「だいじょうぶか？　その……いろいろと」

「へーきへーきっ！　そんなことより踊ろうよ！　お姉ちゃんに任せなさいっ！　だってお姉ちゃん、舞踏会に出たことあるもん！　ちゃんとリードできるもん！　ほら、レッツダンスだよダンス！」

　狂きよう喜き乱らん舞ぶという言葉がぴったりだった。

　踊るどころか、押し出されないように踏ん張るので精せい一いつ杯ぱいだ。

　土ど俵ひよう際ぎわで粘ねばりを見せる力士のごとく耐たえていると、ますます胸が押しつけられる。

　頭がおかしくなりそうだ。こんなの俺の知ってる舞踏会じゃない！　どちらかといえば武道会だ！

　あと、曲が長い！　いつになったら終わるんだこの曲は！

　押し出されないよう必死に耐えていると、ようやく曲が終わりを迎むかえた。

「あーっ、楽しかった！」

　ヒナ先輩は満足そうに笑っている。動きまわったので汗だくだ。ブラウスがうっすらと透すけてしまっていた。

　俺もへとへとになっちまったが、おかげで収しゆう穫かくはあった。

　ヒナ先輩は汗だくになるくらい俺とのダンスに緊きん張ちようしたのだ。

　つまり、俺を異性として意識しているということ。

　これはもう、ラブレターの差出人はヒナ先輩で確定――




「あんた、ヒナにああいうこと言っちゃだめよ」




　華恋が耳打ちしてきた。

「ああいうこと？」

　小声で返すと、華恋はうなずく。

「あんた、ヒナに『上手なダンスを見せてくれ』って期待するようなこと言ったでしょ」

「ああ、言ったな。それがなにか？」

「ヒナに期待しちゃだめなのよ。あの娘、極度のあがり症しようなんだから」

　あがり症……。

　つまり期待に応えようと一いつ生しよう懸けん命めいになるあまり、パニック状態に陥おちいったのか。

　てことは、俺とのダンスに緊張したんじゃないってこと？　入部届のときの慌あわてぶりも、あがり症だったからってこと？

「わかった。ヒナ先輩には今後期待しないようにする」

　こんなこと本人に言えば悲しませてしまう。だから華恋は耳打ちしてきたのだ。

　わがままなようでいて、意外と部員想おもいじゃないか。

　やはり俺は表面的な性格しか見ていなかったのだ。華恋が奥おくゆかしい性格でも不思議はない。

　もし華恋が俺のことを好きでいてくれているのなら、早くダンスしたくてしかたがないはずだ。現にさっきも葵を急せかしてたし。

「最後は華恋だ。ほら、踊ってやるから入力しろ」

　プリンスらしくクールに告げると、華恋はそっぽを向いた。

　恥じらってるのかな？　普ふ段だんは気が強いのに、可愛いところあるじゃないか。

　そう思って横顔を見ると、どうも様子が変である。

　華恋は顔を曇くもらせ、窓の向こうをじっと見ていたのだ。

「なにを見てるんだ？」

「……暗くなってきたわね」

「ん？　……ああ、たしかに曇ってきたな。傘かさを持ってきてないのか？」

「折おりたたみ傘がさは常にカバンに入れてるわ」

「だったらなんの心配をしてるんだ？」

「帰りが遅くなったら面めん倒どうなことになるのよ。だから……ほら、両手を出しなさい」

「両手を？」

　不思議に思いつつ手を伸のばすと、華恋がそっと握ってきた。やわらかな感触にドキッとする俺。

　華恋はうっすらと頬を朱しゆに染め、手を離はなす。

「はい、これでダンスパーティはおしまいよ。あたしもう帰るから、最後のひと戸と締じまりよろしくね」

　華恋は口早にそう言うとカバンを掴つかみ、さっさと帰ってしまった。

　……俺と踊りたいんじゃなかったのか？　あの素っ気ない態度、俺に恋こいをしているとは思えないのだが。かといって、葵とヒナ先輩がラブレターの送り主かと問われると、首を傾かたむけざるを得ないし……




『三年三組の龍りゆう燃ねん寺じ。三年三組の龍燃寺。至急職員室へ来なさい』




　と、校内放送が響いた。

　ヒナ先輩は思い出したようにハッとして、

「いっけない！　今日は補習があるんだった！」

「だったら俺が戸締まりしてやるから早く行ってこい」

「ありがと～！　すっごい助かるっ！」

「入部届を出すついでだ。感謝されるようなことじゃない」

「うんっ！　それじゃあまたね桜士くん！」

「また明日お会いしましょう桜士先輩！」

「葵も帰るのか？」

「はい。今日はこのあと用事がありますからね」

　そうして葵とヒナ先輩は部室をあとにした。

　……俺も帰るか。

　入部動機に『楽しそうだから』と適当な理由を書き、戸締まりを済ませて職員室へ。

　もしかすると誰だれかが昇しよう降こう口ぐちで待っているかもと期待したけど誰もおらず、俺はひとりで下校する。

　けっきょくラブレターの送り主は謎なぞのままだけど……

　でもまあ、いつもの放課後よりは楽しい時間を過ごせたし、よしとするか。







《　第二幕　お姫ひめ様さまメーカー　》







　お姫様研究部に入部して一週間ほど過ぎた五月中ちゆう　じゆん旬の休日。

　その日、俺は朝から桐きり島しま高校を訪おとずれていた。グラウンドから聞こえてくる運動部のかけ声を聞き流しつつ部室へ向かい、ドアを開けると、そこにはひとりの女子がいた。

　葵あおいである。

　彼かの女じよは本棚のそばで脚きや立たつを組み立てている真っ最中だった。

「なにしてるんだ？」

「ひゃあ!?　――って、桜おう士じ先せん輩ぱいですか。驚おどろかさないでくださいよ」

「驚かせるつもりはなかったんだが」

「私も驚いてませんけどね」

　どっちだよ。息を吐はくように見栄を張る奴だな。

「で、なにしてるんだ？」

「探しものをしてるんですよ」

「探しもの？」

　葵はうなずき、

「先日、華か恋れん先輩が自じ慢まんしてたんです。姫力を高めるのに打ってつけのゲームがあると。それを探してるんです」

　どうりで物置がぐちゃぐちゃになってると思ったよ。

「つまりゲームをするためにわざわざ早めに登校したってことか？」

「そういうことです。がっつりゲームしたいですからね！」

　よほどゲームしたいのだろう、葵は意気込んでいる。

　俺とふたりきりになりたくて早めに来たのかもと期待したのだが……でも、これだけで決めつけるのは早いよな。なにせラブレターの送り主は恥ずかしがり屋なのだから。面と向かって『あなたとふたりきりになりたくて早めに登校しました』とは言えないだろう。

　理由はどうあれ葵とふたりきりになれたのは好都合だ。差出人以外にラブレターの件を明かすわけにはいかないため、この場で『俺にラブレター送った？』とたずねるわけにはいかないが――葵とがっつり話すことで、俺への想いを知ることができるしな。

「事情はわかったが、あとでちゃんと片づけとけよ」

「しっかり者の私にその指摘は無用でしょう」

「ならいいんだが。とりあえず窓開けるからな。ほこりっぽいし」

　窓を開けて風を浴びていると、葵が脚立を組み立て終わった。

　脚立を使うってことは……

「あのダンボールを降ろしたいのか？」

　俺は本棚の上にあるダンボール箱を見上げてたずねた。

「はい。あと探してないのはあそこだけですからね」

「んじゃ、俺が降ろしてやるよ。落ちたら危ないしな」

　俺が心配すると、葵は得意気に胸を張った。腕うでまくりをして力こぶを作り、

「心配ご無用ですっ！　私は力持ちですからねっ！　ダンボール箱を落とすなんてへまはしませんよ！」

「じゃなくて、葵が落ちるんじゃないかって心配をしてるんだ」

「そ、そうですか。私のことを心配してくれてたんですね……って、私はそんなどじじゃありませんから！　そこでしかと見届けてください！　この私の勇姿を！」

　葵は照れを隠かくすように叫さけび、脚立に足をかけた。

　ぐらぐらと揺れ、すかさず床ゆかに降りる。

「……俺が降ろしてやろうか？」

「平気ですってば！　……でもまあ、どうしても手伝いたいなら脚立を押さえてくれてもいいですけど」

　ったく、素す直なおじゃねえな。

「脚立を押さえるのはいいが、お前はそれでいいのか？」

「どういう意味ですか？」

　きょとんとする葵のスカートを、俺は一いち瞥べつする。

「お前、ズボンじゃないだろ」

　年とし頃ごろの女子なら『スカートのなかが見えちゃうかも！』的な恥じらいを見せてくれてもいいだろうに、どういうわけか葵はにやりと笑った。

「心配ご無用です！　スカートのなかにスパッツを穿はいてますからねっ！　しっかり者の私はパンチラ対策も万ばん全ぜんなのですよ！」

　スパッツを穿いていようが女の子のスカートのなかが覗けるという状じよう況きようが男子の興奮を招くのだが……それを指摘すると俺のクールなイメージが崩くずれてしまう。

「んじゃ、脚立を押さえといてやるからさっさと上れ」

「合点承知の助です！」

　俺が支柱を押さえると、葵は脚立に足をかけた。四段目まで上ったところで強めの風が吹ふき抜ぬける。

　ふわりとスカートがめくれ――

「っ!?」

　俺は目を疑った。

　葵は、スパッツを穿いていなかったのだ。




　それどころか、パンツすら穿いていなかったのだ！




　なんでノーパンなんだよ！　心の準備できてねえよ！　おかげで心臓バクバクだよ！　忘れようにも目に焼きついちまったよ！

　見てはいけないものを見てしまい、俺の思考はショート寸前。これから葵を見るたびに思い出してしまいそうだ。しかしクールな男として、女子の顔を見るたびにエロい妄もう想そうをするわけにはいかない！

　忘れろ、忘れるんだ俺！

「よいしょっと」

　心を落ち着かせていると、葵がダンボールを床に降ろした。がさがさと漁あさり、ぱあっと顔を輝かがやかせる。

「ありました！　ありましたよ先輩！　……どうしたんですか？」

　葵が上うわ目め遣づかいに見つめてきた。

　俺は動どう揺ようを顔に出さないよう努めて平静を装いつつ、葵にたずねる。

「……お前、最後にシャワー浴びたのいつ？」

「昨日の夜ですよ。……もしかして変な匂いしました？」

　葵はショックを受けた様子だ。

　俺はすかさず首を横に振ふる。変な匂いどころか、良い匂いがしたさ！

「そうじゃない。そうじゃなくてだな……」

　なんて言えばいいんだよ！　ノーパン女子の対処法とかわかんねえよ！

　ああくそっ！　これが母さんだったら『さっさと服着ろ』で済むのに……。葵に対してストレートに『パンツ穿け』とは言えねえし。

　かといって知らないふりをするわけにはいかねえんだよなぁ……。俺以外の奴に痴ち態たいを見られるかもしれねえし、葵は『俺に大事なところを見られたかも』って疑ぎ心しん暗あん鬼きになるかもしれねえし。

　しゃーない。遠回しに伝えるとすっか。

「葵、トイレに行かなくていいのか？」

「なぜですか？」

「急にトイレに行きたくなってゲームを一時中断するのは嫌いやだろ？　だからいまのうちに済ませといたほうがいいんじゃないか？」

「ふむ。言われてみるとそうですね。では行ってきます」

　葵は部室をあとにした。ややあって――

『ぎにゃああああああああああああああああああああああああああああああ！』

　どこからともなく悲鳴が聞こえてきた。

　どたばたと足音が響き、勢いよくドアが開け放たれる。

　部屋にやってきたのは、顔を真っ赤にした葵だった。

　葵はつかつかと俺のもとへ歩み寄り、

「……先輩、見ました？」

　俺はそっと目をそらす。

「み、見たんですね!?　見てしまったのですね!?」

　葵に詰つめ寄よられ、俺は渋しぶ々しぶうなずいた。

　すると葵は瞳に涙を浮かべ、

「ち、違ちがうんですよ」

　震ふるえる声で言った。

「なにが違うんだ？」

「私、普段はちゃんとパンツ穿いてますからね！　いつもノーパンで過ごしてるわけじゃありませんからね！　だ、だから私のこと、変態だなんて思わないでくださいね！」

「心配しなくても、そんなこと思わないっての。けど、なんで今日は穿いてないんだ？」

「穿くの忘れてました」

　うっかりしすぎだろ。

「下着って、風ふ呂ろに入ったら真っ先に身につけるものじゃねえのか？」

「そ、そうですけど……実を言うと、昨日は下着が生なま乾がわきだったんです。だから、あとで穿こうと思ってたんですよ。で、そのまま寝ねちゃったんです」

「トイレには行かなかったのか？」

「行きましたけど、気づきませんでした。私、家ではジャージで過ごしてますから。毎回、ズボンと一いつ緒しよに下ろしてますから」

「理由はわかった。とにかく今日のところはもう帰れよ。そしてこれからは毎日ちゃんと洗せん濯たくしろ。じゃないと下着切れになっちまうからな」

「洗濯は毎日ちゃんとやってます。ただ、下着を三枚しか持ってないだけです」

「もうちょい買えよ」

「お金があったらとっくに買ってますよ。わたし、ひとり暮らしなんですから。なにかとお金がかかるんです」

　パンツは真っ先に買うべきものだと思うのだが……。

「仕送りはないのか？」

「ありますけど雀すずめの涙ですよ。親に無理を言ってひとり暮らしをしてますからね。あまり頼たよれないんです」

「どうして無理してまで越してきたんだ？」

　桐島高校はどこにでもありそうな共学高校だ。わざわざ引っ越しをしてまで通うような学校ではない。家族に反対されたならなおのこと通う理由はないのでは？　葵の話を聞き、そんな疑問を抱いだく俺。

　すると葵は迷うように目を伏ふせた。

「……どうしても知りたいなら、桜士先輩にだけ特別に教えてあげてもいいですけど」

「俺だけに？」

　葵はこくりとうなずき、

「先輩、口が堅かたいですし。それに……こないだ私が道に迷っていたとき、バカにしませんでしたし」

「ま、誰にも言わないって約束したしな。だから、これから葵が打ち明けようとしていることも、ふたりだけの秘密にすると誓ちかうよ」

　俺が真しん剣けんな眼まな差ざしで言うと、葵はうつむきがちになり、それからぽつりとつぶやいた。

「いまでこそ都会っ子な私ですけど、実は生まれも育ちも田舎いなか村なのですよ」

　ちっとも都会に染まってねえぞ、お前……。葵が田舎生まれということはふたりだけの秘密にするが、俺が言わなくてもみんな察してそうである。

　でもまあ……。周知の事実とはいえ、葵はそうは思っていないのだ。打ち明けるのに、かなりの勇気を要したはず。話を聞いた感じ、葵は田舎生まれなことにコンプレックスを抱かかえてるっぽいしな。

　きっと普ふ段だん見み栄えを張るのも、田舎者だと悟さとられると舐なめられてしまうと思いこんでいるからだろう。

　しかし葵は、俺に田舎生まれだと打ち明けてくれた――秘密を教えてくれたのだ。そう思うと、葵との距きよ離りが縮まった気がして、にやついてしまいそうになるくらい嬉うれしい。

　が、ここでにやつけば葵に『バカにしてる』と勘かん違ちがいされる怖おそれがある。勇気を出して打ち明けてくれた葵のためにも、クールに振る舞まわないとな。

「なるほど。つまり田舎が嫌で越してきたってことか」

「それもありますけど、一番の理由は私たちの王子様に憧あこがれたからです。実はこの町って、第一部の舞ぶ台たいになった町なんですよ」

「ああ、知ってるよ」

　ここ春はる咲さき町は母さんの地元だからな。

　第一部は現代世界を舞台にした大人向けのラブロマンスなので、どこにでもある普通の町を舞台にしても違い和わ感かんはなかったのだ。

「さすが物心ついた頃ころから私たちの王子様を愛読しているだけのことはありますね！」

「お褒ほめの言葉ありがとよ。ちなみに葵はいつから読んでるんだ？」

「出会いは小学六年生の夏ですね。社会科見学ではじめて村の外に出た日の夜――宿しゆく泊はく先さきの旅館でトイレに行こうとした私は、リモコンを踏んづけてしまったんです。そして痛みに悶もだえていた私の目に、王子様が映ったんですよ」

　葵が小学六年生――四年前ってことは、私たちの王子様の深夜アニメ（第二期）が放送されていた時期だ。

「プリンスを見た瞬しゆん間かん、私は都会に行こうと決めました。都会に行けばかっこいいひとに出会えると確信したんです」

「葵のまわりにはいなかったのか？」

「クマみたいなひとしかいませんでした」

　そう言って、葵はため息をついた。

　要するに、葵は王子様との出会いを求めて村を出たってわけか。で、引っ越し先として選んだのが、第一部の舞台になっているこの町ってわけだ。

「早く出会えるといいな」

　葵の瞳を見つめ、俺おれはクールに告げた。

　ここで葵が『もう出会いましたよ。私の理想とする王子様は、あなたです』とか言ってくれたら最高に嬉しいのだが……

　期待しつつ葵の返事を待っていると、

「もう出会いましたよ」

　と葵が言った。

　こ、これはまさか――！

「そ、そうか。出会ったのか」

　来い！　来い！

　あなたです、って台詞せりふ来い！

「一〇〇〇〇人以上の美男子が私に言い寄ってきましたよ」

　くそっ、こいつ見栄を張りやがった！

　たしかに葵は美少女だが、一〇〇〇〇人は盛りすぎだ。ひとりとかふたりなら俺の彼女（になるかもしれない女）に言い寄りやがって、という感情も湧わくが、一〇〇〇〇人だと嫉しつ妬と心しんなど湧いてこない。

「ま、お断りしましたけどね。やれやれ、あんなに多いと断るのも一苦労ですよ」

　ふぁさっと前まえ髪がみをかき上げ、モテ女オーラを放つ葵。そんな彼女のお腹なかから、ぐぅぅと小さな音が鳴る。

「……っ」

　葵は恥はずかしそうに頬ほおを染めた。モテ女オーラがしゅるしゅると萎しぼんでいく。

「朝飯食ってないのか？」

「はい。……お金ありませんから」

「んじゃ、あとで食堂でなにか奢おごってやるよ」

　今日は休日だが、部活に励はげむ生徒のために食堂は通常営業しているのだ。

「い、いいんですか!?　あ、あなた実は神様では!?」

「ただの先輩だ。先輩として、腹空すかせてる後こう輩はいを放ってはおけねえからな」

「助かりますっ！　じゃあお返しに給料日になったらなにか奢りますね！」

「給料日って……お前、バイトしてんの？」

「はい。週四くらいでしてますよ」

　へえ、意外だな。

　言っちゃ悪いが、どじっ娘な葵が働いている姿なんか想像できねえよ。

「もしかして、たびたび途と中ちゆうで帰るのってバイトがあるからか？」

「その通りです。私は店長から頼りにされてますからね」

　葵はドヤ顔で言う。

　いつもなら『なに言ってんだこいつ』と言いたくなるが、今回ばかりはそんな気分にはなれなかった。

「そっか。しっかりしてるんだな、お前」

　どじっ娘だが、生活費を自分で稼かせいでいる葵は俺以上のしっかり者だ。まあノーパンのせいで台無しだが。

　俺が褒めると、葵は嬉しそうににんまり笑う。

「わかればいいんですよ、わかればっ！　さて、それじゃゲームしましょうゲーム！」

「その前に一度帰宅しなくていいのか？」

「面倒です。私、一刻も早くゲームしたいんですから！」

　恥じらいよりゲームを優先する葵だった。お前がそうしたいならべつにいいんだけどさ、お姫様になりたいなら恥じらいは持とうぜ。

「俺がいてもいいのか？」

　近くに男がいると落ち着かないだろうと思ってたずねると、

「いいですよ。でも、私の背後には立たないでください」

　どこぞの凄すご腕うでスナイパーみたいなことを言う奴だな。うしろに立たれると落ち着かないのはわかるけど。

「となりに座すわってゲームを見てるよ」

「はいっ、そうしてください！」

「おう。んで、どんなゲームなんだ？」

　葵はよくぞ聞いてくれましたみたいな顔でゲームソフトのケースを見せてきた。

「これですよ、これ！」

「ええと……『お姫様メーカー４』？」

「はい！　これはですね、お姫様を育てるゲームです！」

　葵は華恋から聞きかじったゲームの話を楽しそうに語る。

　お姫様メーカーはファンタジー世界を舞台にした育成ゲームらしい。プレイヤーは父親として拾った娘むすめを育てていく、というものだ。

　様々な習い事のほか、仕事や旅行を経験させることで能力値を上げていき、その育て方しだいで娘の未来は多様に変化する。

　育成期間は、娘が一八歳さいの誕生日を迎える日まで。その日までに娘を立派に育て上げることができた暁あかつきには、晴れて王子様と結けつ婚こんできるってわけだ。

　なかなか楽しそうである。

「姫ひめ研っぽいゲームだな」

「でしょ!?　華恋先輩はお姫様メーカーで姫力を高めたらしいです！　なので私も姫力を高めたいのです！」

「おう。頑がん張ばれ」

「頑張ります！　……ところでこれ、どうするんですか？」

　機械に弱いらしく、葵はゲーム機の前でおろおろしている。

「貸してみろ」

　葵の代わりにゲームをセットしてやり、ソファに座る。葵はコントローラーを握にぎりしめ、俺のとなりに腰こしかけた。

　ちらっと横顔を見ると、葵はわくわくしていた。ノーパンだということは完全に忘れてそうである。

　俺も思い出さないようにしないとな！

「おっ、始まりましたよ！　ええと……『つづきから』と『はじめから』がありますね。この場合、はじめからですよね？」

「ちょっと待て。これ、記録はひとつしか作れないっぽいぞ」

　説明書を読みながら俺。

「では、つづきからを選せん択たくしたら、華恋先輩の育てたお姫様をさらに育てることになるんですか？」

「そうなるな。どのくらい育ってるか見てみたらどうだ？」

　姫力を高めたってことは一度は全クリしているはずだが……最初からやりなおすために記録を消しているかもしれない。

　最初からはじめたはいいけど面めん倒どう臭くさくなり、記録を消すだけで終わってしまう――ってことは多々あるし、もしそうなら最初からはじめても怒おこられはしないだろう。

「えっと、つづきから――っと」

　つづきからを選択すると、モニターにお姫様の立ち絵が現れた。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで豪ごう華か絢けん爛らんなドレスを纏まとった一八歳の女性だ。

「一八歳まで育ててるし、記録を消すのはやめたほうがよさそうだな……って、どうした葵？」

　葵はぽけーとした顔でモニターに見入っていた。

「……お姫様っぽいですね、このひと」

　華恋が育てたお姫様に感心している様子だ。

　たしかに体力は控ひかえめながらも、知力と魅み力りよくのパラメーターはずば抜けている。武力と魔ま力りよくの能力値は低いが、気品とモラルはかなり高い。まさに高貴な身分の女性って感じのパラメーターだ。

　ちなみに名前はコワガラナイ・カレンというらしい。自分の名前をつけるってことは、これが華恋の理想とするお姫様像ってことかな？

　あと、名前にコンプレックス持ちすぎだろ。

　いい苗みよう字じだと思うんだけどな、古こ和わ狩がり……。




『お父様……。わたくし、今日はよからぬことが起きそうな気がしてなりませんの……。今日はお父様のそばにいたいですわ……』




　葵が『会話』の項こう目もくを選択すると、カレンが品のある声でしゃべった。

「すごい！　しゃべりました！　美声ですねぇ……！」

「育て方しだいで声も変わるっぽいぞ」

　説明書によると、豪ごう華か声優陣じんを起用して五〇通りの声を収録しているらしい。けっこう金かけてんな。

「私の娘はもっと美声にしてやりますよっ！　……ところで、このよからぬこととはなんでしょうかね？」

「記録を上書きしなきゃいいんだし、先に進めてみたらどうだ？」

「ですね！　ええと……これですかね？」

　葵は『外出』の項目を押おす。

　するとムービーが流れ始めた。

　森沿いの道を行く馬車。そのなかではカレンが不安そうな顔でうつむいている。そんなよからぬ予感が的中したらしく、馬車が急停車する。

『降りろ！』

『きゃあ！』

　悲鳴を上げるカレン。勢いよく馬車のドアが開かれ、外に引きずり出される。そこにはいかにも悪そうな顔をした男たちが武器を手にして佇たたずんでいた。

『ぐへへ！　こいつは上玉じゃねえか！　よーし、おめえら！　身ぐるみ剥はいじまえ！』

『わ、わたくしに乱暴するつもりですの……？』

『ぐへへ。そう怯おびえるな。痛めつけたりはしないからよぉ。なにせおめーは大事な売り物なんだからなァ！』

『これだけの上玉、高値で売れるぜ！』

『い、いやー！　助けてー！』

　カレンの悲鳴が響ひびき渡わたる。

　そのときだ。

　ふいに画面が暗転し――びしっ、ざしゅっ、ずばんっ！　と戦っているような効果音が響いた。画面に明るさが宿ったとき、いかにも王子様っぽいイケメンのまわりに男たちが倒たおれ伏ふしていた。

　王子様はカレンに手を差し伸べる。

『おぉ！　お美しい！　ぜひ我わが城へお越こしください！』

『はいっ！　おともいたします！』

　快かい諾だくするカレン。

　結けつ婚こん式しきのムービーに切きり替かわり、スタッフロールが流れ出した。

「なるほどっ！　立派なお姫様に育て上げることができたら、王子様が駆かけつけてくれるってわけですね！」

「逆に言うと、育て方を間ま違ちがえたら助けに来てくれないってことだな」

　ゲームへの理解を深めている間にスタッフロールが終わり、再びスタート画面に戻もどった。

「これって、はじめからを選んだら、さっきの記録消えちゃいますよね？」

「セーブしなけりゃ問題ないだろ。……セーブって言葉の意味、わかるか？」

「ばっ、バカにしないでください！　知ってますよそれくらいっ！　私、ゲームしたことありますから！　事あるごとにセーブしてますよ！」

　葵は心しん配ぱい性しようらしい。

　ちなみに俺はある程度進むまでセーブはしないタイプだ。

「では、私の物語を始めましょうかね！」

　葵ははじめからを選択する。

　するとオープニングムービーが流れ始めた。

　主人公は勇者として世界を救ったあと、田舎で隠いん居きよ生活を始める。そんなある日、森のなかで幼い少女を保護する。見捨てるわけにもいかず、主人公は慣れない子育てを始めるのであった。

　ムービーが終わり、名付け画面に切り替わる。

「さて、まずは名前ですね！」

「葵にするのか？」

「もちろんです！　ええと……ダイトカイ・アオイ、っと」

　逆に田舎者っぽいぞ、その苗字。

　まあ、葵が満足ならべつにいいけど。

　名付けが終わると、育成画面に切り替わった。どうやら八歳から一八歳までの一〇年間面倒を見るらしく、モニターには幼女の立ち絵が表示されている。

　拾ってきた直後なのか、アオイはお世辞にも綺き麗れいとはいえない服を纏っていた。

『……ぱ、ぱ？』

　と、画面下にアオイの台詞が表示される。プレイヤーを父親として認にん識しきしているようだ。

「あれ？　声が聞こえませんね」

「声は一〇歳からつくらしいぞ。で、外見が変わるたびに声変わりするそうだ」

「節操ないですね」

「あと、知性を上げないと上手にしゃべれないらしいぞ」

　説明書片手に俺。

　こういうのを読むのは好きなので、けっこう楽しんでたりする。

「すべては父親である私の手にかかってるってことですね！　腕が鳴りますよ！　では、さっそく育成するとしましょうか！　まずは仕事から始めましょう！」

「い、いきなり働かせるのか？」

　拾った初日だぞ？　鬼おに過ぎるだろ元勇者。

「労働することで民たみの気持ちを理解する――多くの人々に愛される素す敵てきなお姫様になるんですよ」

　こいつにはこいつなりの育成方針があるってわけね。

　だったらおとなしく見守るとしよう。

「出で稼かせぎに行ってきなさい！」

　アオイは嫌そうな顔で出稼ぎに出かける。どうやら一ヶ月ごとのスケジュールを決めるらしく、戻ってきたときには年ねん齢れいが八歳一ヶ月になっていた。

『ぱ、ぱぁ……』

　アオイは見るからにへとへとになっている。八歳の女の子が一ヶ月も働いたら、そりゃこうなるわな。

　ストレスのパラメーターは早くもマックスになってるし、これは休ませるなり贈おくり物ものをするなりしてご機き嫌げんを取らないとグレてしまいそうだ。

「す、すごいです！　めっちゃ稼げてます！」

　葵は鼻息荒あらくしている。

「だな。習い事をさせるのもいいが、まずは服を買うとかどうだ？　そしたらストレスも減るだろうし、父親への懐なつき度も上がるぞ」

「いえ、荒あら稼かせぎします！」

　なぜ!?

「……お姫様を育てるゲームだぞ、これ」

「子育てにはお金がかかりますからね！　ええと、仕事仕事……っと、おおっ！　仕事の種類が増えてます！　建設ですか、いいですね！　しかもかなり稼げますよ、これっ！　あー……でも建設するには体力が足りないみたいですね」

「八歳だしな」

「じゃ、まずは体力を上げるところから始めますかっ！」

「知力は!?」

「そんなものあとからついてきますよ！」

「けどストレスがすごいことになってるぞ」

　父親を嫌きらっているのか、画面上のアオイは心なしか蔑さげすむような目をしている。

「ストレスとか仕事を好きになれば吹っ飛びますって！　働くことを生きがいにさせればいいんですよ！」

　ブラック企き業ぎようの経営者みたいなことを言う奴やつだ。

　葵は金の亡もう者じやになってしまったし、こうなってくると俺は見守ることしかできない。

　そうしてアオイは稼ぎに稼ぎ、着々と年齢を重ねていき――

　ついに迎むかえた一八歳の誕生日。




　ダイトカイ・アオイは、ゴリラになっていた。




　生物学上は人間だが、ビジュアルは完全にゴリラである。ちなみにゴリラになったのは、一五歳の誕生日を迎えた日だ。

　体力と武力がバグを疑うほどに高くなり、このビジュアルになったのだ。さすがの葵もゴリラになった娘を見て焦あせったらしく、そこからは金稼ぎをやめて綺麗な服をプレゼントしてご機嫌を取ったり、習い事をさせて知力を高めさせたりしたのだが、それでも体力と武力が抜きん出ており――

　葵の娘は、オシャレで賢かしこいゴリラになったのだった。

「おい、これでいいのか？」

「な、なにがですか？」

　葵は気まずそうに俺とモニターから目をそらしている。

「お姫ひめ様さまを育てるゲームだろ。お前の育てたこれ、お姫様か？」

「女は中身で勝負です！　それにほら、美人は三日で飽あきるって言うじゃないですか！　王子様もきっと好きになってくれますよ！」

　葵は『会話』の項目を押す。




『おじき！　今日は胸むな騒さわぎがするんじゃ！　わしゃちょっくら森の様子を見に行ってくるけぇ、おじきはここでどっしり構えときや！』




　アオイは野太い声で勇ましい台詞を口にする。

　俺もよからぬ予感がしてきたぜ！

「い、いよいよ悪漢の登場ですね」

　葵も嫌な予感がしているらしい。声を震わせながら『外出』の項目を選択した。

　するとムービーが流れ始めた。森沿いの道を行く馬車。そのなかでアオイが不安そうな顔でうつむいている。

　そして嫌な予感が的中したらしく、馬車が急停車した。

『降りろ！』

『きゃあ！』

　野太い声で悲鳴を上げるアオイ。勢いよく馬車のドアが開き、外に引きずり出される。

　そこには、いかにも悪そうな顔をした男たちが武器を手にして佇んでいた。

『ぐへへ！　こいつは上玉じゃねえか！　よーし、おめえら！　身ぐるみ剥いじまえ！』

『おどれら、わしに乱暴するつもりか……？』

『ぐへへ。そう怯えるな。痛めつけたりはしないからよぉ。なにせおめーは大事な売り物なんだからなァ！』

『これだけの上玉、高値で売れるぜ！』

『おどれら、調子乗るのもええかげんにせえよ！　わしのタマぁトるつもりなら、もっと兵隊つれてこんかい！』
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　そこで画面が暗転し、どごっ、ばきっ、ずどどどっ、と戦いと呼ぶにしてはあまりにも一方的すぎる効果音が響き――

　再び画面が明るくなったとき、悪漢たちがアオイのまわりに倒れ伏していた。

「王子様は!?」

　葵のツッコミがモニターの向こうに届くことはなく、ダイトカイ・アオイは悪漢たちに声をかける。

『おどれら！　こんなことしてただで済むと思っとんのかボケカスコラァ!?』

　お淑しとやかさの欠片かけらもない言こと葉ば遣づかいだ。

『す、すみませんでした！　ですが、こうしないと家族を食わせてやることができねえんです！　あっしらは安い賃金でこき使われ、食うに困る日々を過ごしてるんです！』

『あいつら俺たちを人間と思っちゃいねえんだ！　あいつらにとって俺たちは働きアリに過ぎねえんだ！』

『おどれらの気持ちはよぉーくわかる！』

『ほ、ほんとうですかい!?』

『おうよ！　わしものぅ、おじきにはガキの頃からこきつかわれとったんじゃ！』

　言われてるぞ、葵。

『わしがおどれらを食わせちゃる！　民草の気持ちを理解しない支配者どもをぶっ潰つぶしてやろうじゃねえか！』

『い、いいんですかい!?』

『男に二言はねえ！』

「あなた女の子でしょう！」

　葵のツッコミむなしく、ダイトカイ・アオイは国に攻せめ入いった。

　燃えさかる王都のムービーに切り替わり、スタッフロールが流れ出す。

　部室にこれ以上ないくらい嫌な沈ちん黙もくが降りた。

「……これ、最悪の結末じゃないか？」

　葵はびくっと震えた。

「そ、そんなわけないでしょうっ！　この私が育てたお姫様ですよ？　あの娘はこのあと王子様と一いつ騎き打うちをするんです！　そして戦いのなかで恋こいが芽生え、愛の逃とう避ひ行こうをするんです！」

　などと妄想を口にしている間にスタッフロールが流れ終え、画面が真っ暗になる。

　モニターには『日記をつけますか？』とだけ表示されている。

　いいえ、を選択するとスタート画面に戻り、ダイトカイ・アオイは完全消しよう滅めつしてしまう。カレンの記録を上書きするわけにはいかないし、葵としても消してしまいたいだろう。

　そう思っていたのだが――

「なんですか、この日記って？」

　葵は『はい』を押した。

「あっ、ばか！　セーブするなよ！」

「えっ!?　これセーブなんですか!?」

「セーブはゲームによって呼び方が違うんだよ。このゲームの場合、日記がセーブ代わりなんだ」

「そ、そんな……」

　葵はつづきからを選択してカレンの安否を確かめる。

　ゴリラがいた。

　葵はおろおろする。

「ど、どうしましょう……」

「どうもこうも、素す直なおに謝あやまるしかないだろ」

「……桜士先せん輩ぱい、一緒に謝ってくれますか？」

　葵が甘あまえるような声で言う。

　まあ、事前に説明しなかった俺にも非があるし……それに葵は俺を頼ってきているのだ。いつものように見み栄えを張らず、俺に甘えてきたのだ。

　それだけで恋れん愛あい感情があると決めつけることはできないが、葵がラブレターの送り主であれなんであれ、後輩に頼られるのは嬉しいことだ。

　先輩として、可愛かわいい後輩を見捨てるわけにはいかない。

「わかった。一緒に謝ってやるよ」

　俺が言うと、葵は満面の笑えみになる。

「ほんとですかっ!?　ありがとうございますっ！　桜士先輩が一緒なら、華恋先輩なんて怖こわくありませんよ！　安心したらお腹が空いちゃいましたっ！　約束通り、ご飯を奢ってくださいっ！」

「おう。好きなものを食わせてやるよ」

「やったー！　先輩優やさしいですっ！」

　嬉しそうにぴょんぴょん跳とびはねる葵。

　こんなふうに喜ばれると、自然と笑え顔がおになっちまう。

　葵と付き合うことができたら、笑顔が絶えない日々を過ごすことになるだろう。

「んじゃ行くか」

「はいっ！　行きましょう！」

　そうして俺は葵とともに、食堂へと向かうのだった。







《　第三幕　格付けチェック　》







　五月中ちゆう旬じゆんの金曜日。

　その日の放課後――。いつものようにお姫様研究部を訪おとずれると、塩っぽい香かおりが漂ただよってきた。

　ソファでは葵あおいとヒナ先輩がはしゃいでいる。

　テンション上がりすぎて塩水をこぼしちまった……とかじゃないだろうし、

「なにしてるんだ？」

　声をかけると、ヒナ先輩が満面の笑みを向けてきた。

「あっ、桜おう士じくん！　見て見て！　葵ちゃんがね、クッキー焼いてくれたの！」

「クッキー？」

　言われて見ると、テーブルにはクッキー入りの容器が置かれていた。どうやらこの香りの発生源はクッキーのようだ。

　塩クッキーにしては強きよう烈れつな匂においだし……葵が作ったってことは、塩と砂糖を間違えたのかな？

　てか、そもそもなんでクッキー？

「そのクッキー、わざわざ作ってきたのか？」

「いえ。今日、調理実習の授業で作りましたっ！」

　クッキーに自信があるのか、葵は得意気な顔をして言う。

「調理実習か。そういや俺も一年の頃作ったっけ」

　塩クッキーの可能性も考こう慮りよしていたが、調理実習では普ふ通つうのクッキーを作ったはずだ。

　てことはこいつ、どじりやがったな。

「むむっ。桜士先輩、ものすごくクッキー食べたそうな顔をしてますね！」

　そんな顔してねえよ――と言いたいところだが、実を言うと興味を引かれていたりする。美少女の手作りクッキーに興味を持たない男はいないだろう。

　これで美お味いしかったら言うことなしなのだが……

「それ、味見したか？」

「ええ、しましたよ。激うまでした。同じ班の男子たちも美味しいって言ってましたよ」

　葵の班には男子しかいないってこと？　だったらたとえ不ま味ずくても美う味まいって言うしかないわな。

　一いつ生しよう懸けん命めいクッキーを作った美少女に『クソ不味いぞ』とか言えるわけねえもん。

「葵ちゃん、そのクッキーいつ食べるの？　わたし、お腹ぺこぺこだよ」

「華か恋れん先輩が来てからです。なにせ一枚食べたら病やみつきになっちゃいますからね。華恋先輩が来る頃にはなくなってしまいます」

　こいつの自信はどこから湧いてくるんだ？

「早く来ないかなぁ、華恋ちゃん……」

　と、噂うわさをすればなんとやら。

　ドアが開き、華恋が部室にやってきた。

「待たせたわね！　……って、なにこの匂い？」

　さっそく顔をしかめる華恋。

「華恋ちゃん！　見て見てっ！　葵ちゃんがね、調理実習でクッキー焼いたんだよっ！　部活の前にみんなで食べようよ！」

「クッキー？」

「ええ、クッキーです！　サクサク感が残ってるうちに食べちゃいましょう！」

「いただきまーす！」

　待ってましたとばかりにクッキーにかじりつくヒナ先輩。それにつられて、俺と華恋も一枚手に取り、一口囓かじる。

　……しょっぺぇ。塩クッキーにしても塩しお辛からすぎだろ。やっぱ砂糖と塩を間違えたとしか思えねえ。

　ちらっとふたりの反応をうかがう。

　ヒナ先輩は気まずそうな顔をしてるし、華恋に至っては渋じゆう面めんを作ってるし、俺の味覚がおかしいわけじゃなさそうだ。

「どうですかっ？」

　にこにことした顔で俺たちを見まわす葵。ヒナ先輩は目を泳がせながら、

「え、ええと……とっても美味しいよ」

　お世辞を口にする。

　しかし葵は真に受けたらしく、ますますご機嫌そうに頬を緩ゆるめた。

「でしょでしょー！　桜士先輩はどうですか？　私の手作りクッキー激うまですかっ？　毎日三時のおやつに食べたいと思うくらい気に入ってくれましたよね!?」

　こいつ、自らハードルを上げてきやがった！

　激うまかと問われると首を横に振ふらざるを得ないが、不味いと言うわけにもいかねえし……

「うん。まあ、その……なんだ？　塩気が効いてるな」

　これを褒ほめ言こと葉ばと取るかどうかは葵の判断に委ゆだねる。

　どうやら葵は褒め言葉として受け止めたらしく、顔中に笑みを広げた。

「でしょっ！　隠かくし味あじに塩を入れてみました！　手元が狂くるってどばどば入れちゃいましたけど、それが功を奏したようですねっ！」

　ちっとも奏せてねえけどな！

「華恋先輩はどうですかっ？　激うまですかっ？」

「クソ不味いわ」

　葵の笑みが凍こおりついた。頬をひくひくさせながら、

「え、ええと……よく聞こえませんでした。激うまですか？」

「クソマズよ」

「なんてこと言うんですか！　二回も！　二回も不味いと言いましたね!?」

　ばん、とテーブルを叩たたいて抗こう議ぎする葵。一回目もしっかり聞こえていたらしい。

「だってこれ、ほんとに不味いわよ。あんた味見してないでしょ？」

「しましたよ！　塩気が効いてて美味しかったですよ！」

「あんた味覚狂ってるわよ」

　華恋さん、容よう赦しやねえ……。言いにくいことをズバズバ言いやがる。

　でもまあ、それも一種の優やさしさではあるわな。誰だれかが指し摘てきしてあげないと、葵はこの先ずっと料理下手なまま生きていくことになっちまうし。

　しかし華恋の指摘を葵は好意的に受け止めなかった。悔くやしげにぷるぷると身体を震ふるわせ、やれやれと見せつけるように肩かたをすくめた。

「華恋先輩はお姫様失格ですねぇ」

「はあ!?　なんでそうなるのよ！」

「だって華恋先輩以外は美味しいって言いましたし！　味覚がおかしいのはあなたのほうですよ！　お姫様たる者、味覚音おん痴ちなど言語道断ですよ！」

「あんたよりはグルメ舌よ！　行動もポンコツなら舌もポンコツね！」

「んな!?　私がポンコツ!?　この私が!?　ポンコツ!?　ヒナ先輩ではなく、この私が!?」

　そんなに衝しよう撃げき的てきだったの？

「ヒナもポンコツだけど、あんたも同じくらいポンコツよ！」

「それはさすがに言い過ぎでしょう！」

「えぇ……」

　可愛い後輩たちにポンコツ呼ばわりされ、ヒナ先輩はしょんぼりしている。それから、ぺちぺちと頬ほおを叩いて自分に活を入れ、たしなめるように言う。

「ふたりとも、喧けん嘩かはだめだよっ。華恋ちゃんは言い過ぎだし、葵ちゃんは塩気を効かせ過ぎだし……あっ」

　しまった、という顔をするヒナ先輩。

「ヒナ先輩まで私をいじめるんですね……。うぅ、もう私の味方は桜士先輩だけです……。でもいいんです。桜士先輩は私にめちゃくちゃ優しくしてくれますから！」

「桜士、こいつを甘やかす必要はないわよ」

「ふんっ。甘やかすもなにも、桜士先輩は私のクッキーを気に入りましたからっ！　毎日食べたいと思ってくれてますからっ！　ですよね、桜士先輩？」

　葵が甘えるように見つめてくる。

　漫まん画がとかだとこういうシチュエーションに陥おちいったとき、クールな男は味に言げん及きゆうすることなく『全部食わせろ』って言うし、俺おれもそれに倣ならうとするか。

「全部食わせろ」

「全部はだめですよ。明日の朝食にするんですから」

　こいつめんどくせえな！

「んな塩辛いもん一気に食ったら病気になっちまうぞ」

「病気!?」

　あっ、やべ！　俺は咄とつ嗟さに口を塞ふさぐが、時ときすでに遅おそし。葵は部屋の隅すみっこで体育座ずわりをしてしまう。ぐずぐずと涙なみだを流しながらクッキーを頬ほお張ばり、

「うぅ、美味しいですのに……なんだか涙でしょっぱく感じます」

「もとからしょっぱいわよ」

　追い打ちをかけると、葵は黙だまりこんでしまった。

　華恋はため息をつき、

「ったく、しょうがないわね。バカ舌なあんたのために、美味しいクッキーを食べさせてあげるわ。そしたら少しは舌が肥えるでしょうし」

「ええっ!?　クッキーを買ってくれるんですか!?　うわーい、嬉うれしいです！　華恋先輩、太っ腹です！」

　ちょろいな、こいつ。

「勘かん違ちがいしないでちょうだい。買うんじゃなくて作るのよ。あたしたちみんなでね」

「作る……ですか？」

「そうよ。王子様ってのは毎日美味しいものを食べて、舌が肥えてるわ。つまり美味しい料理を作れるようじゃないと王子様は駆けつけてこないのよ。そんなわけで料理の特訓をするわよっ！」

「なるほど！　……でも特訓をするってことは、華恋先輩も料理下手ってことですよね？美味しいクッキーは食べられないんじゃないですか？」

「クッキーなんて簡単じゃない。不味く作るほうが難しいわ」

「うぅ、手厳しいです……」

「悔しかったら料理上手になることね。とにかくそんなわけだから、明日の部活はお菓か子し作りに決定よ！」

　明日土曜日は休みだし、一日フルに使えば満足のいくクッキーができそうだ。

「どこで作るんだ？」

「調理室よ。あとで先生に頼たのんで貸し出しの許可をもらうわ。あんたらもそれでいいわよね？」

「俺はいいぞ」

「わたしもクッキー作るっ！」

「私は無理です」

「はあ？　なんで無理なのよ。あんたがいないと意味ないじゃない！」

「クッキー作りに参加したいのはやまやまですけど、明日は仕事がありますからね」

　華恋は戸と惑まどうように目をぱちくりさせた。

「仕事？　あんた、バイトしてたの？」

「ばりばり働いてますよ」

「葵ちゃんすごーい！」

「いやはやそれほどでも」

　ヒナ先輩に褒められ、葵は照れくさそうにはにかんでいる。

「ふぅん。あんたがバイトしてるなんて意外ね。どこで働いてるわけ？」

「メイド喫きつ茶さです」

「メイド喫茶かぁ～。葵ちゃんのメイド服姿、可愛いんだろうなぁ」

「はいっ。すっごい可愛い衣装ですよっ」

「たしかにメイド服は可愛いけど、どうしてメイドとして働いてるのよ。あんたお姫様になりたいんじゃないの？」

「な、なりたいですけど……メイド喫茶はお給料がいいですし。お客様に指名されたら、特別報ほう酬しゆうが出ますし……」

「そ。じゃ、あたしも指名してあげるわ。どこのメイド喫茶で働いてるの？」

「ま、まさか仕事場に来るつもりですか？」

　葵は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする。

　働いているところを友達に見られるのは恥はずかしいのだろう。

「もちろん行くわよ。で、どこなの？」

「い、言いたくありません」

「いいから教えなさい。部長命令よ」

「やです！」

　頑かたくなに口を割らない葵に、華恋はじっとりとした眼まな差ざしを向ける。

「ふぅん。あたしの育てたお姫様をゴリラにしたくせに、そんなこと言うんだ」

「うぐっ」

　お姫様メーカーでゴリラを生み出し、記録に上書きしてしまった葵は、華恋に負い目を感じているようだ。

　嫌そうな顔をしながらも、勤務先を口にした。

「……春はる咲さき駅近くの『あにまる★ぱらだいす』ってお店です」

　春咲駅は安森荘そうの最も寄より駅だ。遠出するときはいつも利用してるし、以前駅前でメイドさんがチラシを配っているのを見たことがある。

「じゃ、明日は『あにまる★ぱらだいす』で部活をするわよっ！　お姫様たる者、侍じ女じよの扱あつかいには長たけてないといけないものね！」

　そうして明日、俺は人生初のメイド喫茶に挑いどむことになったのだった。
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　そして翌日、土曜日の午後。

　待ち合わせの五分前に春咲駅の待合室を訪れると、華恋が椅い子すに座っていた。春っぽいワンピースに薄うす手でのカーディガンを羽織り、なにやらスマホを弄いじっている。

　ふと顔を上げ、俺に気づくと、華恋はスマホをポーチに仕し舞まう。スマホを弄るより俺を優先してくれたみたいで、なんだか嬉しい。

「なにぼけっと突つっ立たってんのよ。座りなさい」

　となりの椅子を指さされ、俺は華恋の横に腰こしかける。

「ヒナ先輩は……まだ来てないのか？」

　待合室の席はまばらに埋うまっているが、ヒナ先輩は見当たらなかった。

　ちなみに葵はここには来ない。今日は一三時から仕事らしいため、迷子になっていない限りは今いま頃ごろメイド喫茶で働いているはずだ。

「まだ来てないわ」

「そっか。華恋が一番乗りとか珍めずらしいな」

　いつもは一番遅いのに。

「うっさいわね。あたしにもいろいろあんのよ」

「いろいろって、委員会とか？」

「違ちがうわよ」

「じゃあ、帰りのホームルームが長引くとか？」

「すぐに終わるわ」

「じゃあなんでいつも遅おくれて来るんだ？」

「だからいろいろあんのよ。ったくもう、あんた将来、ぜったい過保護な親になるわね。あんたの奥おくさんになるひとは『心配してくれて嬉しい』って喜ぶかもだけど、子どもには鬱うつ陶とうしがられるわよ」

「まあ、過保護なのは否定しないよ。こないだ妹に同じようなことを言われたし」

　華恋は興味を引かれたような顔をした。

　そういやこいつには妹のこと話してなかったな。

「へえ、あんた妹いるんだ。うちの学校？」

「いや、まだ中学生だ」

「そ。残念ね」

「残念？」

「うちの学校なら部活に勧かん誘ゆうしようと思ったのよ。あんたの妹ってくらいだし、私たちの王子様は読んでるんでしょ？　それともあんたの妹も第一部で読むのやめたわけ？」

「いや、昔は第三部も読んでたが……最近は忙いそがしそうだし、最新刊までは読めてないかもしれないな」

「忙しいって、受験？」

「いや、妹は中二だ。ただ、家事は妹に任せきりだからな。それで忙しいんだ」

「あんたも手伝いなさいよ」

「手伝いたくても手伝えねえよ。一いつ緒しよに暮らしてねえんだから」

「あんた、ひとりで暮らしてるの？」

「ああ、そうだ」

「そう。……いいわね」

　華恋は羨うらやましげにぼそっと言う。

「お前もひとり暮らしがしたいのか？」

「ううん。気楽な生活には憧あこがれるけど、ひとり暮らしは遠えん慮りよするわ」

「なんでだ？」

「家に帰ったとき真っ暗で、誰もいないのは嫌だもの」

　たしかに誰にも『おかえり』って言ってもらえないのは寂さびしいが、まさか強気な華恋がそんな心配をしているとは。

　普ふ段だんの華恋にラブレターを書くイメージはないが、寂さみしがり屋やな一面を持っているなら、ラブレターを書いても違い和わ感かんはさほどない。

　まあ、これだけの情報で『華恋＝ラブレターの送り主』だと決めることはできないが。でも、特定できていない以上はどうしようもないが、いつまでも返事を待たせるわけにはいかない。

　今日は初の校外活動だし、部員たちのいつもとは違った一面を見る機会に恵めぐまれるはず。特定に役立つ情報も手に入るはずだ。

　そのためにも早いところ『あにまる★ぱらだいす』に行きたいのだが……

「ヒナ先輩、遅いな」

「さっき少し遅れるってメールが来たわよ」

　ああ、それでスマホを弄ってたのか。

「なにかあったのか？」

「あの娘こ、よく乗り間ま違ちがえるのよ。電車に乗り慣れてないから」

「そっか。ま、事故に巻きこまれたとかじゃないならなんでもいいんだが。てか、華恋はヒナ先輩とメールしたりするんだな」

「ただの業務連れん絡らくだけどね。あたし部長だし。そういう連絡なら葵からもたまに来るわよ。あんたからは来ないけどね」

「そりゃ連れん絡らく先さき知らないからな」

「……あ、そういえば交こう換かんしてなかったわね。じゃ、いまのうちに交換しましょ」

　待っていたぜ、その言葉を！

　クールな男として、こっちから女子に連絡先を聞き出すのはがっついてるようでダサいからな。俺には待つことしかできなかったのだ。

　ちなみに葵とヒナ先輩の連絡先はゲット済みだ。華恋の不在中にヒナ先輩から連絡先を聞かれ、その流れで葵とも交換したのである。ふたりからの連絡は一向に来ないけどな。

　でもまあ、好きな男子にメール送るのって勇気がいることだと思うし、そんな理由だとすると、葵とヒナ先輩がラブレターの送り主ってことになる。

　これで華恋からもメールが来なかったら、送り主は謎なぞのままだけどな。

　そんなことを考えながら、華恋と連絡先の交換を済ませる。

「ところであんた、私たちの王子様はどこまで読んだの？」

　ポーチにスマホを仕舞いつつ、華恋が言う。

「まだ第一部しか読んでないぞ」

「はあっ？　どうしてまだ読んでないのよ！　そこから先が面おも白しろいのに！　こうなったら、あたしが読み聞かせてあげるしかなさそうね！　あんた、家はどこにあるの？」

「初はつ穂ほ三丁目だが……」

「そんなに遠いわけじゃないのね。じゃ、これからは帰り道で読み聞かせてあげるから、毎日あたしを家まで送りなさい」

「歩きながら読み聞かせはやめといたほうがいいだろ。危ないし」

　遠回しに『大好きな桜士と一緒に帰りたい』と言っている可能性もあるが、俺は断った。一緒に帰りたいがために華恋を危ない目に遭あわせるわけにはいかねえし。

「そ。だったら自分で読みなさいよね。週に一度、ちゃんと読んだかテストするから」

　華恋は心なしかむすっとしているように見えた。

「お待たせー！」

　と、待合室にヒナ先輩が胸を揺ゆらしながら駆かけこんできた。

「来たわね。じゃ、行くわよ」

　そうして全員揃そろったところで、俺たちはメイド喫茶『あにまる★ぱらだいす』へと足を運ぶのであった。
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「「「「「お帰りなさいませ、ご主人様！」」」」」

　メイド喫茶を訪れた俺たちは、動物の耳としっぽをつけたメイド服姿の女性たちに歓かん迎げいされた。満席というわけではないが、店はそれなりに繁はん盛じようしている。

　俺もクールな男じゃなければ、足あし繁しげく通っていたかもしれん。そう思えるくらいには、可愛いメイドさんが多かった。

「お席までご案内しますニャー」

　猫ねこ耳みみメイドさんの案内を受け、俺たちは四人がけのテーブル席につく。俺の向かいに、華恋とヒナ先輩が腰かけた。

「ご指名ありますかニャー？」

　猫耳メイドさんがリストを差し出してくる。リストにはメイドさんの顔写真と動物名が記されていた。

　働いてるのは見栄じゃなかったらしく、葵の顔写真もしっかり載のっていた。

　えっと、あいつの担当動物は……トラ？　全然そんなイメージねえな。てか、トラってことは語ご尾びに『がおー』とかつけるのかね？

「指名するとどうなるんだ？」

「担当メイドが一生懸命ご主人様にご奉ほう仕しするニャー」

　いいね、それ。指名料金が一〇〇〇円かかるのは痛いが、好みのメイドにつきっきりで接客してもらえると思えば安い出費だ。

「葵を呼びなさい」

　華恋は前まえ髪がみをかき上げ、猫耳メイドさんに告げる。お姫ひめ様さまとして振る舞まうと言っていただけのことはあり、優ゆう雅がな仕草だった。

「かしこまりましたニャー！」

　猫耳メイドさんはにこやかにそう言うと、厨ちゆう房ぼうへと引っこんでいく。それと入れ違いで葵がやってきた。

　メイド服に身を包み、トラ柄がらの耳としっぽをつけている。グラスが載せられたおぼんを持ち、転こけないようにのろのろと歩み寄ってきた。見ているこっちがハラハラしてしまう危なっかしい足取りだ。

「お、お待たせしましたトラ！」

　やっつけ感のある語尾だ。俺たちにメイド服姿を見られるのが恥ずかしいようで、葵はうつむきがちにもじもじしている。

「きゃーっ！　葵ちゃん、可愛い～！」

「！」

　しかしヒナ先輩に拍はく手しゆで迎むかえられ、得意満面になる葵だった。

「ヒナ先輩は見る目ありますね！　桜士先輩はどう思いますかっ？」

「似合ってるぞ」

「そうですかっ！　えへへー、似合ってますかっ！」

　照れくさそうに頬をかく葵。

「どうしてそんなに喜ぶのよ。あんた、お姫様目指してるんじゃないわけ？」

「お姫様たる者、どんな衣装も着こなせないといけませんからね。ほら、お姫様が町まち娘むすめの格好をしてお忍しのびでお祭りを見てまわるシーンがあるじゃないですかっ！　いまの私は、それを体現してるんですっ。つまりこうしている間にも、私の姫ひめ力はぐんぐん上がってるってわけですよ！」

「一理あるわね」

　俺にはよくわからん理り屈くつだったが、華恋は納なつ得とくしたらしい。

　そうして華恋を言いくるめた葵はグラスをテーブルに置き、

「こちらメニューになりますトラ！」

　華恋にメニュー表を差し出した。

　すると華恋はぷいっと顔を背そむけ、

「メニュー表は桜士に渡わたしなさい。あたしとヒナは見ちゃダメなんだから」

　事前に打ち合わせをしていたのか、ヒナ先輩はぎゅっと目を瞑つぶっている。

　俺、なにも聞いてないんですけど……。

「どうしてメニュー表を見たらダメなんだ？」

　疎そ外がい感かんを覚えつつ、華恋にたずねる。

「格付けチェックをするからよ」

「格付けチェック？」

　華恋はうなずき、訳知り顔で語りだした。

「お姫様ってのはグルメ舌なのよ。実際、私たちの王子様のグルメ回に登場するお姫様は、総じて舌が肥えていたわ。そして、そんなお姫様たちが集まる食事会にはプリンスも同席していたわ。つまり味の違いがわかる女になることで、王子様と接点ができるのよ」

　なるほどね。だったらメニュー表を見るわけにはいかないわな。値段しっかり載ってるしさ。

「そういうわけだから、あたしとヒナはアイマスクをつけるわ」

　華恋はポーチからアイマスクをふたつ取り出し、ひとつをヒナ先せん輩ぱいに渡す。

「俺のは？」

「あるわけないでしょ。あんたにはあんたの役割があるのよ」

「というと？」

「値段の違うメニューを注文して、あたしたちに食べさせなさい」

　雑用じゃねえか。

　俺、お前らの王子様役じゃなかったのかよ……。

　い、いや、もしかしたら『桜士にあーんしてほしいのよ』と暗に伝えようとしているのかもしれん！

　その可能性がある限り、与あたえられた役割はきっちりこなさないとな！

「ルールは以上よ。わかったらさっそく注文しなさい」

　俺にそう告げ、華恋とヒナ先輩はアイマスクを装着した。そのシュールな光景に思わず見入ってしまいつつ、葵に注文を告げる。

「んーと。じゃあ……『おえかきオムライス』と『うさちゃんカレー』で」

「かしこまりましたトラ！」

　葵は厨房へと去っていく。

「いまさらだが、いまの注文でよかったのか？」

　適当に食いたいものを選んでみたが。

「わたしオムライス大好きだよっ！」

「あたしはカレーのほうが好きよ」

「お前らの好みじゃなくて、格付けに相応ふさわしい料理だったかどうかを訊きいてるんだが」

「問題ないわ。名前を聞いただけじゃどっちが高いかわからないもの」

　ちなみに『おえかきオムライス』は一二〇〇円、『うさちゃんカレー』は一〇〇〇円だ。

「あっ、なんだか良い匂いがしてきたよ！」

「落ち着け。となりの席のカレーだ」

　この早さで出てきたら、間違いなくレトルトだぞ。

「うぅぅ。お腹なか空いたよぅ……」

　となりの席から漂ってくるスパイシーな香りに、ヒナ先輩は食欲をくすぐられたらしい。一方の華恋はそわそわと落ち着かない様子だ。まあ俺のほうが落ち着かないけどな。客がじろじろこっち見てるし。

「桜士、ちゃんとそこにいるわよね？」

「この状じよう況きようで帰れるわけないだろ」

　俺の声を聞き、華恋は少し落ち着いた。

「だったらちゃんとしゃべりなさいよ。お姫様を退たい屈くつさせちゃダメなんだからね」

「んじゃ三人でしりとりでもしようぜ」

「この際しりとりでもいいわ」

　そうして三人でしりとりしていると、葵が料理を運んできた。

「こちら、うさちゃんカレーだトラ」

　その名の通り、うさちゃん風のカレーライスだ。具体的にはご飯の部分がうさぎの形になっている。

「そしてこちら、おえかきオムライスだトラ」

　お椀わん型のオムライスがテーブルに置かれる。葵はケチャップを手に取り、

「おえかきオムライスにはケチャップでお絵かきをするサービスがついてるトラ。なにを描かけばいいトラ？」

「プリンスの似顔絵を描きなさい」

「む、難しい注文トラ……」

「ご主人様の命令が聞けないわけ？」

「わ、わかったトラ……」

　葵は慎しん重ちような手つきでプリンスの似顔絵を描き始めた。

「できたトラ」

　かろうじて人間の顔ということはわからなくもないが、プリンスには似ても似つかない。

「プリンス見たいよぉ～」

「アイマスクを外すのは禁止よ」

「え～っ。じゃあ桜士くん写真撮とってあとで見せてっ？」

「へいへい」

　ぱしゃり。

「ではごゆっくりお召めし上あがりくださいトラ」

　スマホをポケットに仕舞っていると、葵は厨房へと戻もどっていく。

「写真撮ったなら早く食べさせなさい」

「早く早く～」

　ふたりが口をぱくぱくさせる。

「食わせてやるから口ぱくやめろ。こぼれちまうぞ」

「じゃあどうすればいいのよ？」

「口を開けておとなしくしてろ」

　ふたりは素す直なおに口を開けた。

　物もの欲ほしそうに少しだけ舌を出し、料理を食べさせてもらうのを待っている。

　なんていうか……ものすごくエロい絵面だった。

　って、いかんいかん！　いやらしい目でこいつらを見ちゃだめだ！　目め隠かくししてるし、クールじゃない顔を見られる心配はないとはいえ、こういうのは普段の心がけが大事なんだから！

「まらぁ？」

　と、ヒナ先輩が甘あまえるように言う。

「じゃ、まずはヒナ先輩からな。オムライスからいくぞ」

　俺はスプーンでオムライスをすくい、ヒナ先輩の口元に運ぶ。

「次は華恋だ。……もっと口開けろ。こぼれちまうぞ」

「わ、わかったわよ。は、恥ずかしいんだから、さっさと食べさせなさいよっ」
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　お前が言い出しっぺだろうが。なに恥ずかしがってんだよ。

　頬を染める華恋の口にオムライスを運ぶ。

　ふたりはもぐもぐと咀そ嚼しやくして……

「美お味いしいっ！」

「まあまあね」

　それぞれべつの感想を口にする。

「んじゃ、次はカレーな」

　ルーをこぼさないよう慎重にスプーンを運び、さっきと同じようにふたりに食べさせる。

「まろやかね」

「うー……。ちょっと辛からいよぉ。桜士くん、お水飲ませて？」

「へいへい」

　ヒナ先輩に水を飲ませる俺。

　こうしていると母さんの世話をしていた頃ころを思い出すな。

「で、どっちが高いと思う？」

　俺がたずねると、ふたりは思案顔をした。

「そうねぇ……。カレーかしら」

「わたしはオムライスだと思うなぁ」

「ヒナ先輩、正解だ」

「なっ!?」

「やったー！　華恋ちゃんに勝ったー！」

　喜ぶヒナ先輩とは対照的に、華恋は悔しげに身体を震わせている。

「格付けチェックはこれからが本番よ！」

「格付けするのはいいが、この料理はどうするんだ？」

「食べ物を粗そ末まつにするわけにはいかないでしょ。ほら、さっさと食べさせなさい。カレーメインでね」

「わたしはオムライスがいいっ！　桜士くん、食べさせて～！」

　口をぱくぱくさせるふたり。

　俺、ずっとこいつらの相手しなきゃダメなの？　俺も飯を食いたいんだけど……。

「目隠しを外して普ふ通つうに食ったらどうだ？」

「お姫様に口答えするんじゃないわよっ」

　俺、王子様だよね!?　お前らにもの申せる身分だよね!?

「わかったよ。こぼすんじゃねえぞ」

　俺は渋しぶ々しぶふたりに飯を食わせる。

　当然のように普通に食べるより時間がかかり、完食まで一時間ほどかかってしまった。

「美味しかったーっ」

「ほら、さっさと次の料理を注文しなさい」

「わかってるっての」

　王子様使いの荒あらいお姫様だ。

　呼よび鈴りんを鳴らすと、葵が駆けつけてきた。

「お会計トラ？」

「いや、注文だ」

「……まだ食べるんですか？」

　葵は素になっている。そりゃ驚おどろくわな。いまの料理だけでもかなりのボリュームだし。

「さすがにそろそろ満腹になると思うぞ。そんなわけで『にゃんにゃんホットケーキ』と『わんわんパンケーキ』をひとつずつ持ってきてくれ」

「わーいっ！　わたし甘いもの大好きっ！　ありがとう桜士くん！」

「ホットケーキとパンケーキね。なかなかセンスいいじゃない」

「華恋も甘いものが好きなのか？」

「ええ、大好きよ。それに格付けチェックにも相応しいわ。だって名前を聞いただけじゃどっちが高いかわからないもの。ていうか、そもそも違いがわからないし」

「わたし知ってるよっ。生き地じの甘さに違いがあるのっ！」

「よく知ってるわね。どっちが甘いの？」

「えっとね………………あれぇ？　どっちだっけ？」

　大事なところを忘れるヒナ先輩だった。

　ちなみに俺の知識が正しければ、生地が甘いのはホットケーキだったはずだ。そのぶん、パンケーキには甘いトッピングが施ほどこされている。

　この店のパンケーキも例に漏もれず、見るからに甘そうなデコレーションがしてあった。ボリュームたっぷりの生クリームのほか、苺いちごと葡ぶ萄どうで犬の顔が作られているのだ。

　ホットケーキにもチョコレートソースで猫が描かれているが――見た目の豪ごう華かさはパンケーキに軍配が上がる。そして値段もパンケーキのほうが一〇〇円高い。

　しかし、ふたりは味だけで値段を判断しなければならないのだ。

　甘い生地にチョコレートソースをかけたホットケーキのほうが甘いのは間違いないし、そっちのほうが高いと勘違いしてもおかしくはない。

「お待たせしましたトラ！」

　注文からほどなくして、葵が料理を運んできた。

「うわあっ！　甘い香かおりがする～！」

「さっさと食べさせてちょうだい。次こそあたしが勝つんだから！」

　などと意気込む華恋だったが――

「間違いなくホットケーキのほうが高いわ！　だってこっちのほうが甘さが強いもの！　まさにデザートに相応しい甘さだわ！」

「わたしはパンケーキのほうが高いと思うな。苺がすっごく甘くて美味しかったし、これ、けっこう高い苺だと思うし、そのぶんパンケーキも高いと思うよ」

　ふたりに一口ずつ食べさせると、意見が分かれた。

「え？　い、苺とかあったの？」

「ちゃんとお前にも食べさせてやったぞ。なにと勘違いしてたんだ？」

「バ、バナナ的ななにかよ」

　全然違うじゃねえか。でもまあ、目隠ししてたらわからないものなのかね？

「もう一口食べてから決めるか？」

「い、いいわよ。あたしは自分の味覚を信じるわ！　それで、どっちが高いわけ？　と、当然ホットケーキよね？」

「パンケーキだ」

「やったー！　二連勝しちゃったー！」

「ぐぬぬぬぬぅぅうっ！　次よ、次！」

　どうやら勝つまで続けるらしく、華恋の指示で次から次へと注文していき……




「も、もう食べられないよぉ……」

「こ、このあたしに姫力で勝とうなんて一〇〇年早いのよ……」




　なんか違う勝負になっていた。

　私たちの王子様の名シーンを再現するはずなのに、どうしてこうなっちゃうんだ？

　大食い対決をするこいつらに姫力があるとは思えないのだが……

「さすがにもう注文はしなくていいよな？」

「こ、これ以上なにを食べさせようっていうのよ？」

　華恋は本気で怯おびえている様子だ。

　いろいろと言いたいことがあるが、ぐっと我が慢まんする。

「じゃ、アイマスクを外せよ」

　俺おれの言葉に、ふたりはアイマスクを外した。

「……」

　と、華恋がアイマスクを外すなり顔を曇くもらせた。その視線を追いかけると、窓がある。長いこと大食い対決をしていたため、すっかり日が暮れてしまったのだ。

「どうしたんだ？」

「ど、どうもしてないわよっ」

「そっか。なら会計して店出るぞ。ほら、ふたりとも帰る準備しろ」

　ヒナ先輩が力なく首を振ふる。

「わたし、もうちょっとゆっくりしてから帰るよ。一歩も動けないもん……」

「って言ってるが、ここにいさせて問題ないか？」

　食器を下げていた葵にたずねると、彼かの女じよはうなずいた。

「新しいご主人様が来る気配もありませんし、閉店まではここにいても構いませんトラ」

　昼間は賑にぎ々にぎしかった店内だが、いつの間にか静まりかえっていた。時刻は一九時過ぎ。閉店まであと一時間になり、客はおろか従業員もほとんど帰ってしまっていた。

　残っているメイドは葵のほかに、猫耳メイドさんだけである。

「ちなみにお会計は一三五二二円だトラ。どう考えても食べすぎトラ」

　五時間近く飲み食いしたしな。俺は水しか飲んでないけどさ。晩飯作るのも面めん倒どうだし、今日は帰りにコンビニ弁当でも買うとするか。

　そうして会計を済ませた俺たちは、葵と猫耳メイドさんに見送られ、店をあとにする。そのままの足取りで春咲駅前まで移動して、俺は華恋にたずねた。

「華恋の家はどっち方面だ？」

「……あっちよ」

「反対方面か。じゃ、気をつけて帰れよ」

　がしっと腕うでを掴つかまれた。

　よっしゃあっ！

　俺は心のなかでガッツポーズする。待合室ではうやむやになってしまったが、華恋には『俺と一緒に帰りたい』疑ぎ惑わくがかかっているのだ。

　その真意を確かめるため、あえてあっさり別れようとしたのである。

　俺を引き止めるってことは、これはもう疑いようもなく俺と帰りたがっている。

　すなわち、ラブレターの送り主は華恋で決まりってわけだ！

「どうかしたのか？」

　舞い上がりそうになりつつ、俺はクールにたずねた。すると華恋はうつむきがちになり、もじもじしながら言う。

「お願い。あたしと一緒に帰って……」

　よっしゃあ！　ついに華恋の口からその言葉が聞けたぜ！

　ここまで来たらあと一歩。

　一緒に帰りたい理由を聞き出すだけでいい。

　つっても『俺のこと好きだから一緒に帰りたいのか？』ってストレートにたずねるのは結論を急いでいるようでダサいし……

「もしかして、ひとりで帰るのが怖こわいのか？」

　まずはワンクッション置いてみる。

　冗じよう談だんめいた口調で俺が言うと、華恋はじんわりと頬ほおを赤らめた。

　こくりとうなずき、

「そ、そうよ。文句ある？」

　強がるように睨にらみつけてきた。

　……え？

「ほ、ほんとに怖いのか？」

「だ、だからそう言ってるじゃないっ。夜道をひとりで帰るなんて冗談じゃないわっ！　タクシーに乗ろうにも、お金使い果たしちゃったし……あんたと帰るしかないのよ」

　華恋の顔は真しん剣けんそのものだ。冗談を言っているようには見えない。

　てことは俺を呼び止めたのって、暗い夜道をひとりで帰るのが怖かったから？　愛する俺と一緒に帰りたいから呼び止めたわけじゃないってこと？

　いやいやいや、ちょっと待て。

「そんなに暗くないぞ」

　このあたりは街灯が多い。

　昼間ほどとまではいかないが、夕方くらいの明るさはある。

　これで怖がるとは思えないし、やっぱり俺と帰りたいだけじゃないのか？

「充じゆう分ぶん暗いわよっ！　い、いまにもお化けが出てきそうな暗さじゃない！　あ、あの光が届かない電柱の上からあたしを狙ねらってるかもしれないじゃないっ！　ゴーストプリンセス編みたいに！」

「ゴーストプリンセス編？」

「私たちの王子様の第三部、霊れい体たいのお姫様がわんさか出てくる話よ！　いままでは実体のあるお姫様が相手だったから、プリンスのあごくいで問題は解決したわ！　長らく続いた戦争を終戦へ導くのは言うまでもなく、飢き餓がや貧困、領土問題やデフレスパイラルからの脱だつ却きやくなど、様々な問題がプリンスのあごくいで解決へと導かれてきたわ！」

　あごくいにそんな力が!?

　第一部では女性のハートを鷲わし掴づかみにする効果しかなかったのに……。

「でも、ゴーストプリンセス編ではあごくいが封ふうじられてしまったのっ！　だって相手は霊体だものっ！　触ふれることはできないわっ！　プリンスのあごくいが通じないお姫様がいるなんて……。さすがのプリンスも、これには『やれやれ困ったプリンセスだ』と肩かたをすくめたわ！」

　むしろ余よ裕ゆうを感じるぞ。俺なら戸と惑まどっちまいそうだが……さすがプリンスなだけあって超ちようクールだ。

「もちろん、そこはプリンスよ！　かっこよく肩をすくめたことによって一部のゴーストプリンセスが成じよう仏ぶつしたわ！」

「成仏したのか!?」

「ええ、したわ！　だけどボス的なゴーストプリンセスには通じなかったわ！　電柱の上からプリンスを見下ろしてるの！」

　ボス的なゴーストプリンセスは、なぜ電柱の上にいるんだ？

「プリンスの肩をすくめる仕草を見ても成仏しないなんて……正直、ぞっとしたわ」

　ゴーストプリンセス編の話をしたことで、読んでいるときの気持ちを思い出したのか、華恋は顔を青ざめさせた。

　ゴーストプリンセスに怯えるように、びくびくと電柱をチラ見している。

「ね、ねえ桜士。お願いだから、あたしと一緒に帰って……。あたし、早くトイレに行きたいのよ……」

「だったら駅のトイレを使わせてもらってこいよ。ここで待っててやるから」

「……途と中ちゆうまでついてきてくれる？」

　甘えるような声で華恋。

「駅のなかは明るいし、電柱もないぞ」

「で、でも、トイレに行く途中の通路に誰だれもいなかったら困るじゃない」

「困るって……。もしかして、ひとりになるのも怖いのか？」

　華恋の頬が、ますます赤らむ。

「……怖いわ」

「そっか……」

　華恋は暗いのが苦手で、ひとりになるのも苦手な女の子だった。

　だとすると部室にいつも遅おくれて来るのは、ひとりで待つのが怖いから。

　ひとり暮らしに憧れつつも乗り気じゃなかったのは、ひとりで過ごすのが怖いから――ってことか。

　名は体を表すというか、なんというか。華恋は正しよう真しん正しよう銘めいの怖がりな女の子だったのだ。

　そんな女の子を、ひとりで帰らせるわけにはいかないな。

「わかった。俺が見送ってやるよ」

「ありがと桜士っ！　すっごく助かるわっ！」

　ぱあっと顔を輝かがやかせる華恋。

　まずはトイレまでつれていき、それが終わると家に向かう。俺の腕を掴み、ぐいぐいと引っ張っていく。

「そんなに急ぐと転けちまうぞ」

「急がないといけないのよ。だって門限過ぎちゃってるもの。お父さんが帰ってきてたら大変よ……」

「大変？」

　華恋は顔を曇らせ、小さくうなずく。

「あたしのお父さん、ものすごく門限にうるさいの。一秒でも門限を過ぎたら、すっごい面倒なことになるのよ……」

　ゴーストプリンセスの話で泣きそうな顔をしたものの、普ふ段だんの華恋は強気な女の子だ。そんな華恋がこんなに不安そうにするなんて……。どうやら華恋の父親は、かなり厳しいひとらしい。

　早歩きで移動したこともあり、華恋の家には駅から一五分ほどで到とう着ちやくした。家の門戸を開け、こちらを振り向く。

「……今日は送ってくれて本当に助かったわ。……あと、今日のことは誰にも言わないでくれる？」

　不安そうに瞳ひとみを揺らす華恋に、俺はほほ笑えみかける。

「安心しろ。ふたりだけの秘密にしてやるから」

　華恋は安あん堵どしたように表情を緩ゆるめた。

「あんたって、ほんと良い奴やつねっ。じゃ、また学校で会いましょうっ！」

　明るく声を弾はずませると、華恋は家に入っていく。




『華恋！　いったいいままでどこにいたんだ！』




　ドアを開けた瞬しゆん間かん、雷かみなりが落ちたかのような怒ど声せいが響ひびいた。

　ものすごい怒ど鳴なり声ごえだったな、いまの……。

　顔は見えなかったけど、憤ふん怒ぬの形相をしていることは想像がつく。まだ二〇時前だし、部活をしてればこれくらいの帰宅時間になることも珍めずらしくないだろうに、理由も聞かずに怒鳴るなんて……。

　華恋の親おや父じさん、マジで厳しいひとなんだな。

　ちょっと門限を破ったくらいでここまで怒鳴られるのはさすがにかわいそうだけど……。でも、家庭の事情に口出しするのはためらわれる。俺が乱入したところで、火に油を注ぐ結果になるのは目に見えてるし。

　そうして俺は助けに駆けつけなかったことに少し罪悪感を抱いだきつつ、ひとりで帰宅したのであった。







《　第四幕　プリンスランド　》







　五月下げ旬じゆんの夜。

　来きたる中間試験に備えて数学の問題集を解いていると、電子音が鳴り響いた。スマホを見ると、母さんからの着信だった。

　なんだろ？　母さんから電話なんて珍しいな。

「もしもし？」

『ぐへへへ。桜おう士じちゃんいまどんなパンツ穿はいてるの？』

「切るぞ」

『ごめーん！　お願いだから切らないで～！』

　母さんが涙なみだ声ごえで謝あやまってくる。

　どうせ嘘うそ泣なきだろ？　もう騙だまされねえからな！

「ったく、いい年こいて悪戯いたずら電話すんなよな」

『悪戯電話じゃないよ！　ママ、本気で桜士ちゃんのパンツ気になってるもん！』

　なおさらタチ悪いわ。

「でか、声でけえよ。夏なつ妃きに見つかったら大目玉食くらっちまうぞ。あいつ、母さんが俺に接せつ触しよくしないように躍やつ起きになってるし」

『だいじょーぶ！　夏妃ちゃんから許可もらったもん！』

　あいつが許可するってことは、まともな用件ってことか。

「だったらパンツとか言ってねえで用件を言えよ」

『へーきへーき！　だって夏妃ちゃんいまお風ふ呂ろ入ってるもん！　こんなチャンス滅めつ多たにないよ！　だからママ、桜士ちゃんとゆっくりおしゃべりしたいな～！』

「断る」

『ええ!?　どうして!?　桜士ちゃん、まさかママのこと嫌きらいになっちゃったの!?　なにがきっかけで!?　思い当たる節がないよぉ～！』

　ああもう、めんどくせえな。

「今週の木曜と金曜に中間試験があるから、その勉強で忙いそがしいんだよ」

『ほんとにぃ？　じゃあ、ママのこと愛してくれてるなら、中間試験が終わってすぐに、お家に帰ってきてくれる？』

「無理」

『即そく答とう!?』

「しょうがねえだろ、夏妃に帰ってくるなって言われてんだから。それに最近は忙しいし、家に帰る暇ひまとかねえよ」

『忙しい？　もしかして桜士ちゃん、アルバイト始めたの？　仕送り足りないならママに相談してよ！　ママ、残りの人生豪ごう遊ゆうできるくらい貯金あるんだから！』

「心配しなくても、いまの仕送りで充分やっていけてるっての。バイトじゃなくて部活で忙しいんだよ」

『そーなんだ！　それでそれで、どんな部活に入ったのっ？』

「お姫ひめ様さまを目指す部活だ」

『なにそれ面おも白しろそう！　ママも桜士ちゃんの学校に通いたい！　まだまだ現げん役えきＪＫとして通用するし、毎日毎日いろんな男の子から告白されるんだろうなぁ！　でもでも、ママは桜士ちゃん以外アウトオブ眼中だから心配しないでね！』

　んな心配はしてねえよ。

　俺は深々とため息をつき、

「無む駄だ話ばなしはいいから、さっさと用件を言え。三秒以内に言わないと切るからな」

『わーっ！　待って待って！　言うから言うから！　えっとね！　中間試験が終わったら、プリンスランドに取材に行ってきてほしいの！』

　プリンスランドは、王子様とお姫様をテーマにした遊園地だ。

　春はる咲さき駅から電車で一時間とそれなりに近い場所にあるため、小学生の頃に何度か遠足で訪おとずれたことがある。

　私たちの王子様には多くのお姫様が登場するし、取材の場としてプリンスランド以上に相応しい場所はそうないだろう。

「取材ってなにすりゃいいんだ？」

『お姫様の格好をした女の子たちをパシャパシャ撮ってきてほしいの！』

　テーマパークには独自の世界観が用意されていることが多く、プリンスランドのそれは『王子様とお姫様の甘い日々』だ。現実離ばなれしたプリンスランドの世界観に入りこむため、入場者は王子様あるいはお姫様のコスプレをして園内をまわることが義務づけられている。

　もちろん衣装は貸し出される。けっこう豪華な衣装だったはずだ。少なくとも姫ひめ研入部初日に着たターザンみたいな腰こし布ぬのよりは遙はるかにマシである。

　そんなわけで、王子様の格好をするのは我慢できるが……

「それって盗とう撮さつにならないか？」

『へーきへーき！　桜士ちゃん世界一かっこいいから盗撮にはならないよっ！　それでも不安だって言うなら、部活の娘こを誘さそっちゃえっ！　女の子と一いつ緒しよなら怪あやしまれないし！　まあ桜士ちゃんがどうしてもって言うならママが一緒に取材に行ってあげても――ああっ、うそうそ！　入場チケットとデジカメは今度送るから！　それじゃ、お勉強頑がん張ばれ～！』

　夏妃が風呂から出てきて焦あせったのだろう。慌あわただしくまくし立てると、母さんは通話を切ったのだった。
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　そして中間テスト明け。

　俺は一週間ぶりにお姫様研究部の部室へ向かっていた。テストは午前中で終わったため、廊ろう下かですれ違ちがう連中は、みんな腹を空すかせた様子だった。できれば俺も食堂に行きたいが、その前に部室の様子を確かく認にんすることにしたのだ。

　葵あおいでも華か恋れんでもヒナ先輩でもいいので、できればひとりでいてほしい。そう願いながら部室に入ると、そこにはひとりの女子がいた。

「ひさしぶりですね」

　葵である。

　部室には、彼女のほかに誰もいない。そのことに安堵しつつ、俺は葵に告げる。

「ひさしぶりって、四日前に会ったばっかだろ」

　試験勉強の気晴らしに散歩に出かけたとき、おろおろしている葵を発見した。まさかと思って話しかけると、案の定、迷子になっていたのである。

「あ、あえて迷っただけです！」

「どんなあえてだよ。こっちに越こしてきて二ヶ月だし、そろそろ道に慣れろよな」

「都会の景色は似通ってて、どこがどこだかわからなくなるんですよ！　あと私が迷子になった話は、ぜったいに誰にも言っちゃダメですからね！　私のしっかり者なイメージが崩くずれてしまいますから！」

　定着してねえけどな。

「心配しなくても、誰にも言わねえよ」

「ならいいんです」

　葵は安心した様子でそう言うと、ソファに腰かけ、カバンからビニール袋ぶくろを取り出した。そこからおにぎりを取り出し、美味しそうに頬ほお張ばり始める。

　そんな葵を見て、俺はドキドキしていた。

　ハムスターみたいにほっぺを膨ふくらませる葵にドキドキしたわけじゃない。部室を訪れた瞬間からドキドキしている。

　二日前、母さんからプリンスランドの入場チケットが二枚送られてきたのだ。そして、二枚ともまだ財さい布ふのなかに入っている。

　葵か華恋かヒナ先せん輩ぱい――一番初めにふたりきりになった女子に渡わたそうと決めていたのだ。つまり、俺が誘うべき相手は葵である。

　葵がラブレターの送り主なら万ばん々ばん歳ざい。プリンスランドで恋こい人びとみたいなムードになれば、葵のほうからあらためて告白してくるかもしれない。

　逆に葵が俺に恋れん愛あい感情を持っていなかった場合――デートに誘われたと解かい釈しやくした上で、断ってくるかもしれない。

　女子に振られるなどクールな男としてあるまじきこと。それは非常にダサいため、葵にチケットを渡すのをためらってしまうのだ。

　けど、ためらっている場合ではない。さっさと渡さなければならないのだ。じゃないと華恋とヒナ先輩が来てしまう。

　もしふたりがラブレターの送り主だったら、『桜士くんは葵ちゃんが好きだったんだね……』と誤解され、身を引かれるかもしれないのだ。

　葵にふられ、残るふたりに身を引かれる――。それが最悪のパターンだ。夢にまで見た彼女ができず、おまけに気まずくなってしまう。

　俺の行動しだいでは、部活がクラッシュしてしまうのだ。それだけは阻そ止ししたい。

　女子部員たちのペースに巻きこまれるのは疲つかれるが、なんだかんだで俺は姫研の活動を楽しんでいるのだから。再び退たい屈くつな日常に戻るなんてごめんである。

　とはいえ、いまの日常を守るためになにも行動しないわけにはいかない。勇気を出してラブレターを書いてくれたのに無視するなんて、不誠実すぎるしな。

　だからこそ、俺はラブレターの送り主を特定するために、行動しなければならない――部員が勢せい揃ぞろいする前に、葵をプリンスランドに誘わなければならない……のだが、女子を遊園地に誘うのは勇気がいるわけで。

　けっきょく葵がおにぎりを食べ終えるまで、俺は口を開くことができなかった。そしてプリンスランドに誘えないまま、誰かが部室に来てしまう。




「次の休日はみんなでプリンスランドに行こー！」




　救いの女め神がみ――ヒナ先輩だ。

　ありがてえ！　マジでありがてえよ！　最高のタイミングで助け船を出してくれたヒナ先輩に、俺は心から感謝する。

「プリンスランドですかっ！　華恋先輩の自じ慢まん話ばなしを聞いて、いつか行きたいと思ってたんですよ！」

「ねっ、ねっ！　行きたいよね、プリンスランド！　やっと試験が終わったし、みんなではしゃいでストレス発散したいよねっ！」

「発散しましょう！」

　などとふたりが盛り上がっていたところ、華恋が部室にやってきた。

　はしゃいでいるふたりを見て、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「なに盛り上がってるの？　そんなに今日のテストが上う手まくできたわけ？」

「ううんっ、ダメだった！」

　ダメだったのか……。

「そんなことより華恋ちゃん！　わたしたちプリンスランドに行きたいの！」

「プリンスランドで部活しましょう！」

　部長に要望を出すふたり。

　すると華恋はあっさり首を縦に振った。

「じゃ、次の日曜はプリンスランドで部活をするわよ」

「プリンスランドに行くのはいいんだが、部活ってなにするんだ？」

「優ゆう雅がに振る舞まうのよ」

「優雅に？」

「ええ。お姫様たる者、いついかなるときも優雅でなくちゃいけないわ。遊園地みたいな楽しい場所で優雅さを保つことができれば、日常生活でも優雅に振る舞えるってわけよ」

　なるほど、一理ある。

　ま、たとえ一理なかろうと反対する気はねえけどな。

「ちなみに、あんたに拒きよ否ひ権けんはないからね。王子様役のあんたがいないと、お姫様気分が味わえないもの」

「言われなくても参加するっての。俺も気晴らししたいと思ってたところだしな」

「だよねだよねっ！　試験勉強で遊べなかったし、気晴らししたいよね！」

「異論はないようね。それじゃ日曜の午前一〇時に春咲駅前に集合――」

「あっ、ちょっと待って！」

「ちょっと待ってください！」

　ヒナ先輩と葵が同時に待ったをかけた。ふたりは互たがいに顔を見合わせ、

「葵ちゃんからいいよっ」

　と、ヒナ先輩に促うながされ、葵は気まずそうに俺たちの顔を見まわす。

「私もプリンスランドに行きたいんですけど、その……お金がありません」

「お金がないですって？　……プリンスランドの入場券って、たしかフリーパス代込みで六〇〇〇円だったわよね。バイト代って、それ以下だったわけ？」

「いえ、目が眩くらむような金額が振り込まれてました」

「そのお金はどうしたのよ？」

「テレビを買ったら小こ銭ぜにと化しました」

　華恋は大きくため息をついた。

「なんで初給料で大きい買い物をするのよ……。そういうのはコツコツ貯金してから買うものでしょ。計画性のない娘ね」

「大金を目にして舞い上がっちゃいました……」

　葵はしゅんとする。

「ま、いいわ。六〇〇〇円くらいならあたしが貸してあげるわよ」

「ほんとですか!?　太っ腹ですね！」

「次また太っ腹って言ったら貸さないからね」

　華恋はお腹なかを押おさえてぎろりと睨む。

　……さてはこいつ、太ったな？　まあでも、メイド喫きつ茶さであんだけ食ったらそりゃ肉もつくわな。

「すみませんでした！　華恋先輩は太っ腹ではありません！」

「それはそれでイラッとするわね……。ま、いいわ。お金は貸してあげるから、次の給料日に耳を揃そろえて返しなさいよね」

「はいっ！　ほんっとありがとうございます！」

　ぺこぺこと頭を下げる葵。

「待て華恋。こいつに金を貸す必要はないぞ」

「ど、どうしてそんなこと言うんですかっ!?　桜士先輩、そんなに私とプリンスランドに行きたくないんですか!?」

　葵が悲しげに見つめてきた。

「そうじゃねえよ。実を言うと、ちょうど入場チケットを二枚持ってんだ。だから一枚をお前にやろうと思ってな。ほら、これ」

　俺は葵に入場チケットを手て渡わたした。いまはふたりきりではないが、見られても困ることじゃない。

　女の子をデートに誘うのはがっついているようでダサいが、困ってる女子を助けるのはクールでかっこいいしさ。

　葵はキラキラと目を輝かせてチケットを見つめ、

「ほ、ほんとにもらっちゃっていいんですか!?　太っ腹すぎません!?」

「礼はいらねえよ。使わないともったいないから譲ゆずってやっただけだし。そもそもそれ、もらいものだしな」

「へえ、世の中には気前のいいひとがいるんですねっ。誰からもらったんですか？」

「母さんだよ。『気晴らしに妹を遊園地につれてってあげろ』って渡されたんだ。まあ、妹には『忙しい』って断られたけどな」

　母さんが漫まん画が家かであることは秘密なので、取材の話をするわけにはいかず、俺は適当にそれっぽい理由を告げておく。

「なるほど！　ではお母さんにありがとうと伝えておいてください！」

「りょーかい。で、ヒナ先輩はさっきなにを言おうとしてたんだ？」

　話を促すと、ヒナ先輩はうきうきと声を弾ませる。

「プリンスランドには電車じゃなくて車で行こうよっ！」

「車って、タクシーで行くわけ？」

「私、タクシー代とか払はらえませんよ……」

「違う違う。わたしの車でお出かけするんだよっ」

　得意気なヒナ先輩に、華恋はやれやれと肩をすくめた。

「あんたは知らないでしょうけど、車を運転するには免めん許きよ証しようってものがいるのよ」

「知ってるよ!?　だってわたし免許証持ってるもん！」

「あんたが？」「ヒナ先輩が？」「ほんとですかぁ？」

「誰かひとりくらい信じてよぉ！」

　全員に疑われ、ヒナ先輩は涙なみだ目だ。

　慌ただしく財布から免許証を取り出し、

「ほら、これっ！」

　と、ドヤ顔で見せびらかしてきた。

「ヒナ先輩の真顔って、なんか違い和わ感かんありますね」

　葵が顔写真を見ながら言う。

「ほんとは笑え顔がおがよかったけど、真顔じゃないとダメって写真を撮とるひとに言われたの。でも、これで信じてくれたよねっ？　ねっ？」

「さすがに免許証を見せられてまで疑うことはできねえよ」

「そうね。でも、よくあんたが試験に受かったわね」

　遠回しにバカにされているが、信じてもらえたためヒナ先輩は満面の笑みだ。

「わたしね、どうしても車の免許が欲ほしかったの！　だから頑張って勉強したんだぁ」

「そのやる気をどうして校内試験で発揮できないのよ……。ていうか、免許なんていつの間に取ったの？」

「去年だよっ。わたしね、卒業旅行で日本一周したいなーって思ってたの！」

「卒業できてないじゃない……」

　華恋はあきれ顔だ。俺と葵も同じような顔をしている。

　しかしヒナ先輩は明るく笑い、

「卒業まで待ちきれないから、みんなとドライブしたいのっ！　どうかな？」

「私は賛成です。電車代が浮うきますしっ！　あ、でもガソリン代は払ったほうがいいですよね？」

「ガソリン代とかいらないよ！　わたし、みんなとドライブできたら大満足だもんっ！　ふたりはどう？」

「べつにいいわよ。あんたの運転には期待してないけどね」

「俺もいいぞ。ヒナ先輩の運転には期待してないけど」

「もちろん私も快適な旅になるとは思ってませんのでご心配なく！」

「う、うん。まあ、まだ初心者マークついてるからね……」

　ヒナ先輩はしょんぼりしている。

　ちょっとかわいそうだけど、しかたのないことなのだ。

　このひと、あがり症しようだしさ。少しでも運転に期待したら危険な旅になってしまうため、こうするしかなかったのである。

　もちろん、期待することはできないけど、運転してくれるヒナ先輩には感謝している。無自覚とはいえ助け船も出してくれたし、プリンスランドについたら飯でも奢おごってやるか。

「でもでも、みんなとドライブ楽しみだなぁ！　わたし、車ぴっかぴかに磨みがくからね！　楽しみにしててねっ！」

　うきうきしているヒナ先輩を見ていると、こっちまで楽しみになってきた。女の子との遊園地、クールさを保ったまま楽しんでみせるぜ！
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　そして日曜日。

　その日の朝、姿見の前で服装をチェックしていると、着信音が響いた。スマホを見ると、ヒナ先輩からだった。

「もしもし？」

『あっ、もしもしっ！　桜士くんっ？　わたしだよ、ヒナだよ！』

　朝っぱらからテンション高ぇな。

　ま、ひとのことは言えないけど。俺おれもわくわくしてるし。なにせこれから女の子たちと遊園地に行くのだから！　昨日は楽しみすぎてなかなか寝ねつけなかったよ。

　しかし今回はデートじゃない。

　俺は王子様として遊園地に向かうのだ。

　女の子との遊園地にわくわくするなんてクールじゃないし、態度に出さないように気を引ひき締しめないとな！

「どうしたんだ？」

　今日はヒナ先輩に迎むかえに来てもらうことになっている。待ち合わせ時間まで一五分ほどあるし、電話してきたってことは、少し遅れるのかな？

『えっとね、桜士くんのお家についたから電話したのっ！』

「もうついたのか」

『うんっ！　遅ち刻こくしちゃいけないから早めにお家を出たらね、早めについたんだよっ！　外で待ってるから、準備できたら出ておいでよっ！』

「準備ならできてるぞ。すぐに行くから、ちょっと待ってろ」

『はーい！』

　ヒナ先輩との通話が終わり、外に出る。と、家の前に威い圧あつ感のある黒くろ塗ぬりのミニバンが停とまっていた。

　でかいな……。ヒナ先輩のことだから、もうちょい可愛かわいらしい車に乗ってると思ってた。でもまあ、ヒナ先輩は旅行のために車を買ったわけだしな。車内は広々としてそうだし、旅行には打ってつけだろう。

　ともあれ、車内にはヒナ先輩のほかに誰もいないし、助手席に座すわるとするか。

「おはよー！　今日は良い天気だねっ！　絶好のプリンスランド日び和よりだよ！」

　助手席のドアを開けた瞬間、ヒナ先輩が明るく話しかけてくる。

　シャツにショートパンツ姿だ。むっちりとした太ももが露ろ出しゆつされ、目のやり場に困ってしまう。

「ああ。晴れてよかったな」

「うんっ。やっぱりドライブは晴れてるほうが楽しいよねっ！　あっ、もし眩まぶしかったら言ってね！　サングラス貸してあげるからっ！」

「平気だ」

　ヒナ先輩の太ももが眩しいけど、クールな男としてそんなセクハラ発言をするわけにはいかない。

「じゃあ、わたしだけサングラスかけちゃうねっ！」

　ヒナ先輩はサングラスを装着し、俺を見つめてくる。

「どうどうっ？　似合うっ？」

「ああ。似合ってるよ」

「えへへ～。嬉うれしいなっ！　桜士くんがそんなに気に入ってくれたなら、これからは毎日サングラスかけちゃおっかな～！」

　頬ほおをゆるゆるさせるヒナ先輩。

　ほんっと可愛いな。ヒナ先輩と話していると、こっちまでデレデレしてしまいそうだ。気を引き締めないと俺のクールな印象が崩れてしまう。

「まずはどっちを迎えに行くんだ？」

　このままだと頬が緩んでしまうため、俺は話題を変える。

「葵ちゃんだよっ。それから華恋ちゃんを迎えに行って、四人でプリンスランドにレッツゴーだよ！　わたし四人でドライブするのはじめてだからすっごく楽しみ！　卒業旅行もこのメンバーで行きたいねっ！」

　留年する気満々かよ！

　てか、全員で卒業するってことは、俺と華恋も留年するってことだよな……。

「よほどのことがない限り、俺は留年しないぞ」

「桜士くんって頭いいの？」

「一年の頃ころの成績は上の中くらいだったぞ」

「すごーい！　桜士くんって頭いいんだっ！　じゃあじゃあ、桜士くんの爪つめを舐なめたら、わたしも賢かしこくなるのかなっ？」

「……もしかして『爪の垢あかを煎せんじて飲む』のことを言ってるのか？」

「それだよそれっ！」

「爪の垢を煎じて飲むってのはただのことわざで、実行しても賢くなるわけじゃないぞ」

「そーなんだ……。じゃあ、どうすれば桜士くんみたいに頭良くなるのかなぁ？」

「毎日こつこつ勉強すれば俺くらいの成績にはなるぞ。ほら、こないだ参考書を買ってただろ。あれを一日一ページでもいいから解いていけばいいんだよ。……ちゃんと解いてるか？」

「やろうと思ったんだけど……家でも学校でも、問題を見てるとすぐに眠ねむくなっちゃうの……。こういうのって、睡すい眠みん学習っていうんだっけ？　わたし、少しは賢くなってるのかなぁ？」

　寝る子は育つという言葉通り、胸は驚きよう異い的てきな成長を遂とげているが……

「ちゃんと起きてるときに勉強しないと、賢くはなれないぞ」

「そっかぁ……。そーだよね」

　ヒナ先輩はしょんぼりしている。

　王子様として、落ちこんでいる女子を放ってはおけない。ちゃんとヒナ先輩を励はげましてあげないとな！

「ヒナ先輩って、部室にいるときは眠そうにしてないよな？」

「うんっ。みんなといると楽しいもん！　眠気なんて吹ふっ飛とんじゃうよ！」

「だったら部室で勉強したらどうだ？」

「それはだめだよっ。だって葵ちゃんと華恋ちゃんはお姫様を目指してるんだからっ！　部室で勉強したら、部活の邪じや魔まになっちゃうよ！」

　真しん剣けんそのものの顔で言うヒナ先輩。部活の邪魔はしたくないようだ。

「部室での勉強がだめなら……誰かに家庭教師になってもらうのはどうだ？　それとも、部員が近くにいても、勉強してたら眠くなるのか？」

「うーん、どうだろ。やったことないからわかんないけど……でも、桜士くんと一緒なら、勉強してても眠くならないと思うな」

「俺と一緒なら？」

「うんっ！　だっていまもふたりきりでまじめな話をしてるのに眠くならないもんっ！　ねえ、どうかな？　わたしの家庭教師になってくれる……？」

　ヒナ先輩がサングラスを外し、潤うるんだ瞳で見つめてくる。

　こんなふうにお願いされて、断れる男はいないだろう。女の子の誘いに二つ返事で了りよう承しようするのはクールじゃないが、ヒナ先輩は困っているわけだしな。

　相手は先輩――年上だけど、困っている女子を見捨てるような男にはなりたくない。

「わかった。次の試験が近づいたら、家庭教師をしてやるよ」

「ほんとっ？　わーい、ありがと桜士くんっ！　わたし、こんなに試験が待ち遠しいのははじめてだよ～っ！」

　ヒナ先輩はわくわくしている様子だ。

　こうして頼たよりにしてくれるってことは、俺のことを『弟』として見ているわけじゃないってことだ。

　それだけで恋愛感情があると決めつけるわけにはいかないが、ヒナ先輩がラブレターの送り主でもおかしくはない。

　まあ、葵と華恋がラブレターの送り主でも不思議はないわけだけど……。

「ところで、そろそろ迎えに行かなくていいのか」

「いっけない！　もう待ち合わせ時間が来ちゃってるよ！」

　ヒナ先輩は思い出したようにハンドルを握にぎり、車を発進させるのだった。




　それから。

　俺たちは約二時間のドライブを楽しみ、プリンスランドにやってきた。

　日曜日ということもあって、入場ゲートの前には人だかりができている。

　子ども連れや老ろう夫ふう婦ふもいるが、やはり王子様とお姫様をテーマにしているからか、若いカップルが目立つ。

　すでに入場チケットを持っている俺と葵が列に並び、華恋とヒナ先輩はチケット売り場へと向かう。

「いよいよこの瞬間が来てしまいましたね……」

　俺のとなりに佇たたずむ葵は、そわそわしていた。昨日は楽しみであまり眠れなかったのか、目の下にはうっすらとクマができている。

「ああ、いよいよだな」

「プリンスランドって、お姫様の衣装が貸し出されるんですよねっ？　どこで着き替がえるんですかっ？」

「入場ゲートの奥おくに更こう衣い室しつがあるんだ」

「なるほど。ところで服って自分で選べたりするんですか？　私できるだけ高級感のある服がいいんですけど！」

「高級感の心配ならいらねえぞ。プリンスランドはとにかく衣装に気を遣つかってるからな。ただ、どんな服になるかはロッカーを開けるまでわからねえがな」

「開けてみてのお楽しみってことですね！　早くロッカーまでたどりつきたいです！」

「さくさく進んでるし、あと二、三分もありゃ更衣室までたどりつけるだろうな。――と、来たか。ここだ、ここ！」

　チケットを購こう入にゆうした華恋たちに手を振ふると、ふたりはすぐさま駆かけ寄よってきた。

　それから間もなくして更衣室の入口にたどりつく。当然ながら入口は男女別々だ。

「着替え終わったら銅像前で待ってるからな。見つからなかったら電話してくれ」

「うんっ！　またあとで会おうねっ！」

　入口横に立っている係員にチケットを渡し、パンフレットを受け取ると、更衣室へ身を移す。

　そして『身長１７０～１７５㎝、Ｍサイズ』と記された鍵かぎ付きのロッカーを開ける。と、そこには赤と黒を基調とした軍服調の衣装が入っていた。

　王子様というよりは貴公子っぽい感じだが……かっこいい衣装だし、これを着ることに抵てい抗こうはない。

　ビニール袋を剥はがして服を取り出し、さっさと着替えた俺は、更衣室をあとにする。

　そうして外に出ると、でっかい銅像に出で迎むかえられた。美男子が美少女を抱かかえた『お姫様だっこ像』のまわりには人だかりができている。そのほとんどが王子様の格好をしていた。更衣室からお姫様が現れるのを待っているらしい。

　俺も銅像の前に立ち、三人が出てくるのを待つことに。そして日差しを浴びること五分、王子様たちがざわついた。

　ざわめきの原因は、いましがた更衣室から出てきた美少女たちだ。そのうちのひとりが俺を見るなり、ぱあっと顔を輝かがやかせた。

「あっ、桜士くんみーつけた！」

　おっぱいを激しく揺ゆらしながらヒナ先輩が駆け寄ってくる。そのうしろから葵と華恋もついてきた。

　ヒナ先輩は桃もも色いろ、葵は青色、華恋は黒色のドレスだ。

　客観的に見て、俺は美少女を侍はべらせているように見えているのだろう。嫉しつ妬との眼まな差ざしをひしひしと感じる。

　ドヤ顔したいところだが、虚むなしくなるだけなのでやめておく。

「どうかなっ？　似合うかなっ？」

「ああ、似合う似合う」

　クールさを崩さないように素っ気なく褒ほめ、俺はデジカメを構えた。

「撮っていいか？」

「うんっ！　可愛く撮ってね！」

　醜みにくく撮るとか無理だろ。だって可愛すぎるし。

　そんな想おもいを悟さとられないようにヒナ先輩を撮っていると、葵が俺のまわりをうろちょろする。

「なんだよ？」

「私の格好を見て、なにか言うことないんですか？」

「ああ。似合ってる似合ってる」

「でしょう!?　まさにお姫様って感じですよね！　私たちの王子様の世界から飛び出してきたって感じですよね！」
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「ああ。まさにそんな感じだ」

　口では適当に褒めているが、内心ではべた褒ぼめしている。母さんのデジカメじゃなくて俺のスマホで撮さつ影えいして待ち受けにしたいくらいだぜ！　そんな待ち受けを友達に見られて『それ誰だれ？』『俺の彼かの女じよ』『マジ!?　超ちよう可愛かわいいじゃん！』『だろォ？』みたいなやり取りをしてみたいが、俺には男友達などいないのだった。

「記念に写真撮ってやるよ」

「どうぞどうぞ！　思う存分に撮っちゃってください！」

　デジカメを構えると、葵は顔の前でダブルピースする。お姫様らしさの欠片かけらもないが、反則級に可愛いので問題はない。

「あんたさっきから写真撮り過ぎじゃない？」

　華恋がジト目で見つめてくる。俺は彼女にカメラを向け、

「思い出作りだ。華恋は撮られるの嫌いやか？」

「べつに嫌じゃないわよ。ほら、さっさと撮りなさい。この角度でね」

　自分が綺き麗れいに見える角度を熟知しているらしい。

　どの角度から見ても可愛いんだけどなぁ……。

　そんなこと口が裂さけても言えねえけど。

「ねえねえ、そろそろ遊びに行こうよっ！」

　三〇枚くらい写真を撮ったところで、ヒナ先輩が言った。

「そうだな。じゃ、まずは昼飯でも食いに行くか？」

「あんたお腹空いてるわけ？」

「まだそんなには」

「だったらあとにしましょう。お昼時だし、食堂は混雑してるでしょうし。あんたたちはどう？」

「わたしもまずは遊びたいなぁ」

「私もです！　どこに行きますか!?」

　パンフレットを広げる葵。

「あたしはメリーゴーランドがいいわ！」

　華恋はパンフレットを見ずに言う。どうやら事前にアトラクション巡めぐりの計画を立てていたらしい。

　馬に乗るこいつらの姿は絵になるだろうし、母さんのために写真を撮っておかねえとな。

「というわけで桜士、あたしと白馬に乗りなさい！」

　えっ？

「俺もメリーゴーランドに乗るのか？　てか、お前と一緒に……？」

「そうよ。あたしが前で、あんたがうしろよ」

　乗る場所まで指定するってことは……

「私たちの王子様にそういうシーンがあるのか？」

　華恋はうなずき、うっとりとした顔で語りだす。

「お姫ひめ様さまの乗ってた白馬が暴走するシーンがあるのよ。そこへプリンスが颯さつ爽そうと駆けつけ、ひらりと白馬に跨またがるの。そしてうしろからお姫様に抱だきつくようにして手た綱づなを操あやつるのよ。その勇姿にお姫様と白馬は一いつ瞬しゆんで恋こいに落ちるわ！」

　馬も恋に落とすとは……。

　やっぱりプリンスはかっこいいな！

　さすがは俺が憧あこがれただけのことはあるぜ！

　プリンスのようにクールに振る舞ってきたことで俺はラブレターを二通手に入れたし、今回巧たくみな手綱さばきを披ひ露ろうすれば、ラブレターの送り主をうっとりさせることができるかもしれない。早く桜士と付き合いたい、と思わせることに成功すれば、あらためて告白してくるはずだ。

　もちろんメリーゴーランドに手綱などないが、そこは俺の演技力でカバーすればいい。問題は、メリーゴーランドでは二人乗りが許されていないことだ。

「二人乗りしたら係員に怒おこられるぞ」

「怒られないわよ。プリンスランドのメリーゴーランドは二人乗り仕様だもの」

　そうだったのか……。ここには何度か来たことがあるけど、メリーゴーランドは眼中になかったので気づかなかった。

「華恋先輩だけずるいです！　私も桜士先輩とやりたいことありますのに！」

「わたしもだよ！　桜士くんとやりたいこといっぱいあるよっ！」

　ふたりに詰つめ寄られ、華恋は「しょうがないわね」と拳こぶしを突つき出だす。

「じゃんけんで決めるわよ！」

　三人はじゃんけんをした。

　その結果、華恋、葵、ヒナ先輩という順番になった。

「こっちよ」

　よほど楽しみにしていたのだろう。華恋は俺の腕うでを掴つかみ、ぐいぐいと引っ張っていく。そしてメリーゴーランドにたどりつき、俺と華恋は列に並ぶ。

　なにもしないで待つのは退屈らしく、葵とヒナ先輩は女同士で乗ることにしたらしい。俺と華恋のうしろに並び、どっちが前に座るかでじゃんけんを始めた。

　列はさくさく進んでいき、じゃんけんの決着がつく頃には、俺たちの番がまわってきた。

　係員のアナウンスに従い、柵さくのなかへと身を移す。華恋はスカートがめくれないように白馬に跨がると、馬上から俺を見下ろしてきた。

「さっさと乗りなさい」

「わかってるっての」

　女の子との密着を意識していると思われるのはクールじゃない。俺は素っ気なく返し、ひらりと白馬に跨がった。

　絹糸みたいな金きん髪ぱつが目の前に現れる。めっちゃ良い匂においがするし、華恋のおしりが俺の太ももに触ふれちゃってるし……

　ええい、落ち着け俺の心臓！　クールになれ、クールに！

　心を落ち着けていると、華恋が正面を向いたまま淡たん々たんとした口調で言う。

「ちゃんと密着しなさい」

　おいおい、無む茶ちや言うなよ。

　これ以上密着したら、心臓が爆ばく発はつしちまうぞ。

「なんでだよ？」

「密着しないと、手綱を操ってるって感じがしないじゃない。ほら、さっさとしなさい」

「へいへい」

　俺はうしろから華恋を抱き締めた。

　なんという柔やわらかさ……。女の子ってみんなこうなの？　それとも華恋が特別柔らかいだけ？

　わからねえけど、華恋と付き合うことになったら毎日抱き締めるとしよう。

「……太ったって言ったら怒るから」

「言わねえよ……」

　てか、太る以前の体型知らねえよ。

　プルルルルルルルルルルルルルルルル――！

　ブザー音が響ひびき、ごうん……、と機械音が鳴り、メリーゴーランドが動きだす。するとふわっと風が吹き抜ぬけ、金髪がふわりとなびいた。

　ちらっと見えた華恋の耳は、先せん端たんまで赤く染まっていた。

　まさか恥はずかしがってんのか？　さっき素っ気なく『密着しろ』とか言ってきたくせに。あれって強がりだったのか？

　きっとそうだ。そうに違ちがいない。少なくとも華恋は俺のことを『異性』として意識しているのだ。

　あとは表情――うっとりしているかどうかを確かめるだけ。もし華恋がうっとりとした顔をしていれば、俺のことを『王子様役』ではなく『王子様』として認にん識しきしているということになる。

　すなわち、ラブレターの送り主は華恋ということになるのだ。

　送り主かどうかが判断できる証しよう拠こが目の前にある。

　用もないのに振り向かせるのはがっついているようでダサいが――俺にはとっておきのアイテムがあるのだ。これを使えば、ごく自然に華恋の表情を確かめることができる。

　俺は右手を肩かた掛かけカバンに突っ込み、デジカメを取り出すと、自撮りした。

「きゃ!?　な、なにしてんのよ!?」

「記念撮影だ」

「い、いきなり撮るんじゃないわよ！　びっくりして……その、変な顔したかもしれないじゃないっ！」

「それも思い出になるだろ」

「そ、そうだけど……お姫様として、可愛くない顔は残したくないわ」

「わかった。じゃ、あとで変な顔してるかどうか確かめさせてやるよ」

　俺も一いつ緒しよに確かめるけどな！　華恋のうっとりとした顔が映っていることを祈いのるばかりだぜ。

　プルルルルルルルルルルルルルルルル――！

　再びブザー音が響き、ゆっくりとメリーゴーランドが動きを止める。係員の指示に従い、俺たちは柵の外へ移動する。

「あれぇ？　華恋ちゃん、顔真っ赤だよ？」

　と、ヒナ先せん輩ぱいが華恋の顔を覗のぞきこむ。

　すると華恋は真っ赤な顔で俺を睨にらみ、

「お、桜士が変なとこ触さわってきたせいよ」

　なんてこと言いやがるんだ！

「変なとことか触ってねえよ」

「触ったじゃない！　いやらしい手つきでまさぐってきたせいで、顔が赤くなっちゃったのよ！」

　まさぐってねえよ！　……まさぐってないよね？　まさぐってないよな!?

　自問する俺だった。

　もしかすると興奮しすぎて無意識にまさぐったのかもしれないし、これ以上追つい及きゆうされる前に話題を変えるとしよう。

「さて、次は葵の番だったよな。行きたい場所はもう決めたのか？」

「はいっ！　私、あれがいいです！」

　葵が指さしたのは、観覧車だった。

「そっか。葵は観覧車に乗りたいのか」

「はい！　桜士先輩とふたりきりで観覧車に乗りたいです！」

「そっかそっか。俺とふたりきりで観覧車に――」

　マジで!?　俺とふたりきりで!?　観覧車に!?

　動どう揺ようする俺だった。

　だってさ、観覧車って遊園地デートの定番じゃねえか！　デートの締めくくりに乗って、てっぺんに到とう達たつしたところでキスする奴やつじゃねえか！

　だというのに初しよっ端ぱなから観覧車を指名するとは！　葵、そんなに俺とキスしたいのか!?お前がラブレターの送り主だったのか!?

「あれ？　でもあのシーンって、プリンスひとりで乗ってたよね？」

　ヒナ先輩が不思議そうな顔で言う。

　てことは葵の目的は、シーンを再現することじゃなく、俺とふたりきりで観覧車に乗ることなのか？　もしそうなら葵がラブレターの送り主で間ま違ちがいない！

「もちろん知ってます！　プリンスは観覧車に乗って、迷子のお姫様を探すんですよね。私、あのときのプリンスの真剣な顔がたまらなく好きなんですよ！　普ふ段だんはクールに振る舞まってるのに、女の子のこと本気で心配してるわけですからね！　もう胸がキュンキュンしちゃいますよ！」

　そんなことだろうと思っていたさ！

「つまり俺は、プリンスの顔真ま似ねをすればいいのか？」

　葵はこくりとうなずき、

「私はそれをガン見しますっ！　というわけで行きましょう！」

　楽しそうに声を弾はずませる葵とともに、俺たちは観覧車へと足を運ぶ。その道中、華恋が俺の腕を掴み、

「さっき撮った写真を見せなさい」

　小声で言った。

　ちっ、覚えてやがったか。

「いま見せようと思っていたところだ」

　俺はデジカメを撮りだし、歩きながら華恋と写真を確かく認にんする。と、一枚目に表示されたのは――

　母さんのキス顔だった。

　最悪だった。

「……なによ、これ？」

「さ、さあ、なんだろ？」

「これ、あんたの知り合い？」

「知り合いというか、なんというか……母さんだけど」

　さらに言うと、お前の大好きな私たちの王子様の作者だけど。

「そ、そう。ユニークなお母さんね」

　華恋は引き気味に言った。

　そりゃそうだ。俺も友達のデジカメに母親のキス顔が保存されてたら引くし。

　母さんのキス顔を削さく除じよしつつ、一番最後に撮った写真を確かめる。

「ぶれてるわね」

「……だな」

　これじゃ表情なんてわからねえよ。

　がっかりしつつも歩を進めていき、観覧車までたどりつく。俺と葵はふたりでハートのゴンドラに乗りこみ、そのうしろのゴンドラに華恋とヒナ先輩が乗りこんだ。

　葵と向かいあって椅い子すに座ると、

「さあ桜士先輩！　思う存分にお姫様を探しちゃってください！」

　そう言って、じぃっと俺を見つめてくる。

　いや、探せって言われても……

「お姫様ごろごろいるんだが」

　葵はハッとした。

「た、たしかに……！　私としたことがうかつでしたっ！　みんなお姫様の格好をしてるじゃないですかぁぁ！」

　頭を抱える葵。

　お前、アホだろ。

「で、この場合、俺はどうすればいいんだ？」

「え、えっと、じゃあ……お姫様のなかのお姫様を探してください」

　お姫様のなかのお姫様？

「って、なんだ？」

「桜士先輩にとってのお姫様です！」

「俺にとっての……」

　つまり、結けつ婚こんしたいタイプの女性を選べってこと？

　もしかしてこいつ、遠回しに『私を見つめてください』って言ってんのか？

　ここで葵を見つめたらプロポーズしたことになるけど、こいつが送り主っていう確証はないし……

　ちょっくら試ためしてみるか。

「こうか？」

　俺は真剣な顔で外を見て、理想のお姫様を探すふりをする。

　これで葵が悲しげな顔を見せてきたら、こいつがラブレターの送り主ってことになるが……

　ちらっと葵の反応をうかがうと、不満そうな顔をしていた。

　こ、この反応、まさか……！

「ちょっとこっちを向いてください」

　き、来たああああああああああああああああああああ！

「な、なんだよ？」

　荒あらぶる心臓を押おさえつつ葵を見ると――

　がしっ！

　両手で俺の顔を挟はさんできた。

　ぐにぐにとほっぺたを引っ張ってくる。

「……なにしてんの？」

「表情をいじくってます」

「……なぜ？」

「プリンスの表情に近づけるためです。えっと、たしかあのときプリンスは眉み間けんにしわを寄せてましたよね……。それに目つきはもっときりっとしてましたし……」

　指先で俺の眉間をいじくる葵。

「痛いんだが」

「しっ！　ちょっと静かにしてください！　いま集中してるんですから！」

　叱しかられてしまった。

　葵は真剣な顔で俺の顔をいじくってるし……これ、どう判断したらいいんだ？

　俺と真剣な顔で見つめあうために適当な理由をでっち上げたのか、それともマジで俺の顔をプリンスに近づけようとしているのか……判断に困る。

　そうしている間にゴンドラは一周し、係員さんがドアを開けた。葵の奇き行こうを見て戸と惑まどいつつも、

「お、お降りください」

　と促うながされ、俺おれたちは外に出る。

　出入り口で待っていると、華恋とヒナ先輩も外に出てきた。

「見晴らし最高だったねっ！」

「そうね。いい景色だったわ」

　ふたりとも満足そうだ。俺も景色見たかったな……。

「次プリンスランドを訪おとずれたときのために、きりっとした顔の練習をしといてください」

　華恋たちの写真を撮とっていると、葵が言った。

　俺は適当に返事をして、ヒナ先輩にたずねる。

「次はヒナ先輩の番だよな。行きたい場所は決めたのか？」

「うんっ！　ゴーカートに乗りたい！」

「ゴーカートか。私たちの王子様にそういうシーンがあるのか？」

「あるよっ！　ゴーカートじゃなくて、かっこいい車だけどね！」

　てことはデートっぽいシーンの再現かな？

　ゴーカートってのはたいてい二人乗りだし、ドライブデートの再現はできるしな。

「早く行こうっ！」

　ヒナ先輩のあとを追いかけ、俺たちはゴーカート乗り場の列に並ぶ。ゴーカートは二人乗りだったが、ハンドルは右側の席にしかついていなかった。

「俺が運転してもいいのか？」

　ヒナ先輩はこくりとうなずき、

「もちろんだよっ！　だって、みんな別々の車に乗るんだもんっ！」

　え？　別々の車に乗るの？

　それでどうやってドライブデートを楽しめと……？

「……俺たちが再現するシーンって、どんなのだ？」

「レースシーンだよ！」

　レースかよ！

「プリンスがぶっちぎりで優勝するの！」

　しかもぶっちぎるのかよ！

　せめて一緒に走ろうぜ！

「プリンスと直接絡からみのあるシーンじゃなくていいのか？」

「そういうシーンも再現したいけど、まずはこのシーンがいいのっ！」

「そんなにお気に入りのシーンなのか？」

「うんっ！　だって常にクールなプリンスが熱くなる回だもん！　ぶっちぎりで優勝して、ぐっと拳を握りしめるのが最高なんだよっ！」

　熱弁を振るうヒナ先輩。

　いわゆるギャップ萌もえって奴だろうか？

　葵と華恋がうんうんうなずき、

「あのシーンのなにがいいって、プリンスが見せる熱い顔ですよね！　あれでプリンスの人間的な魅み力りよくがぐっと増しましたよ！」

「葵のくせによくわかってるじゃない！　普段クールな分、そのギャップがすごく印象に残る神回だったわ！」

「だよねだよね！　特に――あっ、桜士くんの番がまわってきたよ」

　めっちゃさらっと促された。

　俺はひとりでゴーカートに乗る。そして、盛り上がる三人をその場に残して出発する。少しだけスピードを緩ゆるめてうしろを見ると、三人は楽しげにはしゃぎながら運転していた。

　寂さびしいんですけど!?

　疎そ外がい感かんに苛さいなまれていると、ヒナ先輩と目が合った。

　満面の笑えみで、ぐっと親指を立ててくる。




　――『みんなの足止めはわたしに任せてっ』




　そんなヒナ先輩の心の声が聞こえた気がした。

　こんな出来レースで熱くなるとか無理である。

　しかしヒナ先輩の要望を叶かなえるためにも、のろのろと運転するわけにはいかない。俺はアクセルを踏ふみつけ、三人をぶっちぎってゴールする。

　出入り口で待っていると、三人が楽しそうにしゃべりながらやってきた。俺を見つけ、とてとてとヒナ先輩が駆け寄ってくる。

「桜士くん、早く早く！」

「なにが？」

「熱い顔でさりげなくガッツポーズだよっ！」

「……っし」

　やってみせると、ヒナ先輩は満足そうに頬ほおを緩め、スマホで俺を撮影した。

「ありがとっ！　大満足だよ！」

「ほんとにこんなので満足なのか？」

「もちろんだよっ！　だってほら、桜士くんってクールでしょ？　だからね、違う一面も見てみたいなーって思ったの」

　ヒナ先輩は、俺のことをクールな男だと認識している。そしてラブレターの差出人も、俺のことをクールな男だと認識している。

　つまりヒナ先輩＝ラブレターの差出人ってわけだ！

「たしかに桜士先輩ってクールですよね」

「ていうかクールじゃなかったら入部させてないわよ」

　しかしふたりが同意したことで振り出しに戻もどってしまう。

　いや、クールだと思われてるのは嬉うれしいけどさ。これじゃ誰が送り主だかわからねえよ……。

　俺がもどかしい思いをしていると、華恋がパンフレットを広げた。

「次はあたしの番ね」

「その前に飯にしないか？」

「あんた、お腹なか空いたの？」

「まあな」

「じゃ、さっさと食べちゃいましょ」

「そうだねっ。急いで食べないと全部巡る前に閉園になっちゃうよ！」

「……全部巡るつもりなのか？」

「あったりまえじゃない！」

「せっかく来たんですから踏とう破はしないともったいないです！」

「それにお土産みやげコーナーも巡らなきゃだし、こうしてる時間がもったいないよっ！」

　忙せわしねえ奴らだな。

　てか、優ゆう雅がに振る舞うんじゃなかったのかよ……。いまのお前らは優雅さの欠片もねえからな。

　ま、べつにいいけどさ。

　優雅な振る舞いを忘れるくらい楽しんでるってことだし、こいつらの笑え顔がおを見ていると、こっちまで楽しくなってくるしな。

「ほら桜士！　なにぼけっとしてるの！　さっさと食堂に行って、次のアトラクションに向かうわよっ！　あたし、まだまだあんたとやりたいことあるんだからっ！」

　華恋に手招きされ、俺は彼女たちのもとへ駆け寄るのであった。




◆




　すべてのアトラクションを踏破した俺たちは、お土産を買ったあと、ハイテンションのままプリンスランドをあとにした。

「ほんっと楽しかったね！」

「ですね！　特にお化け屋や敷しきが最高でした！　あんな家があるなんて、プリンスランドはすごいですね！」

「たいていの遊園地にもあるが、たしかにプリンスランドのお化け屋敷は独特だったな。物語性があるっつーか、なんつーか。滅ほろぼされた王家の無念が伝わってきたぜ」

「王家の亡ぼう霊れいたち、本気で怖こわがらせに来てましたもんね！　まるで私が王家を滅ぼしたんじゃないかって思っちゃいましたよ！」

「わたしは迷めい路ろが楽しかったなぁ！　だって頭を使わずに楽しめたもん！」

「だな。ただゴールを目指すんじゃなく、要所要所にいる魔ま物ものを光線銃じゆうで滅ぼすってのが独特で楽しかったな」

　ヒナ先輩の運転する車のなかで、俺たちは思い出話に花を咲さかせる。

　クールに振る舞いたいのだが……こいつらに影えい響きようされちまったのか、つい饒じよう舌ぜつになってしまうのだ。

　けっきょくラブレターの送り主は特定できなかったけど、楽しかったので大満足である。またこいつらと遊びに出かけたいぜ！

「ランチも美お味いしかったし、グッズもいっぱい買っちゃったし、ほんっと楽しかったね！……ところで、華恋ちゃんは寝ねてるの？」

　そういやさっきから華恋の声が聞こえねえな。

　助手席からうしろを見ると……華恋はスマホをじっと見つめていた。スマホの明かりに照らされた顔は、曇くもっているように見えた。華恋は暗いのとひとりになるのが苦手だが、今日はヒナ先輩が家まで送ってくれるのだ。怖がる必要はないはずだが……

　ぶぶぶ、ぶぶぶ。

　と、かすかに振しん動どう音おんが聞こえた。どうやら華恋のスマホに着信が入っているらしい。

　現在時刻は一九時四五分。窓の外はすっかり暗くなっている。もしかすると電話の主は父親かもしれない。

　華恋の親おや父じさん、門限に超ちよううるさいし。電話に応答すると『いったいどこでなにをしているんだ！』と怒ど鳴なられてしまうため、電話に出るのをためらっているのだろう。

　でも、厳しい父親からの電話を無視したら、帰ったあとで怖おそろしいことになってしまう。よけいな怒いかりを買うよりは、電話に出たほうがいいだろう。

「電話に出なくていいのか？」

「……」

「おい、華恋」

「っ、な、なによ？」

　華恋はびくっと顔を上げる。

「電話かかってきてるんだろ？　出なくていいのか？」

　迷うように画面を見つめ……華恋は、スマホをポーチに仕し舞まった。

「いいのよ。いまは電話なんかより、あんたたちとプリンスランドの話がしたいものっ。だってすっごく楽しかったし！」

　華恋は声こわ高だかに言った。

　なんだか無理してテンションを上げているように見える。

「そんなに楽しかったなら、また行きましょう。プリンスランドに行けばお姫様の気分が味わえますし！」

「お姫様の気分を味わうのはいいが、今日のお前らは優雅さの欠片もなかったぞ」

「しょうがないよ。だってすっごい楽しかったもんっ！　それに、お姫様だってたまには羽目を外したくなるよ！」
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　ヒナ先輩の場合、いつも羽目を外している気がするが。

「ですよね！　それにこれからですよ、これからっ！　毎日部活して、じわじわと姫ひめ力を高めていけばいいんです！」

「葵のくせにいいこと言うじゃないのっ。これからも毎日部活して、姫力を高めていきましょう！」

　華恋はぎこちない笑みを浮うかべて言った。




　次の日も、その次の日も、華恋は部活に来なかった。







《　第五幕　囚とらわれのお姫様　》







　華か恋れんが部活に来なくなって三日が過ぎた。

　その日の放課後。いつも賑にぎやかなお姫様研究部の部室は、まるで葬そう式しきのような雰ふん囲い気きに包まれていた。

「華恋ちゃん、今日も来ないねぇ」

　ヒナ先せん輩ぱいが陰いん鬱うつそうな顔でつぶやき、葵あおいが不安そうな眼まな差ざしで俺を見つめる。

「学校には来てるんですか？」

「ああ。休み時間に様子を見に行ったら、女子と話してたぞ」

　ぼっちな俺が女子と話しているところに割り込むのは気が引けるため、遠巻きに眺ながめるだけになってしまったが。

　そんな俺を華恋は一瞬だけ目に留とめたが、気まずそうに目をそらしてきた。

　気まずい顔をするってことは、俺と話したくないってことだ。

　きっと部活絡みの質問をされたくなかったのだろう。部活に来ない理由を無理やり聞き出すのは気が引けるため、俺はおとなしくその場をあとにしたのだった。

「そのとき華恋先輩、どんな様子でしたか？」

「疲つかれてるように見えたぞ」

「風か邪ぜかなぁ？」

「いや、風邪を引いてるようには見えなかったぞ。肉体的に疲れてるってより、精神的に疲れてるようだった」

「精神的にかー。なにか嫌いやなことがあったのかなぁ？　……もしかして、いじめられてるとか？」

「あの華恋先輩をいじめる度胸のあるひとがこの学校にいるとは思えません」

「だよねぇ。だったら……テストがだめだめだったとか？」

「あいつ、学年トップクラスだぞ」

　成績上位者は廊ろう下かに順位が貼はり出されるのだ。そして華恋は上の上だった。あの順位で落ちこむとは思えない。

　ヒナ先輩は難しい顔で「うーむ」と唸うなる。

　ほかの原因を考えている様子だが、なにも思いつかなかったらしい。

「じゃあ、どうして落ちこんでるんだろ？」

「……もしかして、失しつ恋れんとかじゃないですかね？」

　葵が言った。

　可能性としては、ありえない話じゃない。

　華恋がラブレターの送り主だとすると――なかなか俺から返事が来ないことを悲しみ、精神を病やんでしまってもおかしくないのだ。

　だけど……

　華恋を苦しめている直接の原因は、ラブレター絡みじゃないはずだ。

　華恋が落ちこみだしたのって、プリンスランドの帰りの車内からだからな。タイミング的に、華恋の悩なやみの種はあのときかかってきた電話のはず。




　つまり華恋を苦しめている原因は、門限にうるさい父親だ。




　そしてそのことに気づいているのは、この場には俺しかいない。

　葵とヒナ先輩は、華恋の父親が厳しいひとだということを知らないのだ。

　原因がわかればふたりも少しは安心するだろうが、華恋は車内で電話に応答しなかった。部長としての威い厳げんを保つため、厳格な父親に怯おびえている姿を見せたくなかったのだろう。

　だから俺は、ふたりに事情を話すわけにはいかないのである。

「華恋ちゃんが失恋するかなぁ？　だって、あんなに可愛かわいいのに……」

「たしかにあの華恋先輩が男子に振ふられるとは思えませんけど……。というかそもそも、失恋ってことは華恋先輩のほうから告白したってことですよね。あのひとが王子様以外のひとに告白するとは思えませんよ」

「じゃあ王子様に出会ったとか？　もしそうなら……三日目から部活に来なくなったから、告白したのはプリンスランドってことになるよね？」

「そうなりますね。でも、私ずっと華恋先輩のそばにいましたけど、告白とかしてませんでしたよ」

「じゃあ失恋じゃないのかなぁ？」

「わかりませんけど……事情がどうあれ、この私に相談しないのはどうかと思いますよ。しっかり者の私なら、ためになる助言ができますのに。――決めました」

「なにを決めたんだ？」

「私、華恋先輩に『どうして部活に来ないんですか？』ってメールしてみます」

　言うが早いか、葵は携けい帯たい電話を取りだした。

　不慣れな手つきでメールを打つ。その顔は真しん剣けんそのものだ。心の底から華恋を心配しているようである。

「さて、メールを送りました！　――って、早っ！　もう返信来ましたよ！　現代っ子は文字を打つのが早いんですねぇ」

「お前も現代っ子だぞ。で、華恋はなんて？」

「ええと……『いろいろあんのよ』だそうです」

「いろいろかぁ。華恋ちゃん、忙いそがしいんだねぇ」

　額面通りに受け取るヒナ先輩だった。

　たしかにいろいろな予定が積み重なって精神的に参ってしまった可能性もあるけど……これって言いたくないことをはぐらかすための常じよう套とう句くだよな？

　だとすると、華恋の悩みの種はひとには言いにくいこと――

　すなわち、父親絡みだ。

　きっと華恋は電話を無視したことで説教され、父親に放課後の自宅謹きん慎しんを命じられたのだろう。

　ちょっと厳しすぎる処置だと思うが、厳格な父親なら、娘むすめを躾しつけるためにそれくらいのことをしてもおかしくはない。

「こうなったら華恋先輩が早く部活に来るように仕向けましょう！」

　葵が力強く言った。

　ヒナ先輩は興味を引かれたように小首を傾かしげる。

「それって、どうするの？」

「姫力を高めるんです。私たちとのあいだに圧あつ倒とう的てきな姫力の差が出れば――負まけず嫌ぎらいな華恋先輩のことです、駆かけつけてくるに決まってます！」

「そっかぁ！　葵ちゃん、頭いいね！　それで、どうやって姫力を高めるの？」

「そうですねぇ……」

　いつも活動内容は華恋が決めているため、考えるのに少し時間がかかってしまうらしい。葵はこめかみに指を当てて考える仕草を作り……

「私たちの王子様を読みましょう！」

「さんせーい！」

　ふたりは漫まん画がを読み始めた。いつもならすぐに物語の世界に入りこむが、やはり華恋のことが気がかりなのだろう。そわそわと落ち着かない様子だった。

　こいつらを安心させてやるためにも、早いところ華恋に戻ってきてもらわねえとな！

「ちょっとトイレ行ってくる」

　そう告げ、俺は部室をあとにした。

　少し離はなれたところでスマホを取り出し、華恋に電話をかけてみる。

　意外にも、華恋はすぐに応答した。

『もしもし？　なに？』

「いま家か？」

『まだ帰り道よ。なにか用？』

「どうして部活に来ないんだ？　あいつら、華恋がいないから寂しがってるぞ」

『あんたが慰なぐさめてあげなさいよ。王子様役なんだから』

　たしかに俺は王子様役だ。

　いまは部活の時間だし、あいつらのそばにいなきゃいけない。華恋と同じように、葵とヒナ先輩も落ちこんでいるのだから。

　王子様役なら、あいつらを元気づけてやらなくちゃいけない。

　でも……

「いまふたりに必要なのは、王子様役じゃなくて部長だ。俺がどんだけ王子様っぽく振る舞ったって、華恋がいないとあいつらは元気にならねえよ」

　華恋は黙だまりこんだ。




　――『部活に行きたくても行けないのよ』




　そんな心の声が聞こえた気がした。

「なあ、どうして部活に来ないんだ？　……やっぱり、父親になにか言われたのか？」

　思いきってたずねると、華恋は驚おどろいたように息を呑のみ、

『……どうしてわかったの？』

　やっぱり父親が原因か。

「こないだ華恋を家に送ったあと、家のなかから叫さけび声ごえが聞こえたんだよ。それにほら、メイド喫きつ茶さの帰りに言ってただろ？　門限を破ると面めん倒どうなことになるって。だから今回も父親絡みだと思ったんだ」

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、誤ご魔ま化かしきれないと感じ取ったのか、華恋はぼそりと言う。

『ねえ、それ知ってるのってあんただけ？』

「いまのところはな」

『そう。だったら、お父さんが原因で部活を休んでるってこと、葵とヒナには言わないでちょうだい。お父さんのことは誰だれにも知られたくないのよ……』

　華恋は懇こん願がんするような声で言う。

　部長として、部員たちに弱いところは見せたくないのだろう。

「心配しなくても言わねえよ」

　けど、あいつらを心配させたままにするのもごめんだ。

　なんとかして華恋を部活に復帰させたい。

　しかし、そのためには華恋の父親をどうにかしなきゃいけないわけで……

『もう家に着くから切るわよ？』

「ああ。またな」

『ええ、また』

　寂しそうな声でそう言って、華恋は通話を切った。

　間違いなく、華恋は部活に参加したがっている。

　わかっちゃいたが、自分の意思で部活を休んでいるわけじゃないのだ。

　そんなの……そんなの、あんまりじゃないか。

　華恋はあんなに楽しそうに部活をしてるってのに……。父親だからって……躾けが目的だからって、娘の楽しみを奪うばう権利はねえだろ！

　華恋の父親に対して苛いら立だちを募つのらせていると、スマホが振しん動どうした。

　母さんからのメールだった。




『いっぱい写真撮ってくれてありがとー！　同じ娘たちの写真ばっかりだけど、これって桜おう士じちゃんの部活の娘たち？　みんなすっごく可愛いねえ！　それにすっごい笑顔だし！こっちまで笑顔になっちゃった！　お姫ひめ様さまの格好もすっごく似合ってるね！　ママも桜士ちゃんのお姫様になりたーい！』




「……そうだよな。楽しそうに笑ってたよな」

　母さんにデジカメを送る前に、一枚一枚確認したのだが……どの写真を見ても、華恋は楽しそうな顔をしていた。

　そんな華恋の笑顔を、あいつの父親は奪ったのだ。そして華恋が来なくなったことで、葵とヒナ先せん輩ぱいも悲しんでいる。

　俺のことを王子様だと慕したってくれたラブレターの送り主は、依い然ぜんとして謎なぞのままだけど……

　だけど、そこに恋れん愛あい感情があるかどうかはわからないが、お姫様研究部の三人は、俺のことを慕ってくれている。

　お姫様研究部の部員である限り、みんな俺のお姫様なのだ。

　俺のお姫様を悲しませるなんて、許されることじゃない。

　なにより、悲しんでいるお姫様を見捨てるなんて、王子様失格だ。

　だったら――

　いつまでもクールなふりをしてないで、行動に移さなければならない。

　クールなイメージは崩ほう壊かいしちまうかもしれないが、また華恋の笑顔を見ることができるなら安いものだ。

　王子様として、囚われのお姫様を救いに行かなければ！

　そうして決意を固めた俺は、桐きり島しま高校を飛び出したのであった。




◆




　桐島高校を飛び出した俺は全力疾しつ走そうで華恋の家にやってきた。バクバクと高鳴る心臓をそのままに、インターホンをプッシュする。

『……はい。どちら様ですか？』

　聞こえてきたのは男の声だ。華恋に兄弟がいないとすると、声の主はあいつの父親ってことになる。

　華恋はここに閉じこめられているのだ。華恋を閉じこめているこの男は、魔ま王おうみたいなものである。

　そう考えると、二階建ての庭付き一戸建てが魔王城に見えてきた。少しだけ尻しり込ごみしてしまう。

　って、いかんいかん！　ここまで来て逃にげるとかダサいにもほどがあんだろ！　そんな王子様見たことねえよ！

　俺は王子様。俺は王子様。俺は王子様。俺は王子様――！

　王子様ならお姫様を助けなきゃいけねえだろ！

　自分を奮い立たせ、インターホン越ごしに力強く告げてやる。

「俺は王子様です！」

　間ま違ちがえた！

「あ、違っ、俺は桜士――じゃなくて姫み」

『間に合ってます』

　切られてしまった。悪戯いたずらだと思われたっぽい。

　そりゃそうだよな。俺だってインターホン越しに『王子様です』とか言われたら即そく座ざに切るし。

　しかしここで諦あきらめるわけにはいかない。テイク２だ！

　指先に気合いを込め、再びインターホンを押す。

『なんだね？』

　声の主は明らかに苛立っていた。

　俺はごくりと唾つばを飲みこみ、

「あなたは華恋の父親ですか？」

『華恋だと？　貴様、華恋のなんなんだ！』

　名前を呼び捨てにしたことにご立腹らしい。

「王子様役です」

　これは嘘うそじゃねえぞ。

　俺、華恋からじきじきに王子様役を言いい渡わたされたんだからな！

　もちろんほかに言い様はあったが、俺はあえておじさんを苛立たせるような発言をした。

　インターホン越しに言い合っていても埒らちが明かないのだ。華恋を連れ戻すには、じかに会って話をしないと。

『いいか、そこを動くなよ？』

　ドスの利きいた声でそう言って――

　俺の狙ねらい通り、おじさんは外に出てきた。

　ヤクザかな？

　小学生が見たら泣いて逃げそうな。中学生でもちびってしまいそうな強こわ面もてのおじさんがそこにいた。

　だからといって怯えるわけにはいかない。

　俺は華恋を救いに来たのだから。

　誰が相手だろうと、華恋を助けるまでは引き下がらねえぞ！

　おじさんは俺を睨にらみつけ、

「その制服……貴様、桐島高校の生徒だな」

「そうです。王子様役として華恋を助けに来ました」

　おじさんのこめかみに青筋が浮かぶ。

「王子様だかなんだか知らんが、娘に助けは必要ない！」

「いや必要です！　はっきり言わせてもらいますけど、華恋はあなたを迷めい惑わくがってます！俺はあなたの魔まの手から華恋を救うためにここに来たんです！」

　おじさんは目を剥むいた。

　ぎりぎりと歯ぎしりをして、怒りの感情を剥き出しにする。
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「迷惑なのは貴様のほうだ！　いますぐ我わが家やから立ち去れ！」

「断ります！　華恋をここから連れ出すまでは帰りません！」

「さっきから華恋華恋と呼び捨てにしおって！　貴様、華恋とはどういう関係なんだ！　まさか彼かれ氏しではないだろうな!?」

　憤ふん怒ぬの形相とはまさにこのことだ。

　返答次し第だいでは殺されてしまうかもしれない。

　だからってわけじゃないが、俺は彼氏説を否定する。

「俺は彼氏ではありません」

「そ、そうか。しかし、ならば貴様は何者なんだ？」

「王子様役です！」

「貴様は日本語が理解できんのか!?」

「あなたこそ娘の気持ちが理解できないんですか！」

「華恋の気持ちは手に取るようにわかる！　私はあの娘の父親なのだから！」

「いいえ、できてません！　華恋はあなたのせいで苦しんでるんです！　それがわかってないあなたが娘の気持ちを理解できているとは思えない！」

　門戸越しにおじさんと怒鳴り合っていると――

「なによ、騒さわがしいわね」

　と、家のドアが開き、華恋が姿を見せた。

　俺を見るなり、目をまるくする。

「お、桜士？　どうしてここにいるのよ？」

「お前を助けに来たんだ！」

　俺が力強く叫ぶと、華恋は戸と惑まどうような顔をする。

　そりゃそうだ。

　クールな俺が興奮して叫ぶ姿など、想像もできなかったのだろう。

　もし華恋がラブレターの送り主だったら、俺に幻げん滅めつしたかもしれない。

　ラブレターの送り主が惚ほれたのは、プリンスのようにクールな姫ひめ宮みや桜士なのだから。

　でも、いいのだ。

　たとえ華恋に幻滅されようと構うものか。

　俺は彼かの女じよが欲ほしいけど――

　でも、いくら彼女が欲しいからって、悲しんでる女の子を見捨てるとかかっこ悪すぎるからな。

「華恋は家に入ってなさい！」

「華恋、家を出ろ！」

「家に入りなさい！　不ふ審しん者しやはパパが追おい払はらってあげるから！」

「こんな奴やつの言うこと聞くな！　俺おれの手を取れ！　ここから連れ出してやる！」

「貴様！　娘を誘ゆう拐かいする気か!?」

「あなたこそ華恋を監かん禁きんしてるじゃないですか！」

「監禁などしていない！　学校にはちゃんと行かせている！」

「部活には行かせてないじゃないですか！　こいつが部活でどれだけ楽しそうにしてるか知らないからそんなことができるんですよ！　華恋の――お姫様の笑顔を奪うあなたを、俺は王子として許さない！」

「貴様が王子なら私は国王だ！　娘をたぶらかす貴様を、私は国王として許さん！」

　一いつ触しよく即そく発はつとはまさにこのこと。

　いつ殴なぐり合あいになってもおかしくないくらい熱く怒鳴り合っていると――




「いいかげんにしてちょうだい！」




　華恋が叫んだ。

　そして、おじさんを睨みつける。

「家の前で叫ぶんじゃないわよ！　恥はずかしいわね！　ご近所さんに迷惑じゃない！」

「で、でもパパは華恋を守ろうと――」

「うっさい！　口答えすんじゃないわよ！」

　華恋が怒鳴り散ちらす。

「ご、ごめんよ……」

　するとおじさんは、しゅんとした。

　……あ、あれぇ？

　なんか思ってたのと違うんですけど……

　戸惑う俺を、華恋が見つめる。

「家に上がりなさい」

　華恋の言葉に、おじさんがぎょっとした。

「な、なにを言ってるんだい華恋!?　こんな不審者を家に上げるなんて――」

「黙れって言ったのが聞こえなかったのかしら？」

　ぽきぽきと拳こぶしを鳴らす華恋。

　おじさんはびくびくと震ふるえ、子こ猫ねこのように身を縮こまらせる。

「ちゃ、ちゃんと聞こえてるよぉ……」

「だったら黙ってなさい」

　こくこくうなずくおじさん。

　そうして父親を黙らせた華恋は、俺の腕うでを掴つかみ、家に引きずりこんできた。

　なんかもういろいろと想定外っていうか明らかに俺の勘かん違ちがいだったっぽいし、いますぐ家に帰りたいくらい恥ずかしいのだが……

　逃げるのはかっこ悪いため、俺はおとなしく古こ和わ狩がり家にお邪じや魔ましたのであった。







《　終幕　私たちの王子様　》







　古こ和わ狩がり家に踏ふみこんだ俺は、華か恋れんの案内で居間に通された。

　ソファに座すわると、その向かいにおじさんが腰こしかける。じろじろと殺気に満ちた顔で俺を睨みつけている。

「お待たせ」

　と、華恋がお茶を運んできた。

　湯飲みを俺の前に置き、俺のとなりに腰かける。

「パパのお茶は!?」

　泣きそうな顔の父親を、華恋はまるで親の敵のように睨みつけた。

「あるわけないでしょ。欲しいなら自分で煎いれてきなさい」

「やーだー！　パパ、華恋ちゃんの煎れたお茶が飲みたいー！」

　駄だ々だをこねるおじさん。

　この光景に、俺は既き視し感かんがあった。具体的には姫ひめ宮みや家の居間とか食しよく卓たくとか寝しん室しつで頻ひん繁ぱんに目にする光景だ。

「人前で駄々こねるのはやめてちょうだい！　恥ずかしいじゃない！」

　華恋は顔を赤くして怒鳴った。

　それから疲れたようにため息をつき、

「お母さんが買い物から帰ってきたら、今日のことを報告するから。覚かく悟ごしなさい」

「告げ口はやめて……」

　マジのトーンでお願いするおじさんだった。

　明らかに華恋のほうが力関係上っぽいし……こんな家庭内カースト最下層の父親に自宅謹慎を命じられ、華恋がおとなしく従うとは思えない。

　でも、だったらどうして華恋は部活に来なかったんだ？

　困こん惑わくする俺を見て、華恋は恥ずかしそうに頬ほおを染めた。そして嫌そうな顔でおじさんを一いち瞥べつし、

「見ての通り、あたしのお父さんは残念なひとなの」

「残念じゃないよ！　パパはただ華恋のことが心配なだけだよ！」

　華恋は深々とため息をつき、

「聞いての通り、お父さんは極度の心しん配ぱい性しようなの。あたしが心配いらないって言ってるのに、早く帰ってきなさいってしつこいのよ」

　ええと、じゃあなにか？　こないだ家に送ったときに聞こえた叫び声って、怒鳴ってたわけじゃなくて、安心してただけなのか？

　どんだけ心配性なんだよ……。発はつ狂きようしてるみたいな声だったぞ、あれ。

「で、でも、パパは華恋のためを想おもってるんだよ？　だって華恋は暗いのが苦手だし……パパと電話しながら帰ったら、なにかあったときすぐに駆けつけることができるし……。パパ、華恋のために電話してるんだよ？」

　おじさんは華恋のご機き嫌げんをうかがうような媚こびた声で言う。

「たしかにあたしは暗いのが苦手だけど、心配はいらないわ。だって、あたしには桜おう士じがついてるもの！」

「俺が？」

「ええ、そうよっ。これからは暗くなったら桜士に送ってもらうわっ！　……また送ってくれるわよね？」

　不安そうに見つめられ、俺はうなずいた。

　お姫様に必要とされているのだ、王子様役として断るわけにはいかないだろう。

「ああ。ちゃんと送ってやるよ」

　すると華恋は、ぱあっと顔を明るくする。

「桜士がそばにいてくれるなら、なにも怖こわくないわっ。たとえゴーストプリンセスが押おし寄よせてきてもへっちゃらよ！」

「おう。ゴーストプリンセスなんか俺が追い返してやるぜ！」

　力強く告げ、気になっていたことを質問する。

「ところで、どうして部活に来なかったんだ？」

　見たところ、力関係は圧倒的に華恋が上だ。

　だったら従うことはなかったろうに、どうして部活に来なかったのだろう。

「門限を破ったら、あたしになにかあったんじゃないかって心配して、寝ね込こんじゃうのよ。プリンスランドのときなんて門限を破った上に電話にも出なかったから、お父さん高熱で倒たおれちゃったの」

　心配性すぎるだろ……。

　見た目のわりに、心は繊せん細さいなんだな。

「つまり、父親を看病してたから部活に来なかったのか？」

「そんなところよ。もう治ったみたいだし、明日から部活に復帰するわ」

　さいですか。

　だったら俺がここに来る必要はなかったんじゃ……。

「どうして教えてくれなかったんだよ。すげえ心配したんだぞ」

「お父さんがこんなだって知られるとかぜったいに嫌だからよ。そんなの恥ずかしすぎるじゃない」

「……」

　おじさんが『そこまで言う？』とでも言いたげな顔でしょんぼりしている。

　しかし俺は華恋の気持ちがよくわかる。

　俺だって、母さんの残念な性格を誰かに知られるとかぜったいに嫌だしさ。

「そんなわけだから、今日見たことは誰にも言っちゃだめよ？」

「ああ、秘密にすると誓ちかうよ」

　俺が微び笑しようして告げると、華恋は嬉うれしそうに顔を輝かがやかせた。

　ひさしぶりに見たけど、やっぱり華恋は笑うとすげえ可愛いな。こうして華恋の笑え顔がおを見ることができたわけだし、これで古和狩家を訪おとずれた目的は達成した。

　あと俺がやるべきことは……

「失礼なことを言って、本当にすみませんでした！」

　俺はおじさんに頭を下げた。

「桜士が謝あやまることないわよ。正直言って、お父さんの親バカぶりには迷惑してたんだから。いままでは我が慢まんしてあげてたけど――この際だから、はっきり言っておくわ」

　華恋はおじさんを睨みつけ、

「見ての通り、あたしには桜士がついてるわ。だから、お父さんが心配するようなことはないの。暗くなったからってしつこく電話する必要はないし、メールに返事をしないからって寝込むことはないのよ」

　真剣な口調で説得した。

　するとおじさんは諦めるようにため息をつき、まじめなトーンで言う。

「たしかに長らく警官をしているが、ここまで肝きもの据すわった小こ僧ぞうを見るのははじめてだ。たいていの男は私の顔を見るなり怯えるというのに、この小僧は睨みつけてきたからな」

　だから、とおじさんははじめて笑えみらしい笑みを見せてきた。

「きみが華恋のそばにいると誓うなら、少しくらい帰りが遅おそくなっても心配しないで済む。きみがちゃんと華恋を家に送り届けると誓うなら、私は明日から安心して働ける」

　これって……俺を褒ほめてるんだよな？

　ううむ、どうなんだろ？

　口元は微笑してるけど……顔が怖いし、判断に困るな。
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「それって、もうあたしにしつこく連れん絡らくしないってことよね？」

「え？」

「返事がないからって、しつこくメールしたり電話したりしないわよね？」

「……ぜ、善処する」

　これからも連絡はこまめに取るつもりだったようだ。

　無理もないけどな。俺が一いつ緒しよに帰ることで変質者に襲おそわれる心配はなくなったとはいえ、俺に襲われる心配がないとは限らないのだから。

　もちろん俺は華恋を襲ったりしないが、娘を持つ親としては『このクソガキ、俺の娘にエロいことするつもりじゃないだろうな。エロいことをしてるから帰りが遅いんじゃないだろうな』って疑うのも無理はないのだ。

「善処じゃなくて誓いなさい。いまここで」

　有う無むを言わさぬ迫はく力りよくに、おじさんの首が縦に傾かたむく。

「ち、誓うよ……」

　華恋はにこりと笑う。

「それでいいのよ」

　それから俺を見て、

「そんなわけだから、明日から部活に復帰するわ」

「明日からと言わず、いまから行こうぜ。葵あおいとヒナ先せん輩ぱい、お前が来るの待ってんだから」

　すると華恋は上うわ目め遣づかいに俺を見つめ、

「……暗くなったら送ってくれる？」

「もちろんだ。だからほら、部室に行こうぜ！」

「ええ、行きましょう！　あたし、部活を休んでるときにやりたいことをいろいろ考えておいたのよ！」

「そいつは楽しみだ。葵とヒナ先輩も喜ぶだろうぜ」

「うんっ！」

　葵とヒナ先輩に会うのが楽しみなのだろう。わくわくした様子の華恋を伴ともない、ふたりの待つお姫様研究部の部室へと向かう。




「華恋先輩！」

「華恋ちゃんっ！」




　そして華恋を部室に連れて帰るなり、葵とヒナ先輩が満面の笑みで駆け寄ってきた。

　ふたりに笑みを向けられ、華恋は照れくさそうにはにかむ。

「ふたりとも、心配かけて悪かったわね」

「ほんとですよ！　どうして部活に来ないんだろって心配したんですからね！」

「華恋ちゃんが復帰してくれて安心したよっ！　でも、どうして部活に来なかったの？」

「いろいろあったのよ。だけど、もう心配いらないわっ。桜士がかっこよく駆けつけて、あたしを助けてくれたものっ！」

　ふたりが感心したように俺を見つめてくる。

「すごーい！　華恋ちゃんを助けるなんて、桜士くん本物の王子様みたい！」

「ですね！　王子様みたいでかっこいいです！」

「そうよっ。桜士は王子様みたいにあたしを助けてくれたのっ！　あんたたちにも見せてあげたかったわ！」

　得意気に語る華恋。

　おじさんと玄げん関かん先さきで怒ど鳴なり合ったし、てっきりクールな印象は崩壊したと思っていたが、どうやら悪印象は持たれなかったらしい。

「私も転んだとき、桜士先輩に王子様らしく手を差さし伸のべてもらいましたよっ！」

「わたしも桜士くんに王子様らしく勉強を教えてあげるって言ってもらったよっ！」
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　俺が安心していると、葵とヒナ先輩が自じ慢まんげに言った。

　こんなに可愛かわいい女の子たちに王子様として見られているのだと思うと、嬉しい気持ちになってくる。

　ラブレターの送り主が誰なのかは依然として謎のままだけど……それを考えるのはまた今度。

「さっそく今日の活動を始めるわよっ！」

「待ってました！」

「どのシーンを再現するのっ？」

　今日のところは特定の娘の王子様ではなく、こいつらの王子様として、部活を楽しむとしよう。







《　あとがき　》







　はじめまして、猫又ぬこです。

　このたびは『恋愛経験ゼロですけど、私を選んでくれますか？』を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　クール系世話焼き少年が三人の女の子を助け、二通のラブレターを受け取るところから始まる恋活ラブコメ――。

　読者の皆様に少しでもお楽しみいただけましたら幸いです。




　それでは謝辞を。

　本作の出版にあたっては、たくさんの方にご協力いただきました。

　担当様をはじめとするＨＪ文庫編集部の皆様。これからも面白いお話を生み出せるよう頑張りますので、今後ともよろしくお願い致します。

　お忙しいなか仕事を引き受けてくださったイラストレーターの秋奈つかこ先生。素敵なイラストをありがとうございます。

　校正様にデザイナー様、その他本作に関わってくださった多くの関係者の方々。本当にありがとうございます。

　そしてなにより本作をご購入くださった読者の皆様に最上級の感謝を。皆様に少しでもお楽しみいただけたなら、これ以上の幸せはありません。




　それでは、次巻でお会いできることを祈りつつ。




二〇一九年とても暑い日　猫又ぬこ
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